


は　じ　め　に

　学習指導要領改訂が始まり、⚘月には「審議のまとめ」、⚑⚒月までには「答申」が出され
ようとしている。
　次期学習指導要領では、これまでの学習指導要領の内容を継承しつつ、これからの時代
が求める資質・能力の育成を図ろうとしている。それは、これまで日本の学校教育が築き
上げてきた学校教育を、その基盤の上に立ち、より一層充実させようとするものである。
  今回の学習指導要領改訂では、全ての教科において、それぞれの教科における「見方・
考え方」を重視しており、各教科においてどのような資質・能力を育成するかが問われて
いる。それは、学習活動を通して、各教科の能力育成を図ろうとする方向性を教育課程と
して示すものとなっている。
  そこで、学習指導要領に示される各教科の資質・能力を基に、各学校においては、各学
校の「カリキュラム・マネジメント」の実施に資するため、以下の観点を踏まえた教育課
程の編成を行うことが求められている。
　　・「何ができるようになるか」（教育目標と育成すべき資質・能力の明確化）
　　・「何を学ぶか」（各教科等を学ぶ意義と教科等横断的な視点を踏まえた教育課程の

編成）
　　・「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実施、学習・指導の改善・充

実）
　　・「何が身に付いたか」（学習評価の充実）
　ここに、教育課程上における「指導と評価の一体化」の根拠がある。
　国語科においては、これまでも言語活動を通して、言語能力の育成を図ってきている。
次期学習指導要領改訂に向けて、この言語活動を通して言語能力を育成する方向性は、一
段と強くなる。そこで、これまで以上に、国語科で求められる「資質・能力」の内容を明
確にして授業に取り組むことが求められている。
　これまで、国語科の授業においては、授業として取り上げた作品名や素材名は多く学び
手の意識に残っているものの、国語科の授業を通してどのような学力が育成されたか、に
ついては、わかりにくいところもあった。そこで、国語科で求められる「資質・能力」の
内容を明らかにし、その「資質・能力」が如何に育成されたか、と言うことに対しての評
価が行われなければならない時代を迎えている。
　次期学習指導要領では、各教科における能力育成が問われている。それは、各教科共に
「①知識・技能」「②思考・判断・表現」「③学びに向かう力、人間性等」として、次の
ように整理されている。中学校国語科においては、以下のような内容が示されている。

　◎言葉に対する見方・考え方を働かせ、国語で正確に理解し適切に表現することを通し
て、国語に関する資質・能力を次のとおり育成する。

　　①社会生活に必要な国語の特質について理解し適切に使うことができるようにする。
　　②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を豊かにし、社会生活
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における人との関わりの中で、言葉で自分の思いや考えを深めるようにする。
　　③言葉を通じて伝え合う価値を認識するとともに、言語文化に関わり、言語感覚を豊

かにし、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

　上記の学力育成のために、国語科の授業が機能しなくてはならないことは言うまでも無
い。その授業づくりのために、本研究を中学校の具体的な授業を通して行った。本研究で
は、常に指導と評価の一体化を意識した授業づくりと、そのための単元構成の在り方につ
いて研究を行っている。また、授業実践では、学習指導要領国語科（現行）の国語科の目
標を実現するために、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）を具体的な
言語活動として行うことに留意した。

　　平成28年⚗月
研究者代表　∁木　展郎　　
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⚑ ．研究の目的
　本研究は、中学校国語科の授業において、指導と評価の一体化を図り、単元を貫く課題
解決的な活動を通して育成する言語能力の評価に焦点を当てて、実践を通して研究するこ
とを目的とする。
　平成22年⚓月24日に中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会より「児童生徒の
学習評価の在り方について（報告）」が出され、これからの学習評価の在り方の改善のた
めに必要な事項が示された。そこでは、「新しい学習指導要領においては、思考力・判断
力・表現力等を育成するため、基礎的・基本的な知識・技能を活用する学習活動を重視す
るとともに、論理や思考等の基盤である言語の果たす役割を踏まえ、言語活動を充実する
こととしている。これらの能力を適切に評価し、一層育成していくため、各教科の内容等
に即して思考・判断したことを、その内容を表現する活動と一体的に評価する観点（以下、
「思考・判断・表現」という。）を設定することが適当である。」と指摘している。さら
に、文部科学省は平成⚒⚒年⚕月⚑⚑日の初等中等教育局長の「小学校、中学校、高等学校及
び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」
において、「きめの細かな指導の充実や児童生徒一人一人の学習の確実な定着を図るため、
学習指導要領に示す目標に照らしてその実現状況を評価する、目標に準拠した評価を引き
続き着実に実施すること。」を示している。
　これらを受けて平成23年⚕月に文部科学省より出された「言語活動の充実に関する指導
事例集〜思考力、判断力、表現力等の育成に向けて〜」では、「各教科等における言語活動
の充実の意義」として、「各教科等における言語活動の充実に当たっては、これまでの言語
活動を通じた指導について把握・検証した上で、各教科等の目標と指導事項との関連及び
児童生徒の発達の段階や言語能力を踏まえて言語活動を計画的に位置付け、授業の構成や
指導の在り方自体を工夫・改善していくことが求められる。」として、カリキュラム・マ
ネジメントを適正に行うことの重要性を指摘し、「学習指導の改善や教育課程全体の改善
につながる学習評価の意義・目的を踏まえ、言語活動を通して育成する、思考力、判断力、
表現力等について、各教科の対応する観点において適切に評価することが求められる。」
と述べている。
　平成26年11月20日の中央教育審議会への諮問「初等中等教育における教育課程の基準等
の在り方について」では、「学習指導要領等の理念を実現するための、各学校におけるカリ
キュラム・マネジメントや、学習・指導方法及び評価方法の改善支援の方策」として、「各
学校における教育課程の編成、実施、評価、改善の一連のカリキュラム・マネジメントの
普及」「『アクティブ・ラーニング』などの新たな学習・指導方法や、新しい学びに対応
した評価方法等の開発・普及」の二点を挙げている。
　国語科においてそのようなカリキュラム・マネジメントを具現化するためには、国語科
の指導計画に指導事項と言語活動を明示し、単元全体の学習のプロセスにおけるそれらの

第⚒章

育成する言語能力を明確にした国語科の評価に関する研究
研究の経緯と成果
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位置付けを明らかにして指導と評価を行う必要がある。
　さらに、平成27年⚘月26日の中央教育審議会教育課程企画特別部会における「論点整理」
において、学習指導要領の改訂に向けて、これからの時代に求められる資質・能力につい
ての方向性が示されるに至った。
　国語科においては「話すこと・聞くこと」「書くこと」 及び 「読むこと」の各領域に
おいて、単元を貫く課題解決的な活動としての言語活動を通して言語能力を育成する。こ
のことを踏まえ、国語科において言語活動を通して育成する言語能力の評価について、実
践を通して研究していくことを目指して、本研究会を発足させ、研究を進めてきた。

⚒ ．研究の方法
　本研究では、現在の我が国の教育を形作る理論を踏まえた上で、中学校における授業実
践を通した臨床的な研究を推進することを柱とした。
　具体的には、国語科の授業において展開される単元を貫く課題解決的な活動としての言
語活動におけるパフォーマンス評価のあり方を研究することを通して、中学校国語科のカ
リキュラム・マネジメントの在り方を考察した。
　さらに、生きて働く言語能力を育成する視点から、小中、中高の連携を図るカリキュラ
ムづくりやそれらを実現するための校内研究体制の構築についても併せて研究した。

⚓ ．本年度の研究成果
　平成27年度は⚖回の研究会を開催し、各メンバーの実践に基づき次の内容について研究
を進めた。
（1）学習指導要領に示された国語科の目標を実現するための、アクティブ・ラーニングの
具現化としての言語活動を軸とした単元を、授業実践を通して開発した。

（2）言語活動におけるパフォーマンス評価を「プロセス重視の学習指導案」に位置付け、
その評価規準や具体的な評価方法について、授業実践を基づいて検討を重ねた。

　本研究会には、指導主事ならびに中高一貫校を含め小、中、高、各校種のメンバーがお
り、小中、中高の連携を図るカリキュラムづくりにおいて、それぞれの視点から活発な協
議を行うことができた。
　また、中央教育審議会教育課程企画特別部会の「論点整理」で示された、これからの時
代に求められる資質・能力について、言語の教育としての視点から検討し、それらの資質・
能力を育成するための指導と評価の一体化の在り方についても検討を行った。
　これら⚒年間の研究の成果をまとめた研究報告書を作成する。 
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⚔ ．研究の組織　…　研究会の名称は「ＴＭの会」（ＴＭ＝teaching method）

 

第⚒章

分　　　担所　　　属氏　名
研究テーマに関わる理論
顧　問（研究会への指導助言）

横浜国立大学教育人間科学部
教授

髙木　展郎

研究テーマに関わる理論
顧　問（研究会への指導助言）

横浜国立大学教育人間科学部
主任研究員

三浦　修一

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践／総括（研究会の運営）

愛川町立愛川東中学校
総括教諭

中村　慎輔

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践／庶務（研究会の運営）

神奈川県教育委員会教育局支援
部子ども教育支援課
教育指導グループ　指導主事

小清水宣雄

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践／庶務（研究会の運営）

横浜市教育委員会事務局教職員
人事部教職員育成課　指導主事

三藤　敏樹

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践に対する指導助言

大磯町立大磯中学校
校長

青木　　弘

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践に対する指導助言

横浜市立万騎が原中学校
副校長

松田　哲治

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践に対する指導助言

茅ヶ崎市教育委員会教育推進部
学校教育指導課指導主事

髙橋　　励

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

横浜市教育委員会事務局北部学
校教育事務所　指導主事

竹下　恭子

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

横浜市立南高等学校
附属中学校教諭

山内　裕介

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

茅ヶ崎市立松林中学校
教頭

小林美佐子

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

横浜隼人中学・高等学校
教頭

南㟒　徳彦

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

川崎市立田島小学校講師／
教育カウンセラー

鈴木　優子

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

横浜国立大学教育人間科学部
附属鎌倉中学校教頭

増田　友昭

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

横浜国立大学教育人間科学部
附属鎌倉中学校教諭

木村信一郎

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

横浜国立大学教育人間科学部
附属鎌倉中学校教諭

田崎　慎悟

（平成⚒⚘年⚓月現在）
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⚕ ．研究会の記録 

Ⅰ　第⚑年次（平成26年度）

【第⚑回】

⚑ 　日時　平成⚒⚖年⚕月⚓⚑日（土）　⚑⚔：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　神奈川産業振興センター　第一会議室
⚓ 　参加者
　　青木　弘、増田　友昭、木村　信一郎、田崎　慎悟、三藤　㑅樹、竹下　恭子、
　　小清水　宣雄、中村　慎輔、他ゲスト参加者
　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　大田　誠二（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　水谷　友紀（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　桜井　裕美子（株式会社新学社ポピー編集部）
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
⚔　内容
　（⚑）挨拶
　（⚒）今年度の研究の方向性についての確認
　（⚓）講演「これからの時代が求める中学校国語の授業づくり」（髙木展郎先生）
⚕　連絡事項、次回学習会について

【第⚒回】

⚑ 　日時　平成⚒⚖年⚘月⚑⚓日（土）⚑⚐：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒ 　会場　横浜国立大学デザインセンター⚒⚐⚖号室
⚓ 　参加者
　　髙木　展郎、青木　弘、南﨑　徳彦、三藤　敏樹、竹下　恭子、小清水　宣雄、
　　松田　哲治、小林　美佐子、鈴木　優子、中村　慎輔
　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
⚔　内容
　（⚑）挨拶
　（⚒）髙木先生講話
　　　・最新の教育動静について　今後の中央教育審議会の主な承認事項について等
　　　・「ジェネリックスキル」を高める国語の学力
　（⚓）講義：「日産での取り組みと学び」（三藤）
　（⚔）実践報告及びワークショップ「格言を使った寸劇を作ろう！」（南﨑）



− 10 −

 

第⚒章

　（⚕）実践報告「詩と音楽を味わう（小学⚕年生）」（鈴木）
　（⚖）研究報告：h⚒⚖湘三地区中学校教育課程研究会国語部会提案資料より（小林）
　（⚗）研究協議：「テストが変われば授業が変わる〜生徒に学力をつけるテストと

は〜」
⚕　連絡事項、次回学習会について

【第⚓回】

⚑ 　日時　平成⚒⚖年⚑⚐月⚒⚕日（土）　⚑⚓：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒ 　会場　横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校
⚓　参加者
　　三浦　修一、三藤　㑅樹、小清水　宣雄、鈴木　優子、青木　弘、増田　友昭、
　　中村　慎輔、田崎　慎吾先生
　　荒井　純一先生（茅ヶ崎市立赤羽根中学校）
　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　水谷　友紀（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
⚔　内容
　（⚑）報告
　　　・「思考力・判断力・表現力を育む〜『パフォーマンス評価』による指導と評

価の一体化〜」
　　　　（高槻市教育センターでの講演及びワークショップの報告より）
　　　・「『ありたい姿』を実現する研修に向けて
　　　　〜学校教育からの『逆向き設計』と『パフォーマンス評価の提案」（日産内

の発表より）（三藤）
　（⚒）実践報告・協議
　　　ア　横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校研究発表会報告
　　　　・研究の概要
　　　　・授業実践提案
　　　　・プロジェクトミーティング「我がクラスの合唱曲をアピール」
　　　　　（リーフレットづくりの主役は君だ！）（木村）
　　　　・「みんなの今と未来を語り合おう」時間や場の条件に合わせて話す（増田）
　　　イ　「名作『盆土産』の秘密を探れ！」（中村）
⚕　連絡事項、次回学習会について
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 【第⚔回】
　
⚑　日時　平成⚒⚖年⚑⚒月⚑⚓日（土）　⚑⚓：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　横浜市立南高等学校附属中学校　大会議室
⚓　参加者
　　三藤　㑅樹、小清水　宣雄、青木　弘、木村　信一郎、山内　裕介、竹下　恭子、
　　松田　哲治、中村　慎輔
　　荒井　純一先生（茅ヶ崎市立赤羽根中学校）
　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　大田　誠二（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
⚔　内容
　（⚑）講義「インストラクショナル・デザインを学ぶ　その⚑」（三藤）
　（⚒）実践報告・研究協議
　　　ア　「『伊勢物語』を現代版歌物語（「わたしの伊勢物語」）に書き換える」

（竹下）
　　　イ　「ポスターセッションをする」
　　　　　パネルディスカッション「カナダの生徒に日本を知ってもらうために何を

紹介するのいいか」（山内）
　　　ウ　話すこと聞くこと⚒年「東中図書室利用者倍増改造計画」（中村）
　（⚓）提案「『話すこと・聞くこと』の新しい整理の仕方について」（山内）
⚕　連絡事項、次回学習会について

【第⚕回】（「縹の会」と共催）
　
⚑　日時　平成⚒⚗年⚑月⚑⚗日（土）　⚑⚓：⚓⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　プロミティあつぎ⚘階特別会議室
⚓　参加者　
　　三浦　修一、三藤　㑅樹、小清水　宣雄、青木　弘、木村　信一郎、増田　友昭、
　　髙橋　励、南﨑　徳彦、中村　慎輔
　　荒井　純一先生（茅ヶ崎市立赤羽根中学校）
　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　水谷　友紀（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　「縹の会」より⚑⚒名参加
⚔　内容
　（⚑）講義「要約について」（青木）
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　（⚒）提案「これからの国語科の授業における指導と評価を考えるための提案」
（三藤）

　（⚓）橋本亜弥子先生（「縹の会」）指導案検討「表現を見つめ『ポスターセッシ
ョン』（⚑年）」

　（⚔）実践報告「東中図書室利用者倍増改造計画（⚒年　話すこと・聞くこと）」
（中村）　

　（⚕）講義「中学校国語科の授業改善の課題〜新たな課題に向かって〜」（三浦）
⚕　連絡事項、次回学習会について

【第⚖回】

⚑　日時　平成⚒⚗年⚓月⚗日（土）⚑⚓：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　
⚓　参加者
　　三浦　修一、青木　弘、三藤　㑅樹、竹下　恭子、小清水　宣雄、鈴木　優子、
　　田崎　慎悟、松田　哲治、中村　慎輔
　荒井　純一先生（茅ヶ崎市立赤羽根中学校）
　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　水谷　友紀（株式会社新学社中学事業部編集部）
　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
⚔ 　内容
　（⚑）挨拶
　（⚒）報告「第⚒⚘⚙⚘回　LEMS Leading Edge Management Seminar」（三藤）
　（⚓）提案「今までの教育　これからの教育」（青木）
　（⚔）協議「これからの国語の授業に必要な副教材（ワーク）の在り方」
⚕　連絡事項、次回学習会について

Ⅱ　第⚒年次（平成⚒⚗年度）

【第⚗回】

⚑　日時　平成⚒⚗年⚕月⚙日（土）　⚑⚓：⚓⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　かながわ労働プラザ⚙階特別会議室
⚓　参加者
　　青木　弘、増田　友昭、木村　信一郎、田崎　慎悟、三藤　㑅樹、竹下　恭子、
　　小清水　宣雄、山内　裕介、中村　慎輔、
　　三冨　洋介（三浦市立三崎中学校）
　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部部長代理）
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⚖　研究報告書について
　本研究報告書は、上記⚒年間の研究成果をまとめたものである。
　⚒年間を通じて助言をいただいた髙木展郎先生には本研究会の研究主題である「国語科
における『思考・判断・表現』の評価」について、また三浦修一先生には学校における研
究の実践について、それぞれ理論的な示唆をいただいた。
　また、本研究主題の学校現場における展開として、各メンバーの勤務校での実践をまと
めたもの、さらに、本研究会のメンバーそれぞれが取り組んだ「国語科における『思考・
判断・表現』の評価の研究」の成果として、⚒年間に各メンバーが作成した「プロセス重
視の指導案」等を収録した。

　　大田　誠二（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団）
⚔　内容
　（⚑）挨拶
　（⚒）今年度出席者紹介
　（⚓）平成⚒⚖年度の活動の振り返りと今年度の研究の方向性の確認
　（⚔）講義：学びの質を高める〜未来を創造する教師〜（青木）
　（⚕）報告：教育実習の指導者講習会報告（三藤）
　（⚖）実践報告
　　　ア　「『水の東西』を⚑枚のペーパーにまとめる」
　　　・中学校で身につけさせたいジェネリック・スキル　他（山内）
　（⚗）提案：「平成⚒⚙年度全関東地区中学校国語教育研究協議会　神奈川大会」研

究主題について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村）
　（⚘）検討：第⚘回学習会に向けて、次回の学習会で髙木展郎先生にご講演いただ

く内容の検討
⚕　連絡事項、次回学習会について

【第⚘回】

⚑　日時　平成⚒⚗年⚖月⚖日（土）⚑⚓：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　ヨコハマプラザホテル　⚕階　葵の間
⚓　参加者
　　髙木　展郎、青木　弘、松田　哲治、髙橋　励、南﨑　徳彦、三藤　敏樹、
　　竹下　恭子、木村　信一郎、田崎　慎悟、鈴木　優子、荒井　純一、中村　慎輔
　　佐藤　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　その他、ゲスト参加者（⚒⚐名）
⚔　内容
　（⚒）挨拶
　（⚓）講演「変わる学力、変える授業」（髙木展郎先生）
⚕　連絡事項、次回学習会について

【第⚙回】

⚑　日時　平成⚒⚗年⚘月⚑⚓日（土）　⚑⚐：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　横浜国立大学デザインセンター⚒⚐⚖号室
⚓　参加者
　　髙木　展郎、三浦　修一、青木　弘、三藤　㑅樹、竹下　恭子、小清水　宣雄、
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　　鈴木　優子、荒井　純一、松田　哲治、中村　慎輔
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
⚔ 　内容
　（⚑）挨拶
　（⚒）教育課程の今日的課題〜各学校における学習評価の信頼性・妥当性を高める

ための組織的な取組に向けて〜　平成⚒⚗年度相模原市立中学校教育研究会教育
課程研究部会発表より（三藤）

　（⚓）実践報告
　　　ア　確かめる力を明確にした定期試験
　　　　・⚓年「握手」、⚓年「月の起源を探る」
　　　　・授業を改善するためのチェックシート〜赤羽根中学校校内研資料より〜

（荒井）
　　　イ　⚓年「月の起源を探る」、⚓年「ブックトーク」（中村）
　（⚔）提案：中学校国語科の授業改善の課題：茅ヶ崎市中学校国語科「之会」資料

より（三浦）
　（⚕）講義：学校現場における評価の在り方と実態・問題点について（青木）
　（⚖）講義：「アクティブ・ラーニング」について（髙木展郎先生）
⚕　連絡事項、次回学習会について

【第⚑⚐回】

⚑　日時　平成⚒⚗年⚑⚑月⚒⚘日（土）　⚑⚓：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　横浜市立万騎が原中学校図書室
⚓　参加者
　　松田　哲治、三藤　敏樹、小清水　宣雄、鈴木　優子、木村　信一郎、
　　増田　友昭、竹下　恭子、山内　裕介、南﨑　徳彦、荒井　純一、中村　慎輔
　　土持　知也　先生（愛川町立愛川東中学校）
　　吉川　宏志（株式会社新学社小学事業部編集部課長）
　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部部長代理）
　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
⚔　内容
　（⚑）挨拶　
　（⚒）講義：　学習指導案の作成に向けて（三藤）
　（⚓）提案：これからの国語科の学習評価「論点整理」を踏まえた方向性の検討

（三藤）
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　（⚔）実践報告
　　　ア　話し合いを通して「羅生門」の読み方を考える
　　　　・タブレットを活用した授業研究について〜中間報告〜（山内）
　　　イ　「おくのほそ道」観光パンフレットをつくろう（荒井）
　（⚕）研究協議
　　　　現行の学習指導要領の指導事項を「論点整理」にある学力の三要素に整理を

する『試案』の検討⚑〜「増田　試案」「中村　試案」より
⚕　連絡事項、次回学習会について
⚖　研究のまとめについて（財団佐藤）

【第⚑⚑回】（「縹の会」との合同学習会）

⚑　日時　平成⚒⚘年⚑月⚑⚖日（土）　⚑⚐：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　プロミティあつぎ　⚘階特別会議室
⚓　参加者
　　三浦　修一、青木　弘、三藤　敏樹、小清水　宣雄、木村　信一郎、増田　友昭、
　　田崎　慎悟、山内　裕介、荒井　純一、中村　慎輔
　　土持　知也　先生（愛川町立愛川東中学校）
　　三冨　洋介　先生（三浦市立三崎中学校）
　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　水谷　友紀（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　大田　誠二（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　「縹の会」より、⚑⚖名参加
⚔　内容
　（⚑）挨拶
　（⚒）研究協議
　　　　現行の学習指導要領の指導事項を「論点整理」にある学力の三要素に整理を

する『試案』の検討⚒〜「増田　試案」「中村　試案」より
　（⚓）提案：領域「みること」の可能性を考えるために（三浦）
　（⚔）講義：「教育課程企画特別部会　論点整理」を読み込むと（三浦）
　（⚕）実践報告
　　　ア　複数の新聞記事を関連付けて、これからの社会について考える（山内）
　　　イ　「表現を工夫して書こう」
　　　　　〜ナポレオンの町　愛川町に人を招致しよう〜（土持先生）
　（⚖）講義：これからの国語科が育成すべき資質・能力〜教育課程企画特別部会

　論点整理に学ぶ〜（三藤）
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　（⚗）多様な評価方法で確かに見取る授業づくり　交流する言語活動を通した「読
むこと」の学習におけるパフォーマンス評価（三藤）

　（⚘）模擬授業　「大人になれなかった弟たちに」（青木）
⚕ 　連絡事項、次回学習会について

【第⚑⚒回】

⚑　日時　平成⚒⚘年⚓月⚑⚒日（土）　⚑⚓：⚐⚐〜⚑⚗：⚐⚐
⚒　会場　横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校
⚓　参加者
　　青木　弘、三藤　敏樹、鈴木　優子、田崎　慎悟、山内　裕介、荒井　純一、
　　中村　慎輔
　　土持　知也　先生（愛川町立愛川東中学校）
　　三冨　洋介　先生（三浦市立三崎中学校）
　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　大田　誠二（株式会社新学社中学事業部編集部）
⚔　内容
　（⚑）挨拶
　（⚒）研究協議
　　　　現行の学習指導要領の指導事項を「論点整理」にある学力の三要素に整理を

する『試案』の検討⚒〜「増田　試案」「中村　試案」より
　（⚓）実践報告
　　　ア　「課題の解決に向けて互いの考えを生かし合う〜『故郷』を素材とした話

し合いを設計する〜」（山内）
　　　イ　「心を伝える言葉」（青木）
　（⚔）平成⚒⚘・⚒⚙年度研究テーマについて（三藤）
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Ⅰ．【学習指導要領】と＜児童生徒指導要録＞の変遷

　　学力観の変遷について
⚑．＜明治から太平洋戦争敗戦＞まで
　明治⚕年の学制が発布されて以降は、試験による絶対評価が行われ、それが、明治33年
の小学校令の時期以降、昭和16年の国民学校令が施行されるまで、点数や⚕段階による認
定評価（絶対評価）が行われていた。国民学校令では、平素の状況を総合評定とする「優・
良・可」等の認定評価が行われている。
　　絶対評価：到達度評価・認定評価・個人内評価
　　＜参考＞　絶対評価：認定評価＝評価者の主観による評価（戦前に行われていた）
　　　　　　　到達度評価＝ブルームの評価論による（1960年代後半）
　　　　　　　　　　　　　　目標分析・形成的評価・総括的評価
　　　　　　　個人内評価＝一人ひとりの学習者の能力の伸長

⚒．【昭和22年　学習指導要領（試案）】　 　　
（⚑）教育課程のための手引き、としての指導要領
（⚒）経験主義的な立場（アメリカの教育研究者ｊ・デューイの教育理論に基づく）

　　　【昭和23年　保育要領】

⚓．【昭和26年　学習指導要領（試案）】　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等学校進学率　昭26年45.6％）
（⚑）昭和22年版を踏襲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（⚒）学習活動が総合的に展開されるように
　　・基礎学力論争が昭和25年頃から起こる
　　・朝鮮戦争が起き、特需が発生（経済機構の変化）

　　　　　　　　　　高度経済成長に向けての経済体制への転換　　　　　　　　　　

　　　【昭和31年　幼稚園教育要領（刊行）】
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⚔．【昭和33年　学習指導要領（告示）】　 　　　　
　　　　　　　　　　　　（高等学校進学率　昭31年51.3%・昭38年66.8%）
　　　　　　　　　　　　（大学進学率　昭30年10.1%・昭35年10.3%・昭40年17.0%）
（⚑）教育の科学化
　　①　スプートニクショック＝ソ連有人人工衛星（科学万能時代）
　　②　高度経済成長の始まり
　　　　（東海道新幹線・東名高速道路の開通、東京オリンピック）
　　③　産業構造の変化（重化学工業、自動車産業）
（⚒）改正の方向：「基礎学力の充実」「道徳教育の徹底」「科学技術教育の向上」「教

育の効率化」
（⚓）小・中・高の教育課程に一貫性を持たせ、基礎学力の充実と系統性を強く求める
（⚔）「能力・態度・技能・習慣」を育成すべき学力としている　　　
　　　　　　　　
　　　【昭和39年　幼稚園教育要領（告示）】

⚕．＜昭和23年から36年まで，児童生徒指導要録＞
　それまでの認定評価は、教師の主観的な評価であるとすることから、昭和23年の学籍簿
（昭和24年から指導要録と改名）から、正規分布による相対評価が導入された。この正規
分布による相対評価では、その比率を⚕は⚗％、⚔は24％、⚓は38％、⚒は24％、⚑は⚗％と
するものである。
　この時期に導入された相対評価は、昭和36年の指導要録改訂において、各教科別の評定
として定位した。
　しかし、この相対評価は、教師の主観を排除することに対しては機能したものの、受験
戦争を助長するものであるという批判や、児童生徒の努力が報われないという批判から、
その弊害が指摘されるようになった。

⚖．【昭和43・44年　学習指導要領（告示）】　 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等学校進学率　昭48年89.4%・昭49年90.8％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（大学進学率　昭45年23.6%・昭50年37.8%）
（⚑）教育の現代化（理数科の重視）
　　①　高等学校に理数科の設置　
　　②　「落ちこぼれ」「進度別クラス」
　　③　工業高等専門学校の各県への設置
（⚒）到達度評価の紹介
　　①　B.S.ブルーム，　J.T.ヘスティングス，　G.F.マドゥス『教育評価法ハンドブック：

教科学習の形成的評価と総括的評価』（第一法規、梶田叡一・渋谷憲一・藤田恵
璽訳）昭和48年

　　②　B.ブルーム『学習評価ハンドブック』（第一法規、翻訳：渋谷　憲一・藤田　恵
璽・梶田　叡一）昭和49年

（⚓）教育課程の時間数増加
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　　①　小学校で、集合や関数の導入
　　②　受験競争の激化　偏差値教育への批判　　
　　③　能力別クラス
　　　　　「いい高校、いい大学、いい会社への就職（終身雇用制度）」
　　　　　高等学校入試へ、内申書の重視（テストのみで入試を行わない）の方向性

⚗．＜昭和46年の児童生徒指導要録の改訂＞
　昭和46年の指導要録改訂では「絶対評価を加味した相対評価」を実施し、相対評価とし
ての⚕段階評価の配分比率を正規分布ではなくてもよいとする方針が打ち出された。

 

⚘．【昭和52年　学習指導要領（告示）】　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等学校進学率　昭57年94.3%）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大学進学率　昭55年37.4%・昭60年37.6%）
（⚑）教科内容の精選　ゆとりと充実　個性化・能力主義　　
（⚒）共通一次試験の実施（昭和54年）
（⚓）観点別学習状況の評価の導入（認知面のみでなく、情意面も評価する）
　　①　多様な入試制度
　　　　　昭和60年度　いじめ155066件（小中高）

⚙．＜昭和55年の児童生徒指導要録の改訂＞
　昭和55年の指導要録の改訂では、観点別学習状況の評価が導入され、「関心・態度」が、
評価項目として示された観点の最後に位置付けられた。
　これまで主観的だとして評価項目に載らなかった「関心・態度」が、この時期から評価
項目として取り入れられたことは、注目すべきである。
　しかし、この「関心・態度」の評価は、何を「関心」とし、何を「意欲」とするのかと
いう評価の難しさにより、評価対象として重視されたとは言い難い状況でもあった。
　一般的な関心・意欲と評価における「関心・意欲」が混同された面が強い。

10．【平成元年　幼稚園教育要領（告示）】
（⚑）「主体的な活動を促す」「自分で考え自分で行動する」という表現の取り違え
　　　　　→　集団生活という中での「学び」の再認識
　　【平成元年　学習指導要領（告示）】　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等学校進学率　平⚖年96.5%）
　　　　　　　　　　　　　（大学進学率　平⚒年36.3%・平⚖年43.3％・平⚗年45.2%）
（⚑）心の教育の充実
（⚒）基礎・基本の重視と個性教育の推進

昭和48年のオイルショックによる価値観の転換
欧米先進諸国のまねでない創造性が求められる

第⚓章
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（⚓）自己教育力の育成
（⚔）文化と伝統の尊重と国際理解の推進
（⚕）選択教科：課題学習、表現の能力を高める学習
　　①　小学校で生活科の新設
　　②　指導から支援へ
　　③　体験や経験を重視
　　④　中学校で選択履修幅の拡大
　　⑤　中学校での習熟度に応じた指導
（⚖）観点別学習状況の評価（指導要録の改訂　平成⚓年）
　　「関心・意欲・態度」を評価する（知識の習得のみを評価することからの転換）
　　平成⚖年度　不登校　小15786　中61663

11．＜平成⚓年の児童生徒指導要録の改訂＞
　時代は、学力観の変化を求めていた。そこで、平成元年版の学習指導要領では「新しい
学習観、学力観」と、これまでの学習のあり方と、学力の内容についての転換が求められ
た。
　このことにより、平成⚓年に改訂された指導要録では、観点別学習状況の評価の一番初
めに「関心、意欲、態度」が取り上げられた。これによって、評価規準における「関心、
意欲、態度」の重要性が、明示化された。
　しかし、この「関心、意欲、態度」も評価の方法が難しく、それまでのペーパーテスト
による評価が一般化された中で、この「関心、意欲、態度」をどのように評価するべきか
が，学校教育において大きな問題となった。そこには、評価の客観性という、評価の公正
性と公平性とが大きく関わっている。

12．【平成10年　幼稚園教育要領（告示）】
　　【平成10年　学習指導要領（告示）】　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大学進学率　平10年48.2%）

　［生きる力］とは　変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちに身に付けさせた
い［確かな学力］、［豊かな人間性］、「健康と体力」の⚓つの要素からなる力
　　
　［確かな学力］とは　知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や自分で
課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題解決する資質や能力
等まで含めたもの　

　・自らを律しつつ、他人と共に協調し、他人を思いやる心や感動する心など、豊かな人
間性

　　＝　豊かな人間性
　・たくましく生きるための健康や体力　＝　健康・体力
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（⚑）教育内容の厳選
　　　　　教科内容の繰り返しをやめる（小学校からの重複を含め）
（⚒）総合的な学習の時間の創設（小学校⚓年生から高校まで）
　　①　各教科の内容（指導時数）の⚓割減　＝　その分、総合的な学習の時間の新設
　　②　知識の習得量からの転換　＝　創造的な学びを行う領域
（⚓）中学校外国語を必修教科とする
（⚔）集団に準拠した評価（相対評価）から、
　　　目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）への転換
　　　　一人ひとりの学び手の重視
　　　　一人ひとりの学び手の良さを認める
（⚕）個人内評価の重視

13．＜平成13年の児童生徒指導要録の改訂＞
　平成10年の学習指導要領の改訂に伴い、平成13年⚔月に、指導要録の改善通知が出され
た。この平成10年版の学習指導要領は、平成元年版の学習指導要領の内容を継承するとと
もに、学習指導要領の「⚒　内容」を評価規準とする「目標に準拠した評価（いわゆる絶
対評価）」を位置付けた。
　この「目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）」では、各教科の評価規準の例を平成
14年⚒月に国立教育政策研究所教育課程研究センターから、小学校と中学校それぞれの
「評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料―評価規準，評価方法等の研究
開発（報告）―」が出された。さらに、平成16年⚓月に「評価規準の作成，評価方法の工
夫改善のための参考資料（高等学校）―評価規準，評価方法等の研究開発（報告）―」も
出されている。
　昭和23年から昭和54年に改訂されるまで用いられていた相対評価は、「集団に準拠する
評価」であったのに対し、「目標に準拠した評価」は、「いわゆる絶対評価」とされる。
　この平成13年の指導要録の改訂では、評価の観点を⚔観点（教科によって、観点が多少
異なる）とし、以下のように定めた。
　　　関心・意欲・態度
　　　思考・判断
　　　技能・表現
　　　知識・理解
　国語科の評価規準は、「国語への関心・意欲・態度」「話すこと・聴くこと」「書くこと」
「読むこと」「言語に関する知識・理解・技能」の⚕観点で評価することが求められてい
る。
　そこでは、各観点ごとに目標を設定し、学習者がその目標に対してどれだけ実現できた
かとその実現状況を示すものであり、学習指導要領に示されている各教科の「⚒　内容」
が評価規準となっている。
　そして、指導要録の記載は、小中学校においては、学年末に各学期で行われた評価を総
括し、評定とともに指導要録に記録されることが義務づけられている。

第⚓章
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14．【平成20年　学習指導要領】
（⚑）「知識基盤社会（knowledge-based society）」の時代と「生きる力」
　　　　（中央教育審議会（答申）平成20年⚑月17日　）　
　　　　　平成⚘年（1996年）の中央教育審議会答申「生きる力」の継承。　
　　○　経済協力開発機構（OECD）は、1997年から2003年にかけて、多くの「知識基盤

社会」の時代を担う子どもたちに必要な能力を、「主要能力（キーコンピテンシ
ー）」として定義付けた。

　　　　　主要能力（キーコンピテンシー）は、ＯＥＣＤが2000年から開始したＰＩＳＡ調査の
概念的な枠組みとして定義付けられた。

　　　　　ＰＩＳＡ調査で測っているのは「単なる知識や技能だけではなく、技能や態度
　　　　を含む様々な心理的・社会的なリソースを活用して、特定の文脈の中で複雑な課
　　　　題に対応することができる力」
　　　　具体的には、①　社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する力
　　　　　　　　　　②　多様な社会グループにおける人間関係形成能力
　　　　　　　　　　③　自立的に行動する能力
　　　　という三つのカテゴリーで構成されている。　
（⚒）「学校教育法」が示す学力観（平成19年⚖月27日一部改正）
　　　学校教育法　30条
　　　　②　前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的

な知識及び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するため
に必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取
り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中学校49条・高等学校62条で準用）
（⚓）「学習指導要領　総則」にしめされている「活用」「言語活動」
　　　第⚔　指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項
　　　　⚒　以上のほか，次の事項に配慮するものとする。
　　（⚑）各教科等の指導に当たっては，児童（生徒）の思考力，判断力，表現力等をは

ぐくむ観点から，基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視す
るとともに，言語に対する関心や理解を深め，言語に関する能力の育成を図る上
で必要な言語環境を整え，児童（生徒）の言語活動を充実すること。

（⚔）現在の子どもたちの課題への対応の視点
　　①　改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂
　　②　「生きる力」という理念の共有
　　③　基礎的・基本的な知識・技能の習得
　　④　思考力・判断力・表現力等の育成
　　⑤　確かな学力の確立のために必要な授業時数の確保
　　⑥　学習意欲の向上や学習習慣の確立
　　⑦　豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実
　　　がポイントであり、その中でも、特に、③を基盤とした④、⑥及び⑦が重要と考え

た。
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（⚕）ＰＩＳＡ調査など各種の調査からの、我が国の児童生徒の課題
　　①　思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題、知識・技能を活用する問

題に課題
　　②　読解力で成績分布の分散が拡大しており、その背景には家庭での学習時間などの

学習意欲、学習習慣・生活習慣に課題
　　③　自分への自信の欠如や自らの将来への不安、体力の低下といった課題
（⚖）「思考力・判断力・表現力の育成」の意味
　　　　　　　　　　　　　　（中央教育審議会（答申）平成20年⚑月17日）
　　①　体験から感じ取ったことを表現する　
　　②　事実を正確に理解し伝達する　
　　③　概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする　
　　④　情報を分析・評価し、論述する　
　　⑤　課題について、構想を立て実践し、評価・改善する　
　　⑥　互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる　
　　　○　これらの学習活動の基盤となるものは、数式などを含む広い意味での言語であ

り、その中心となるのは国語である。
　　　　このため、学習指導要領上、各教科の教育内容として、これらの記録、要約、説

明、論述といった学習活動に取り組む必要があることを明示すべきと考える。　
（⚗）新しい学習指導要領における教育内容に関する主な改善事項
　　　　学習指導要領改訂の基本的な考え方を踏まえ、今回の改訂で充実すべき重要事項、
　　　第一は、各教科等における言語活動の充実である。
　　　第二は、科学技術の土台である理数教育の充実である。
　　　第三は、伝統や文化に関する教育の充実である。
　　　第四は、道徳教育の充実である。
　　　第五は、体験活動の充実である。
　　　第六は、小学校段階における外国語活動についてである。
（⚘）「各教科等における言語活動の充実」の意味
　　①　各教科等における言語活動の充実
　　　　ア　社会全体で育成する「国語力」
　　　　　文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成16年⚒月）
　　　　イ　学校の教育活動の中で育成する「国語力」　 →　PISA型「読解力」を中核
　　　　　各教科における言語活動の充実　＝　「国語力」と言ういい方の見直し
　　　　　中央教育審議会「審議のまとめ」（平成19年11月⚗日）
　　　　ウ　「言語力の育成方策について（報告書案）【修正案・反映版】」
　　　　　言語力育成協力者会議　　平成19年⚘月16日
　　　　エ　教科国語で育成する「国語力」
　　②　「言語活動の充実」（中央教育審議会（答申）平成20年⚑月17日p53）
　　　○　各教科等における言語活動の充実は、今回の学習指導要領の改訂において各教

科等を貫く重要な改善の視点である。　

第⚓章
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　　　　　発達の段階に応じて、記録、要約、説明、論述といった言語活動を行う能力を
培う必要がある。　

　　③　PISA型「読解力」
　　　　　　学習指導要領に示されている教科・領域に沈め込まれている考え方
　　　　　　　「受信する→考える→発信する」という一連のプロセス

15．＜平成22年度の児童生徒指導要録の改訂＞
　学校教育法、新学習指導要領において、学力の重要な⚓つの要素を示した。
　○　基礎的・基本的な知識技能
　○　思考力・判断力・表現力等
　○　主体的に学習に取り組む態度（学習意欲）
　観点別学習状況の評価を、以下の⚔つの観点において行う。
　　　　関心・意欲・態度
　　　　思考・判断・表現
　　　　技能
　　　　知識・理解
（⚑）学習評価の基本的な考え方とその見直しの経緯等　
　　○　学習評価は、学習指導要領の目標の実現状況を把握し、指導の改善に生かすもの。
　　○　そのため、学習指導要領の改訂に伴い、その評価の基本的な在り方について検討

を行うとともに、指導要録に記載すべき事項等を文部科学省として提示。
（⚒）学習評価の現状と課題　
　　○　現在の「観点別学習状況の評価」と「目標に準拠した評価」は、小・中学校にお

いて教師に定着してきているが、負担感があるとの声がある。　
　　○　高等学校においては、小・中学校ほど観点別学習状況の評価が定着していない。
（⚓）学習評価の今後の方向性　
　　○　学習指導に係るPDCAサイクルの中で、学習評価を通じ、授業の改善や学校の教

育活動全体の改善を図ることが重要であり、以下の⚓つの考え方を中心に評価を改善。
　　①　きめの細かな指導の充実や児童生徒一人一人の学習の定着を図ることのできる

「目標に準拠した評価」による「観点別学習状況の評価」や「評定」を着実に実施。
（学習評価の在り方の大枠は維持し、深化を図る。）　

　　②　学習評価においても学習指導要領等の改正の趣旨を反映。　
　　③　学校等の創意工夫を生かす現場主義を重視した学習評価の促進。
（⚔）観点別学習状況の評価の在り方　
　　○　学習状況を分析的に見る「評価の観点」については、成績付けのための評価だけ

でなく、指導の改善に生かす評価においても重要な役割。　
　　○　そのため、今回、学習指導要領等で定める「学力の⚓要素」（①基礎的・基本的

な知識・技能、②知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・
表現力等、③主体的に学習に取り組む態度）に合わせ評価の観点の関係を整理。

　　　　概ね、基礎的・基本的な知識・技能は「知識・理解」「技能」において、これら
を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等は「思考・判断・
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表現」において、主体的に学習に取り組む態度は「関心・意欲・態度」においてそ
れぞれ行うことと整理。

（⚕）指導要録の改善　
　　○　指導要録は、指導の過程と結果の要約を記録し、その後の指導と外部に対する証

明等に使用するもの。指導要録においても、学習評価の基本的方向性（学習指導要
領等の改正の趣旨の反映）を踏まえた改善を行うことが必要。　

　　○　具体的には、
　　　・　「関心・意欲・態度」の評価に伴う負担感等について指摘があったことを受け、

評価方法や評価時期等の工夫を推進。（評価の段階を⚓段階から⚒段階とする等
の工夫を行う場合は、都道府県等ごとに一定の統一性を保ちつつ行うことが必要。）

　　　・　小学校「外国語活動」についての評価方法を明示。（教科のような⚓段階評価
でなく、「総合的な学習の時間」と同様に文章記述により評価。）

　　　・　「特別活動」について、学習指導要領の目標を踏まえ、各学校における教育活
動に合わせて評価の観点を定めて評価することを促進。

　　　・　児童生徒の行動の様子を評価する「行動の記録」の基本的な在り方は維持。
　　　設定項目について、各学校がその教育目標に合わせて項目を加えることも適当。
（⚖）高等学校における学習評価の在り方　
　　○　高等学校においても、評価による指導の改善を図るとともに、評価を通じた教育
　　　の質の保障を図るため、観点別学習状況の評価を推進していくことが必要。　
　　○　一方、各学校の生徒の特性、進路等が多様であることへの配慮も必要。
（⚗）障害のある児童生徒に係る学習評価の在り方　
　　○　障害のある児童生徒に係る学習評価の在り方は、障害のない児童生徒に対する学

習評価の在り方と基本的に変わりがないが、学習評価に当たっては、児童生徒の障
害の状態等を十分理解しつつ、様々な方法を用いて、一人一人の学習状況を一層丁
寧に把握することが必要。　

　　○　また、学習指導要領の改訂の主な改善事項を踏まえ、個別の指導計画に基づいて
行われた学習状況や学習の結果の評価を実施することなどが必要。

（⚘）学習評価に係る学校における組織的な取組と国や教育委員会等の支援による効果
的・効率的な学習評価の推進　

　　○　学校、設置者、都道府県、国は、学習評価におけるそれぞれの役割を果たし、教
師の負担感の軽減を図りつつ、評価の妥当性・信頼性等を高めていくことが必要。

　　　①　学校・設置者においては、学習評価に関する規準や方法の一層の共有や教師の
力量の向上を図るなど組織的に学習評価に取り組むことが重要。

　　　　　また、児童生徒や保護者に対しては、評価結果の説明を充実。　
　　　②　国・都道府県等において、学習評価に関する研究を進め、参考となる評価の観

点等を示すとともに、学習評価に係る具体的な事例を収集・提示。　
　　○　その際、情報通信技術を活用し、学校や同一地域で評価関係資料を共有したり、

指導要録の電子化を進めることにより事務の改善を推進することも重要。
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Ⅱ．これからの時代が求める授業

⚑．教育は未来を創るもの
（⚑）原体験主義的教育論の排除
　　①　授業改善の方向
　　　　　「分からない」「知らない」ことを学校で学ぶ
　　②　知識習得型授業からの転換
（⚒）教育状況の変化における学力観の転換
　　①　知識の習得と再生　から　思考力・判断力・表現力　の時代へ
　　②　「考える」こと、コミュニケーション活動を通した学力の育成
　　　　　＝ことばを用いた活動の充実　→「各教科等における言語活動の充実」

⚒．実社会が求める学力　
（⚑）「新規採用（2013年⚔月入社対象）に関するアンケート調査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社）日本経済団体連合会　2014年⚑月⚙日

（⚒）「ビジネス・コミュニケーション調査」結果　平成24年⚖月〜⚗月調査
　　⚔．社員には、どのようなコミュニケーション能力の向上を求めていますか。（⚓つ

以内） 
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（⚓）全国学力学習状況調査
　「全国学力学習状況調査」は、あくまで「調査」であり、「学力テスト」ではない。

⚓．学力としての思考力・判断力・表現力の育成
（⚑）「学習指導要領　総則」にしめされている「活用」「言語活動」
　　第⚔　指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項（小p16，中p18）
　　（高等学校　第⚕款　p22）
　　　　以上のほか、次の事項に配慮するものとする。
　　（⚑）各教科等の指導に当たっては，児童（生徒）の思考力，判断力，表現力等をは

ぐくむ観点から，基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視す
るとともに，言語に対する関心や理解を深め，言語に関する能力の育成を図る上
で必要な言語環境を整え，児童（生徒）の言語活動を充実すること。

（⚒）「思考力・判断力・表現力の育成」の意味
　　　　　　　　　　　　　　　（中央教育審議会（答申）平成20年⚑月17日p24）

　　○　⚓．で示した子どもたちの学力に関する各種の調査の結果は，いずれも知識・技
能の活用など思考力・判断力・表現力等に課題があることを示している。今回の改
訂においては，各学校で子どもたちの思考力・判断力・表現力等を確実にはぐくむ
ために，まず，各教科の指導の中で，基礎的・基本的な知識・技能の習得とともに，
観察・実験やレポートの作成，論述といったそれぞれの教科の知識・技能を活用す
る学習活動を充実させることを重視する必要がある。各教科におけるこのような取
組があってこそ総合的な学習の時間における教科等を横断した課題解決的な学習や
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％回答数【新入社員】
⚙⚐％⚑⚐⚙①　的確に説明・報告する能力
　⚘⚓％⚑⚐⚐②　人の話をしっかり聞き取る能力
　⚓⚑％⚓⚘③　適切な敬語を使う能力
　⚒⚖％⚓⚑④　問題解決能力
　⚒⚕％⚓⚐⑤　顧客のニーズを聞き取る能力
　⚑⚔％⚑⚗⑥　プレゼンテーション能力
　⚗％⚙⑦　企画力・発想力
　⚖％⚗⑧　折衝や交渉する能力
　⚑％⚑⑨　クレーム対応能力
　⚑％⚑⑩　会議を進める能力

（財）ＮＨＫ放送研修センター日本語センター

【中学校】【小学校】

数学B数学A国語B国語A年度/科目算数B算数A国語B国語A年度/科目

⚖⚑.⚒⚗⚒.⚘⚗⚒.⚐⚘⚒.⚒⚒⚐⚐⚗　⚖⚓.⚖　⚘⚒.⚑　⚖⚓.⚐　⚘⚑.⚗⚒⚐⚐⚗
⚕⚐.⚐⚖⚓.⚙⚖⚑.⚕⚗⚔.⚑⚒⚐⚐⚘　⚕⚑.⚘　⚗⚒.⚓　⚕⚐.⚗　⚖⚕.⚖⚒⚐⚐⚘
⚕⚗.⚖⚖⚓.⚔⚗⚕.⚐⚗⚗.⚔⚒⚐⚐⚙⚕⚕.⚐　⚗⚘.⚘　⚕⚐.⚗　⚗⚐.⚑⚒⚐⚐⚙
⚔⚕.⚒⚖⚖.⚑⚖⚖.⚕⚗⚖.⚑⚒⚐⚑⚐⚔⚙.⚖⚗⚔.⚔⚗⚘.⚐⚘⚓.⚕⚒⚐⚑⚐

⚒⚐⚑⚑⚒⚐⚑⚑
⚕⚑.⚑⚖⚓.⚖⚖⚔.⚒⚗⚖.⚑⚒⚐⚑⚒⚕⚙.⚒⚗⚓.⚕⚕⚕.⚘⚘⚑.⚗⚒⚐⚑⚒
⚔⚑.⚕⚖⚓.⚗⚖⚗.⚔⚗⚖.⚔⚒⚐⚑⚓⚕⚘.⚔⚗⚗.⚒⚔⚙.⚔⚖⚒.⚗⚒⚐⚑⚓
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探究的な活動も充実するし，各教科の知識・技能の確実な定着にも結び付く。この
ように，各教科での習得や活用と総合的な学習の時間を中心とした探究は，決して
一つの方向で進むだけではなく，例えば，知識・技能の活用や探究がその習得を促
進するなど，相互に関連し合って力を伸ばしていくものである。　

　　○　現在の各教科の内容、ＰＩＳＡ調査の読解力や数学的リテラシー，科学的リテラシ
ーの評価の枠組みなどを参考にしつつ，言語に関する専門家などの知見も得て検討
した結果，知識・技能の活用など思考力・判断力・表現力等をはぐくむためには，
例えば，以下のような学習活動が重要であると考えた。このような活動を各教科に
おいて行うことが，思考力・判断力・表現力等の育成にとって不可欠である。　

　　　①　体験から感じ取ったことを表現する　
　　　②　事実を正確に理解し伝達する　
　　　③　概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用したりする　
　　　④　情報を分析・評価し，論述する　
　　　⑤　課題について，構想を立て実践し，評価・改善する　
　　　⑥　互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させる　
　　○　これらの学習活動の基盤となるものは，数式などを含む広い意味での言語であり，

その中心となるのは国語である。しかし，だからといってすべてが国語科の役割と
いうものではない。それぞれに例示した具体の学習活動から分かるとおり，理科の
観察・実験レポートや社会科の社会見学レポートの作成や推敲，発表・討論などす
べての教科で取り組まれるべきものであり，そのことによって子どもたちの言語に
関する能力は高められ，思考力・判断力・表現力等の育成が効果的に図られる。　

　　　　このため，学習指導要領上，各教科の教育内容として，これらの記録，要約，説
明，論述といった学習活動に取り組む必要があることを明示すべきと考える。　

　　○　思考力・判断力・表現力等の基盤となる言語の能力の育成に当たっても，発達の
　　　段階に応じた指導が重要である。幼児期から小・中・高等学校へと発達の段階が上
　　　がるにつれて，具体と抽象，感覚と論理，事実と意見，基礎と応用，習得と活用と
　　　探究など，認識や実践ができるものが変化してくる。　
　　　　このため，小学校の低・中学年の国語科において，音読や漢字の読み書き，暗唱

などにより基本的な国語の力を定着させるとともに，古典の暗唱などにより，言葉
の美しさやリズムを体感させた上で，小・中・高等学校を通じ，国語科のみならず
各教科等において，記録，要約，説明，論述といった言語活動を発達の段階に応じ
て行うことが重要である。

（⚓）「各教科等における言語活動の充実」の内容
　　　　　　　　　　　　　　　（中央教育審議会（答申）平成20年⚑月17日p53）

　　○　各教科等における言語活動の充実は，今回の学習指導要領の改訂において各教科
等を貫く重要な改善の視点である。　

　　　　それぞれの教科等で具体的にどのような言語活動に取り組むかは⚘．で示してい
るが，国語をはじめとする言語は，知的活動（論理や思考）だけではなく，⚕．（⚗）
の第一で示したとおり，コミュニケーションや感性・情緒の基盤でもある。　
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　　　　このため，国語科において，これらの言語の果たす役割に応じ，的確に理解し，
論理的に思考し表現する能力，互いの立場や考えを尊重して伝え合う能力を育成す
ることや我が国の言語文化に触れて感性や情緒をはぐくむことを重視する。具体的
には，特に小学校の低・中学年において，漢字の読み書き，音読や暗唱，対話、発
表などにより基本的な国語の力を定着させる。また，古典の暗唱などにより言葉の
美しさやリズムを体感させるとともに，発達の段階に応じて，記録，要約，説明，
論述といった言語活動を行う能力を培う必要がある。　

　　○　各教科等においては，このような国語科で培った能力を基本に，知的活動の基盤
という言語の役割の観点からは，例えば，　

　　　　・　観察・実験や社会見学のレポートにおいて，視点を明確にして，観察したり
見学したりした事象の差異点や共通点をとらえて記録・報告する（理科，社会
等）　

　　　　・　比較や分類，関連付けといった考えるための技法，帰納的な考え方や演繹的
な考え方などを活用して説明する（算数・数学，理科等）　

　　　　・　仮説を立てて観察・実験を行い，その結果を評価し，まとめて表現する（理
科等）

　　　など，それぞれの教科等の知識・技能を活用する学習活動を充実することが重要で
ある。　

　　　　また，コミュニケーションや感性・情緒の基盤という言語の役割に関しては，例
えば，

　　　　・　体験から感じ取ったことを言葉や歌，絵，身体などを使って表現する（音楽，
図画工作，美術，体育等）

　　　　・　体験活動を振り返り，そこから学んだことを記述する（生活，特別活動等）
　　　　・　合唱や合奏，球技やダンスなどの集団的活動や身体表現などを通じて他者と

伝え合ったり，共感したりする（音楽，体育等）　
　　　　・　体験したことや調べたことをまとめ，発表し合う（家庭，技術・家庭，特別

活動，総合的な学習の時間等）　
　　　　・　討論・討議などにより意見の異なる人を説得したり，協同的に議論して集団

としての意見をまとめたりする（道徳，特別活動等）　
　　　　　などを重視する必要がある。　
　　○　⚕．（⚒）でも述べたとおり，各教科等におけるこのような言語活動の充実に当た

っては，特に教科担任制の中・高等学校の国語科以外の教師が，その必要性を十分
に理解することが重要である。そのためには，学校が各教科等の指導計画にこれら
の言語活動を位置付け，各教科等の授業の構成や進め方自体を改善する必要がある。
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⚔．「各教科等における言語活動の充実」の意味
　田中孝一「言語活動の充実と教育改革」内外教育平成25年⚑月29日（当時、文部科学省
初等中等教育局主任視学官）
（⚑）言語活動の充実の本質
　　①　言語活動は各教科などのねらい、目標などを実現するための手立てとして設定さ

れる。
　　②　言語活動は児童生徒の学習活動として設定される。
　　③　言語活動は指導者により意図的・計画的に設定される。
　　④　言語活動は、今までにも、各教科などにおいて重要な学習活動として取り入られ

てきた。
（⚒）言語活動と授業
　　①　授業において設定する言語活動は、その授業のねらいや目標を実現するための手

立てとして最も効果的な言語活動であることが求められる。また、授業の学習評価
は、ねらいや目標に準拠して行われるので、手立てとしての言語活動自体が学習評
価の対象となることはない。

　　②　児童生徒の学習活動には、例えば、理科における観察、実験なども含めて、さま
ざまなものがある。言語活動はその中の一つである。授業では、その教科などの特
質に沿い、さまざまの学習活動が設定されるが、新教育課程では、言語活動を各教
科などを通じて重要な学習活動として位置付けている。

　　③　授業は授業担当者である指導者の責任で計画、実施される。従って、言語活動も、
その授業で展開されるさまざまな学習活動の一環として、ねらいや目標実現のため
最もふさわしいものを、児童生徒の実態や年間指導計画などを踏まえつつ、指導者
が意図的かつ計画的に設定する。

　　④　言語活動は、新教育課程において初めて導入されたものではない。学習指導要領
では、既に昭和33（1958）年版、43（68）年版（小学校）において、「活動」「言語
活動」の用語を用いて、新学習指導要領と同様の記述がある。また、当然のことな
がら、授業や学習は、どの教科などであれ、言語活動を伴わなければ成立しないし、
実際に、言語活動を伴って行われてきている。新教育課程では、その言語活動を従
前以上に意図的・計画的に採り入れて、自覚的に授業改善することを目指している。
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Ⅲ．学習評価と授業
　　「指導と評価の一体化」を図る授業づくり

⚑．「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」平成22年⚓月24日
　　　　　　　　　　　　　　　　中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程部会
⚒ ．学習評価の基本的な考え方とその見直しの経緯等について
（⚑）　 学習評価の基本的な考え方とその見直しの経緯
　○　教育基本法第⚑条は，教育の目的を「人格の完成を目指し，平和で民主的な国家及
び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成」と規定して
いる。この教育基本法に定める教育の目的や目標，学校教育法に定める各学校段階の
目的や目標の実現を図るため，各学校が編成する教育課程の基準である学習指導要領
が定められている。

　○　学習評価は，学校における教育活動に関し，子どもたちの学習状況を評価するもの
である。現在，各教科については，学習状況を分析的にとらえる観点別学習状況の評
価と総括的にとらえる評定とを，学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実
施することが明確にされている。学習評価には，このような目標に準拠した評価のほ
か，学級・学年など集団の中での相対的な位置付けに関する集団に準拠した評価や，
観点別学習状況の評価や評定には示しきれない子どもたち一人一人のよい点や可能性，
進歩の状況について評価する個人内評価がある。

　　　学習評価を行うに当たっては，子どもたち一人一人に学習指導要領の内容が確実に
定着するよう，学習指導の改善につなげていくことが重要である。

　○　また，各学校は，学習指導要領等に従い，地域や学校の実態等を考慮して適切な教
育課程を編成し，学習指導と学習評価を実施する役割を担っている。一方，学校を設
置する教育委員会等は，学校の管理運営に関する基本的事項を定める役割を担ってお
り，指導要録の様式等学習評価に係る基本的事項について定めることとされている。

　○　昭和⚕⚒年に小・中学校については，基礎的・基本的な事項を確実に身に付けられる
よう教育内容を精選し，知・徳・体の調和のとれた発達を目指して，学習指導要領が
改訂された。この改訂に伴う指導要録の見直しにおいて，各教科の学習の記録につい
て集団に準拠して評価する評定を引き続き実施しつつ，併せて目標に準拠して観点別
学習状況の評価を実施することが明確にされた。

　○　その後，社会の変化に対応し主体的に生きていくことができる資質や能力の育成を
重視した平成元年の学習指導要領の改訂に伴う指導要録の見直しにおいては，各教科
の学習の記録について，目標に準拠して実施する観点別学習状況の評価を基本としつ
つ，集団に準拠して評価する評定を併用することとされた。

　○　さらに，平成元年の学習指導要領の改訂の趣旨を更に発展させ，変化の激しい時代
を担う子どもたちに必要な「生きる力」をはぐくむことを目指して，平成⚑⚐年に学習
指導要領が改訂された。この改訂に伴う指導要録の見直しにおいては，評定について
も目標に準拠した評価として実施することが適当であるとされた。

　○　なお，児童生徒の学習状況を評価するに当たっては，観点別学習状況の評価や評定
には十分示しきれない，児童生徒一人一人のよい点や可能性，進歩の状況等について
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も評価し，このような個人内評価を積極的に児童生徒に伝えることが重要である。
　　　個人内評価は，現在の指導要録においては，「総合所見及び指導上参考となる諸事
項」において記入することとされている。（p⚓〜p⚔）

（⚒）新しい学習指導要領等の理念と改善事項
　○　平成⚒⚐年⚑月⚑⚗日中央教育審議会答申及びそれを踏まえて改訂された学習指導要領
においては，「知識基盤社会」の時代において次代を担う子どもたちに必要な「生きる
力」をはぐくむことが引き続き重要であることが明確にされた。

　○　また，改正教育基本法では，学校教育で自ら進んで学習に取り組む意欲を高めるこ
とを重視することが明示されるとともに，学校教育法及び学習指導要領の総則におい
ては，

　　①　基礎的・基本的な知識・技能
　　②　知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等
　　③　主体的に学習に取り組む態度
　　を育成することが示された。（p⚗）

⚓ ．学習評価の今後の方向性について
（⚑）学習評価の意義と学習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性
　○　学習評価は，児童生徒が学習指導要領の示す目標に照らしてその実現状況を見るこ
とが求められるものである。学習指導要領は，各学校において編成される教育課程の
基準として，すべての児童生徒に対して指導すべき内容を示したものであり，指導の
面から全国的な教育水準の維持向上を保障するものであるのに対し，学習評価は，児
童生徒の学習状況を検証し，結果の面から教育水準の維持向上を保障する機能を有す
るものと言える。

（学習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性）
　○　また，従前指導と評価の一体化が推進されてきたところであり，今後とも，各学校
における学習評価は，学習指導の改善や学校における教育課程全体の改善に向けた取
組と効果的に結び付け，学習指導に係るＰＤＣＡサイクルの中で適切に実施されること
が重要である。

　○　すなわち，教師や学校にとっては，
　　①　学校における教育課程の編成や，それに基づいた各教科等の学習指導の目標や内

容のほか，評価規準や評価方法等，評価の計画も含めた指導計画や指導案の組織的
な作成

　　②　指導計画を踏まえた教育活動の実施
　　③　児童生徒の学習状況の評価，それを踏まえた授業や指導計画等の評価
　　④　評価を踏まえた授業改善や個に応じた指導の充実、指導計画等の改善
　　といった，Plan（①），Do（②），Check（③），Action（④）のＰＤＣＡサイクルを確立

することが重要である。
　　　このようなＰＤＣＡサイクルは，日常の授業，単元等の指導，学校における教育活動
全体等の様々な段階で繰り返されながら展開されるものである。学習評価を通じて，
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教師が授業の中で児童生徒の反応を見ながら学習指導の在り方を見直したり，一連の
授業の中で個に応じた指導を図る時間を設けたりすることや，学校における教育活動
を組織として改善したりしていくこと等が求められる。（p⚑⚑）

　○　なお，児童生徒が行う自己評価や相互評価は，児童生徒の学習活動であり，教師が
行う評価活動ではないが，児童生徒が自身のよい点や可能性について気付くことを通
じ，主体的に学ぶ意欲を高めること等学習の在り方を改善していくことに役立つこと
から，積極的に取り組んでいくことも重要である。

　　　また，児童生徒の自己評価を学校評価においても反映し，学校運営の改善につなげ
ていくことも考えられる。（p⚑⚒）

（⚒）今回の学習評価の改善に係る基本的な考え方
　（学力の重要な要素を示した新しい学習指導要領等の趣旨の反映）
　○　また，学校教育法の一部改正を受けて改訂された新しい学習指導要領の総則におい
ては，「生きる力」を支える「確かな学力」，「豊かな心」，「健やかな体」の調和が重視
されるとともに，学校教育を行うに当たり「基礎的・基本的な知識及び技能を確実に
習得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力そ
の他の能力をはぐくむとともに，主体的に学習に取り組む態度を養う」ことに努めな
ければならないことが示された。

　　　ここに明らかなように，平成⚑⚐年・⚑⚑年改訂の学習指導要領においても，改正教育
基本法や学校教育法の一部改正を受けて改訂された新しい学習指導要領においても，
教育の基本理念や育成すべき学力について大きな変化はない。このことを踏まえ，新
しい学習指導要領の下における評価の観点を示すに当たっては，従来の評価の⚔観点
の枠組みを基盤としつつ，基礎的・基本的な知識・技能の習得とこれらを活用する思
考力・判断力・表現力等をいわば車の両輪として相互に関連させながら伸ばしていく
とともに，学習意欲の向上を図るという改訂の趣旨を反映し，学習指導と学習評価の
一体化を更に進めていくため，学力の⚓つの要素を踏まえて評価の観点を整理するこ
とが適当である。（p⚑⚒〜⚑⚓）

⚔ ．観点別学習状況の評価の在り方について
　○　観点別学習状況の評価は，指導要録に記録するためだけでなく，きめの細かい学習
指導と児童生徒一人一人の学習内容の確実な定着を図るため，日常の授業においても
適切に実施されるべきものである。

　　　そこで，新しい学習指導要領の趣旨に沿って学校における学習評価を進めていく際
の評価の観点に関する考え方を整理する。

（⚑）学校教育法や学習指導要領の趣旨を踏まえた，評価の観点に関する考え方の整理
　○　新しい学習指導要領においても「生きる力」の理念を引き継いでいること等をかん
がみれば，現在の評価の観点を大きく見直す必要はない。一方で，基礎的・基本的な
知識・技能の習得とこれらを活用する思考力・判断力・表現力等をいわば車の両輪と
して相互に関連させながら伸ばしていくとともに，学習意欲の向上を図るという改訂
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の趣旨を反映し，学習指導と学習評価の一体化を更に進めていくため，学力の⚓つの
要素を踏まえて評価の観点に関する考え方を整理することとする。

　○　現在の評価の⚔観点と学力の⚓つの要素との関係では，教科によって違いはあるも
のの，「知識・理解」及び「技能・表現」が基礎的・基本的な知識・技能を，「思考・
判断」が知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力
等を，「関心・意欲・態度」が主体的に学習に取り組む態度を，それぞれ踏まえている
ものとしておおむね整理ができると考えられる。

　○　新しい学習指導要領においては，思考力・判断力・表現力等を育成するため，基礎
的・基本的な知識・技能を活用する学習活動を重視するとともに，論理や思考等の基
盤である言語の果たす役割を踏まえ，言語活動を充実することとしている。これらの
能力を適切に評価し，一層育成していくため、各教科の内容等に即して思考・判断し
たことを，その内容を表現する活動と一体的に評価する観点（以下「思考・判断・表
現」という。）を設定することが適当である。

　○　以上を踏まえ，新しい学習指導要領の下における評価の観点について，基本的には，
基礎的・基本的な知識・技能については「知識・理解」や後述する「技能」において，
それらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等については
「思考・判断・表現」において，主体的に学習に取り組む態度については「関心・意
欲・態度」においてそれぞれ評価を行うこととして整理する。（p⚑⚔）

（⚒）「知識・理解」及び「技能」の評価に関する考え方
　○　「知識・理解」は，各教科において習得すべき知識や重要な概念等を児童生徒が理
解しているかどうかを評価するものである。新しい学習指導要領の下においても，従
来の「知識・理解」の趣旨を踏まえた評価を引き続き行うことが重要である。

　○　今回，「技能・表現」に替えて示す「技能」は，各教科において習得すべき技能を児
童生徒が身に付けているかどうかを評価するものである。教科によって違いはあるも
のの，基本的には，現在の「技能・表現」で評価している内容は引き続き「技能」で
評価することが適当である。すなわち，算数・数学において式やグラフに表すことや
理科において観察・実験の過程や結果を的確に記録し整理すること等については，現
在「技能・表現」において評価を行っているが，同様の評価は今後「技能」において
行っていくこととなる。

　　　なお，今回，各教科の内容等に即して思考・判断したことを，その内容を表現する
活動と一体的に評価する観点として「思考・判断・表現」を設定することから，当該
観点における「表現」との混同を避けるため，評価の観点の名称を「技能・表現」か
ら「技能」に改めることとしている。（p⚑⚕）

（⚓）「思考・判断・表現」の評価に関する考え方
　○　「思考・判断・表現」は，それぞれの教科の知識・技能を活用して課題を解決する
こと等のために必要な思考力・判断力・表現力等を児童生徒が身に付けているかどう
かを評価するものである。学習指導要領等に示された思考力・判断力・表現力等は，
学校教育においてはぐくむ能力を一般的に示したものであり，そのような能力を育成
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するという目標の下，各教科の内容等に基づき，具体的な学習評価を行うための評価
の観点が「思考・判断・表現」である。

　○　「思考・判断・表現」として，従来の「思考・判断」に「表現」を加えて示した趣
旨は，この観点に係る学習評価を言語活動を中心とした表現に係る活動や児童生徒の
作品等と一体的に行うことを明確にするものである。このため，この観点を評価する
に当たっては，単に文章，表や図に整理して記録するという表面的な現象を評価する
ものではなく，例えば、自ら取り組む課題を多面的に考察しているか，観察・実験の
分析や解釈を通じ規則性を見いだしているかなど，基礎的・基本的な知識・技能を活
用しつつ，各教科の内容等に即して思考・判断したことを，記録，要約，説明，論述，
討論といった言語活動等を通じて評価するものであることに留意する必要がある。

　○　このように，「思考・判断・表現」の評価に当たっては，それぞれの教科の知識・技
能を活用する，論述，発表や討論，観察・実験とレポートの作成といった新しい学習
指導要領において充実が求められている学習活動を積極的に取り入れ，学習指導の目
標に照らして実現状況を評価する必要がある。

　　　「思考・判断・表現」の評価については，全国学力・学習状況調査の「主として
『活用』に関する問題」を参考にして作成した適切な問題を用いて評価を行うことも
有益である。ただし，「思考・判断・表現」の評価は，そのような問題を一定の制限時
間内に解決し，記述できるかどうかのみを評価するものではないことに留意し，様々
な評価方法を採り入れることが重要である。

　○　また，この観点については，指導後の児童生徒の状況を記録するための評価を行う
に当たっては，思考・判断の結果だけではなく，その過程を含め評価することが特に
重要であることに留意する必要がある。

　○　なお，評価の観点である「思考・判断・表現」の「表現」は，基礎的・基本的な知
識・技能を活用する学習活動等において思考・判断したことと，その内容を表現する
活動とを一体的に評価することを示すものである。これは，例えば，学習指導要領の
音楽，図画工作，美術の各教科において示す領域の一つであり，歌唱，器楽，絵，デ
ザイン等の指導の内容を示す「表現」とは異なるものである。（p⚑⚕〜⚑⚖）

（⚔）「関心・意欲・態度」の評価に関する考え方

　○　改正教育基本法においては，学校教育において自ら進んで学習に取り組む意欲を高
めることを重視することが示されるとともに，学校教育法及び学習指導要領の改正等
により，主体的に学習に取り組む態度が学力の⚓つの要素の⚑つとして示されている。
また，我が国の児童生徒の学習意欲について課題がある状況を踏まえると，学習評価
において，児童生徒が意欲的に取り組めるような授業構成と継続的な授業改善を教師
に促していくことの重要性は高い。さらに，主体的に学習に取り組む態度は，それを
はぐくむことが基礎的・基本的な知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力等の育
成につながるとともに，基礎的・基本的な知識・技能の習得や思考力・判断力・表現
力等の育成が当該教科の学習に対する積極的な態度につながっていくなど，他の観点
に係る資質や能力の定着に密接に関係する重要な要素でもある。

　　　これらのことを踏まえれば，「関心・意欲・態度」について学習評価を行い，それを
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はぐくんでいくことは引き続き重要である。
　○　「関心・意欲・態度」は，各教科が対象としている学習内容に関心をもち，自ら課
題に取り組もうとする意欲や態度を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するも
のである。

　　　評価に当たっては，各教科が対象としている学習内容に対する児童生徒の取組状況
を通じて評価することを基本とし，他の観点と同様，目標に照らして「おおむね満足
できる」状況にあるかどうかの評価を中心とすることが適当である。

　○　具体的な評価方法としては，授業や面談における発言や行動等を観察するほか，ワ
ークシートやレポートの作成，発表といった学習活動を通して評価することが考えら
れる。その際，授業中の挙手や発言の回数といった表面的な状況のみに着目すること
にならないよう留意する必要がある。

　○　各教科が対象としている学習内容に関心をもち，自ら課題に取り組もうとする意欲
や態度をはぐくむことは，他の観点に係る資質や能力の定着に密接に関係するもので
ある。教師の指導により，学習意欲の向上はみられたものの，その他の観点について
目標の実現に至っていない場合は，学習指導の一層の充実を図ることが重要である。
その際，個人内評価を積極的に活用し児童生徒の学習を励ますことも有効である。
（p⚑⚖〜⚑⚗）

（⚕）観点別学習状況の評価を円滑に実施するに当たっての留意事項
　（評価時期）
　○　授業改善のための評価は日常的に行われることが重要である。一方で，指導後の児
童生徒の状況を記録するための評価を行う際には，単元等ある程度長い区切りの中で
適切に設定した時期において「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価す
ることが求められる。

　　　「関心・意欲・態度」については，表面的な状況のみに着目することにならないよ
う留意するとともに，教科の特性や学習指導の内容等も踏まえつつ，ある程度長い区
切りの中で適切な頻度で「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価するな
どの工夫を行うことも重要である。

⚕．学習評価に係る学校における組織的な取組と国や教育委員会等の支援による効果的・
　効率的な学習評価の推進
　○　各学校で学習評価を効果的・効率的に推進し，学習評価の妥当性，信頼性等の向上
を図るとともに，教師の負担感を軽減するためには，学校における組織的な取組を進
めていくとともに，国や教育委員会等による支援を充実することが重要である。

（⚑）学校や設置者における組織的な取組
　（学校における組織的な取組と教師の役割）
　○　学校や教師は，国や教育委員会等が示す評価の観点とその趣旨，評価規準，具体的
な事例等を踏まえつつ，具体的な学習指導の目標や内容，使用する教材に合わせて評
価規準等を設定するとともに，児童生徒の学習評価やそれを踏まえた学習指導の改善
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等を実践する役割を担っている。このため，学校や教師は，評価の実施者として，個
々の児童生徒の学習評価に関する妥当性，信頼性等を高め説明責任を果たすとともに，
児童生徒や保護者との間で必要な情報の共有を進め，教育の効果の増進を図ることが
重要である。

　○　各学校においては，各年度の学校全体の指導目標などを校長が中心となって作成す
るなど，学習指導における組織的な取組がなされている。学習評価についても同様に，
例えば，小学校にあっては各学年において，中学校や高等学校にあっては各教科にお
いて，評価規準や評価方法等を明確にすること，評価結果について教師同士で検討す
ること，実践事例を着実に継承していくこと，授業研究等を通じ教師一人一人の力量
の向上を図ること等に，校長のリーダーシップの下で，学校として組織的・計画的に
取り組むことが必要である。このような組織的な取組が定着していくことにより，学
習評価の妥当性，信頼性等の向上や，教師の負担感の軽減につながるものと考えられ
る。（p⚓⚔）

　（保護者の理解の促進等）
　○　学習評価に関する信頼を確保するためには，各学校等において，評価規準など評価
に関する仕組みについて事前に説明したり，評価結果の説明を充実したりするなどし
て，評価に関する情報をより積極的に提供し保護者や児童生徒の理解を進めることが
重要である。

　○　特に，通信簿は，学校から保護者に児童生徒の学習状況を伝えるとともに，今後の
指導方針を共有する上で重要な役割を果たしている。通信簿の扱いや様式は各学校の
判断で定めるものであり，通信簿が児童生徒の学習の過程や成果，一人一人の進歩の
状況などを適切に示し，その後の学習を支援することに役立てられるものとなること
が重要である。このため，通信簿は，学校から児童生徒の学習状況を伝えることに加
え，保護者や児童生徒の考えも伝えられるものとするなど，情報を共有する手段とし
て記載内容や記載方法，様式などを改善充実することが求められる。

　○　また，評価に関する情報を積極的に提供する具体的な方途としては，例えば，総合
的な学習の時間等において導入している例が見られるポートフォリオ等を活用してよ
り丁寧な情報提供を行うことも考えられる。

　○　このように，各学校から保護者に対し丁寧な情報提供が行われることにより，保護
者が児童生徒の学習状況を把握し，家庭学習の充実につながることも期待される。

　○　目標に準拠した評価の妥当性，信頼性等を確保していくためには，学校における組
織的な取組の充実や，保護者の理解の促進を更に図っていくことが重要である。

　　　その際，評定等の学習評価の結果について，学年等を単位として，結果として段階
ごとにどのような割合になったかを公表することも考えられるが，あらかじめ割合を
定め，それに児童生徒を割り振るものではあってはならないのは，目標に準拠した評
価の趣旨からみて当然のことである。（p⚓⚔〜⚓⚕）
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⚖ ．観点別学習状況の評価の記載の仕方
　【評価規準の作成のための参考資料，評価方法等の工夫改善のための参考資料】
　国立教育政策研究所教育課程研究センター
　http：//www.nier.go.jp/kaihatsu/ shidousiryou.html

　　＜伝統的な言語文化＞

 

言語に関する知識・理解・技能話す・聞く能力国語への関心・意欲・態度

文末「〜している」文末「〜している」文末　「〜しようとしている」

言語に関する知識・理解・技能書く能力国語への関心・意欲・態度

言語に関する知識・理解・技能読む能力国語への関心・意欲・態度

言語に関する知識・理解・技能国語への関心・意欲・態度

文末「〜している」文末「〜しようとしている」

＜領域・事項＞
国語

評価の観点
国語 いわゆる 4観点

国語への関心・意欲・態度 関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

Ａ 話すこと・聞くこと 話す・聞く能力

Ｂ 書くこと 書く能力

Ｃ 読むこと 読む能力

伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項

言語についての
知識・理解・技能
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⚗ ．これからの時代に求められる教師像
　中央教育審議会「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について
（答申）」平成⚒⚔年⚘月⚒⚘日
　⚑ ．これからの社会と学校に期待される役割
　○　グローバル化や情報通信技術の進展，少子高齢化など社会の急激な変化に伴い，高
度化，複雑化する諸課題への対応が必要となっており，多様なベクトルが同時に存
在・交錯する，変化が激しく先行きが不透明な社会に移行しつつある。

　○　こうした中で，幅広い知識と柔軟な思考力に基づいて，知識を活用し，付加価値を
生み，イノベーションや新たな社会を創造していく人材や，国際的視野を持ち，個人
や社会の多様性を尊重しつつ，他者と協働して課題解決を行う人材が求められている。

　○　これに伴い，⚒⚑世紀を生き抜くための力を育成するため，これからの学校は，基礎
的・基本的な知識・技能の習得に加え，これらを活用して課題を解決するために必要
な思考力・判断力・表現力等の育成や学習意欲の向上，多様な人間関係を結んでいく
力の育成等を重視する必要がある。これらは，様々な言語活動や協働的な学習活動を
通じて効果的に育まれることに留意する必要がある。さらに，地域社会と一体となっ
た子どもの育成を重視する必要があり，地域社会の様々な機関等との連携の強化が不
可欠である。

　○　また，学校現場では，いじめ・暴力行為・不登校等生徒指導上の諸課題への対応，
特別支援教育の充実，外国人児童生徒への対応，ＩＣＴの活用の要請をはじめ，複雑か
つ多様な課題に対応することが求められている。加えて，社会全体の高学歴化が進行
する中で教員の社会的地位の一層の向上を図ることの必要性も指摘されている。

　○　このため，教員がこうした課題に対応できる専門的知識・技能を向上させるととも
に，マネジメント力を有する校長のリーダーシップの下，地域の力を活用しながら，
チームとして組織的かつ効果的な対応を行う必要がある。

　⚒ ．これからの教員に求められる資質能力
　○　これからの社会で求められる人材像を踏まえた教育の展開，学校現場の諸課題への
対応を図るためには，社会からの尊敬・信頼を受ける教員，思考力・判断力・表現力
等を育成する実践的指導力を有する教員，困難な課題に同僚と協働し，地域と連携し
て対応する教員が必要である。

　○　また，教職生活全体を通じて，実践的指導力等を高めるとともに，社会の急速な進
展の中で，知識・技能の絶えざる刷新が必要であることから，教員が探究力を持ち，
学び続ける存在であることが不可欠である（「学び続ける教員像」の確立）。

　○　上記を踏まえると，これからの教員に求められる資質能力は以下のように整理され
る。これらは，それぞれ独立して存在するのではなく，省察する中で相互に関連し合
いながら形成されることに留意する必要がある。

　（ⅰ）教職に対する責任感，探究力，教職生活全体を通じて自主的に学び続ける力（使
命感や責任感，教育的愛情）

　（ⅱ）専門職としての高度な知識・技能
　　・　教科や教職に関する高度な専門的知識（グローバル化，情報化，特別支援教育そ
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の他の新たな課題に対応できる知識・技能を含む）
　　・　新たな学びを展開できる実践的指導力（基礎的・基本的な知識・技能の習得に加

えて思考力・判断力・表現力等を育成するため，知識・技能を活用する学習活動や
課題探究型の学習，協働的学びなどをデザインできる指導力）

　　・　教科指導，生徒指導、学級経営等を的確に実践できる力
　（ⅲ）総合的な人間力（豊かな人間性や社会性，コミュニケーション力，同僚とチーム

で対応する力，地域や社会の多様な組織等と連携・協働できる力）

　○　さらに，教員は，教職生活全体を通じて，実践的指導力等を高めるとともに，社会
の急速な進展の中で知識・技能が陳腐化しないよう絶えざる刷新が必要であり，「学び
続ける教員像」を確立する必要がある。このような教員の姿は，子どもたちの模範と
もなる。

⚘ ．これからの時代に求められる学力としてのReading　Literacy＝PISA型「読解力」　
（⚑）これからの時代に世界標準として求められる学力（OECD）
　　〇　Key　Competency　＞　Literacy　＞　Skill
（⚒）「知識基盤社会（knowledge-based　society）」の時代と「生きる力」
　　　　（中央教育審議会（答申）平成⚒⚐年⚑月⚑⚗日）　
　　　　　平成⚘年（⚑⚙⚙⚖年）の中央教育審議会答申「生きる力」の継承。　
　　○　経済協力開発機構（OECD）は、⚑⚙⚙⚗年から⚒⚐⚐⚓年にかけて、多くの「知識基盤

社会」の時代を担う子どもたちに必要な能力を、「主要能力（キーコンピテンシー）」
として定義付けた

　　　　主要能力（キーコンピテンシー）は、OECDが⚒⚐⚐⚐年から開始したPISA調査の概
念的な枠組みとして定義付けられた。

　　　　PISA調査で測っているのは「単なる知識や技能だけではなく、技能や態度を含む
様々な心理的・社会的なリソースを活用して、特定の文脈の中で複雑な課題に対応
することができる力」

　　　　具体的には、
　　　　　①　社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する力
　　　　　②　多様な社会グループにおける人間関係形成能力
　　　　　③　自立的に行動する能力
　　　　という三つのカテゴリーで構成されている。　
　　　＜相互作用的に道具を用いる能力＞（個人と社会との相互関係）
　　　　⚑ ．言語、シンボル、テクストを活用する能力
　　　　⚒ ．知識や情報を活用する能力
　　　　⚓ ．技術を活用する能力
　　　＜異質な集団で交流する能力＞（自己と他者との相互関係）
　　　　⚑ ．他人と円滑に人間関係を構築する能力
　　　　⚒ ．協調する能力
　　　　⚓ ．利害の対立を御し、解決する能力
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　　　＜自立的に活動する能力＞（個人の自立性と主体性）
　　　　⚑ ．大きな展望の中で活動する能力
　　　　⚒ ．人生設計や個人の計画を作り実行する能力
　　　　⚓ ．権利、利害、責任、限界、ニーズを表明する能力
（⚓）Reading　Literacy（PISA型「読解力」）育成をするための授業
　　　状況を分析し、他人に論知的に説明し、情報をクリティカルにとらえる能力。
　　　さまざまな分野の知識をつなぎ合わせて問題を解決する能力。
　　　「思考力・判断力・表現力」と言う学力を育成する
（⚔）PISA型「読解力」（Reading　Literacy）
　　　「受信する→考える→発信する」という一連のプロセス
　　　PISA型「読解力」（Reading　Literacy）のプロセス
　　　　情報へのアクセス・取り出し：情報を見つけ出し、選び出し、集める。
　　　　統合・解釈：テキストの中の異なる部分の関係を理解し、推論によりテキストの

意味を理解する。
　　　　熟考・評価：テキストと自らの知識や経験を関連付けたり、テキストの情報と外

部からの知識を関連付けたりしながら、テキストについて判断する。
（⚕）PISA型「読解力」（Reading　Literacy）育成のための授業の具体
　　　「受信する→考える→発信する」授業
　　　各教科等における言語活動の充実
（⚖）児童生徒一人一人が考える時間の保証
　　①　「一人で学ぶ」ことがあって、「学級の他者と関わって学ぶ」に意味がでる。
　　　　自己の考えを持たないうちに、答を要求しない。
　　②　教室で学ぶことの意味　→　「みんなで学ぶ」
　　③　「見通し」と「振り返り」
　　　　学んだことをメタ認知する
　　　　「学習指導要領　総則」に示されたメタ認知　　
　　　　第⚔　指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項（高等学校は、第⚕款）
　　　　（⚔）各教科等の指導に当たっては，児童（生徒）が学習の見通しを立てたり学

習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるよう工夫すること。
　　　　　　メタ認知を通して，自分自身の考えの変化や深まりに気づかせる

⚙ ．リテラシー（Literacy＝「考える能力」）を高める授業
（⚑）教室というコミュニティーの確立
　　　友だちと関わろうとする
　　　　・友だちの発表に対して、自分なりに反応し、反応を返す。
（⚒）学習者が自覚的に行う「受信する→考える→発信する」
　　①　学習者が自分の立場に気付く
　　　　・「わからない」「こまった」
　　　　・自分の立場、考えをはっきりさせる（発表，反応）
　　　　・簡単に分かったと言わせない
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　　②　教室における自己相対化の視点の獲得
　　　　・自分と友だちとの相違点や共通点について気づかせる
　　　　・違いを知ることによって、認め合うことの大切さを気づかせる
　　　　・自分自身のよさを自覚させる　→　自己肯定感
　　③　「考える」力を高める授業の実現
　　　　・考える時間の保証　一人で、みんなで
　　　　・児童生徒に考えさせる問いや発問の準備　＝　教材研究　　　
　　④　児童生徒の他者の発言への反応の仕方
　　　ア　質問、分からない　　イ　反対　　ウ　賛成

⚑⚐ ．授業づくりの方法
（⚑）「受信する→考える→発信する」授業づくり
　　この授業の根幹は、「聴く」こと
　　話し合いをするために行っている授業ではない。
（⚒）他の人の発言を「聴かない」で、自分のことのみ「話す」ことは、話し合いの授業
ではない。

（⚓）「聴く」ことを鍛える
　　①　聴いていない場合には、授業を止めてでも、鍛える
　　②　復唱させることによって、聴かなくてはならない教室状況を作る
　　③　教師が聴き上手になる（聴くと待つ）
　　　　【教師の発言】
　　　児童生徒の思考を支える　→　「考える」ことを支え、うながす発問・指示
　　　　　　どうする、どうして、なぜ、わけは、だから、どうしたい、どういうこと。
（⚔）「考え」を持つ時間と場を保証する　→　個の「考える」ことを鍛える
　　①　自分なりに一人学びをする時間の保証
　　②　書きながら考える時間の保証
　　　※教師にとってこの時間は個別指導の“絶好のチャンス”、個々の児童の状況をつか

むのにも有効。
（⚕）「発信する」意識を持たせる
　　「発信する」は、単に、前の発言をつなげるのではなく、「考えたこと」「内容」を表
現すること

⚑⚑ ．見通しと振り返り【資料】
　　　「学習指導要領　総則」に示されたメタ認知（小p⚑⚖，中p⚑⚘）　 　
　　（⚔）各教科等の指導に当たっては，児童（生徒）が学習の見通しを立てたり学習し

たことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるよう工夫すること。
（⚑）見通しを持つことにより，どの様な学習を行うのかを自覚する。
（⚒）学んだことをメタ認知し，学習内容を自覚的に定着させる。
　　　メタ認知を通して，自分自身の考えの変化や深まりに気づかせる。
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⚑⚒ ．授業づくりの道すじ
（⚑）評価規準の決定（観点別の評価方法・評価内容の決定）
　　　・内容教科については、ここで「つけたい力」が学習指導要領の「②内容」として、

位置づけられる。
　【評価規準の作成のための参考資料、評価方法等の工夫改善のための参考資料】
　国立教育政策研究所教育課程研究センター
　http：//www.nier.go.jp/kaihatsu/ shidousiryou. html
　　「学習問題」は教師の教材研究から生まれる。
　　「つけたい力」（評価規準）を意識した、学習問題。
　　「問題解決学習」では、学力は付かない。
　　　生徒は、学習問題を作ることはできない。
　　学力を育成するのは、教師の責任
（⚑）評価規準の決定（観点別の評価方法・評価内容の決定）
　　　・内容教科については、ここで「つけたい力」が学習指導要領の「②内容」として、

位置づけられる。
　　　　中学校国語⚑年生　学習指導要領「C読むこと」
　　　　ウ　場面の展開や登場人物などの描写の注意して読み、内容の理解に役立てるこ

と。　
（⚒）学習課題の設定
　　　・評価規準を基にして、その単元で「つけたい学力」が学習課題。
（⚓）教材の選定
　　　・学習課題を実現すべく、つけたい力を育成するのに適切な教材を決める。
　　　・内容教科によっては、教材そのものに評価規準が示されている教科もある。
　　　　例　算数，理科
（⚔）教材研究
　　　・教材研究を行うことで、「学習課題」としての評価規準を、授業の中で具体的な活

動としてどの様な学力をつけるのか、言語活動を通して、学習者が具体的な学習
活動を行える問題を設定する。

（⚕）学習問題の設定
　　　・児童生徒が、自分で学習活動（思考活動・思考過程）を展開できる問い。
　　　　児童生徒の実態を把握している教師が、「つけたい力」を育成することの出来る問

題をつくる。
　　　・児童生徒が具体的な言語活動を通して学習活動を行い、学力を単元ごとの授業で

育成する。
　　　＜学習問題＞例『トロッコ』
　　　　「しかし彼はなんと言われても泣き立てるよりほかにしかたがなかった。」とあ

るが、そのことを本文全体を踏まえて、説明しなさい。
　　　＜テスト＞
　　　　『少年の日の想い出』で、主人公の心理の変化をA⚓一枚の図にまとめさせる。
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⚑⚓ ．国語の授業づくり
　　　学習指導要領の「⚒　内容」としての学力
　　「聴いて　考えて　つなげる」授業　
（⚑）話すこと、聞くこと
　　　　あたたかな聴き方、やさしい話し方　の内容を説明する。
　　　　　あたたかな聴き方　＝　相手の話を分かろうとして聴く
　　　　　やさしい話し方　　＝　相手に分かってもらおうとして話す
（⚒）書くこと　
　　　　自分の考えたことを書くことで説明する。
　　　　ノート指導の充実
　　　　論述を行うことの＜書く＞
（⚓）読むこと
　　　　全文読み　
　　＜説明的な文章＞
　　　　要約，要旨のまとめ，の授業からの転換
　　　　文章構成や表現の工夫を説明する。
　　＜文学の読み＞
　　　　心情の読み取りに偏らず、文章全体の関係把握を説明する。
　　　　　文章全体から、文学の内容を読む
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おまけ　評価論の用語解説

形成的評価
　B・ブルームは教育評価をその評価の機能によって診断的評価・形成的評価・総括的評
価に評価を分類し、それぞれの段階において評価内容を分析することを行っている。
　診断的評価：事前に教材や学習者を分析し、学習の前に学力や内容を評価し、その情報

を元に授業計画を立てるための評価。
　形成的評価：学習の過程において、その中で指導内容をどの程度学習者が理解している

か到達しているかの進捗状況を評価することによって、その指導の改善に
生かすよう指導計画を変更したり、内容の補足を行って、学力を育成する
ための評価。（formative assessment）

　総括的評価：一連の学習の終了時に、どの様に学力が育成されているのかを総括する評
価。

オーセンティック・アセスメント（authentic assessment）
　「真性の」「本物の」という意味で、評価する対象を通常の学習活動の中で評価しよう
とする。評価対象を通常の学習活動の中で評価することで、実社会実生活の中で必要とさ
れるものを対象として評価すべきである、としている。
　教室での学習活動の中で学習者が、自分の学習や到達度、動機づけ、態度等を振り返る
様々なやり方（multiple forms）を用いた評価で、学習者も評価者として自己評価を行う評
価。

パフォーマンス評価（Performance Assessment）
　学習過程の中で、課題を与えることによって、評価を可視化して思考の過程や表現を通
して学習した内容を見取る方法。
　上記のことは、観点別学習状況の評価項目である「思考・判断・表現」の項目において
の「表現」において評価することにもつながる。
　京都大学　高等教育研究開発推進センター　松下佳代教授の定義では、「ある特定の文
脈の下で、さまざまな知識や技能などを用いながら行われるその人自身の作品やふるまい
を直接に評価する方法』」としている。

クライテリオン評価（Criterion Referenced Assessment）
　基準（criterion）を設定して、それと比較により評価を決める評価。
　クライテリオン評価は、アメリカのR.グレイザ−が⚑⚙⚖⚓年に提唱した。クライテリオン
準拠評価は日本語訳では「目標に準拠した評価」ということになるが、国立教育政策研究
所が示している「目標に準拠した評価」とは、似て非なるものである。
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到達度評価
　絶対評価の一つ。教師が最終的な到達度を設定し、それに到達できたか、出来なかった
かを評価。到達度評価は、　クライテリオン評価（Criterion Referenced Assessment）と
いわれるが、ドメイン準拠評価とスタンダード準拠評価の⚒つの解釈がある。
　クライテリオン評価のドメイン準拠評価（Domein Referenced Assessment）は、「領域
準拠評価」と訳され、原則的に量的変量を扱うとされ、「基準」という表現を使用するのが
ふさわしいとされている。

ポートフォリオ（portfolio）
　ポートフォリオとは、紙入れ、紙挟みの意味で、学習した内容をファイリングすること
によって、学習活動の過程を保存し、蓄積しておくことによって、その成果を評価する。
　試験による点数や順位によって評価するのではなく、学習の過程そのものを振り返るこ
との出来る蓄積によって評価する。蓄積されたものは、評価のデータとしても用いること
がある。

ルーブリック（Rublic）
　評価する対象を、パフォーマンスの内容を⚔〜⚕段階のレベルに分けて記述し、達成度
を判断する規準を示し、その達成度を仕分けして評価する方法。
　このルーブリックの作成は、あらかじめ、初めから明確な基準がないため、対象となる
学習者に合わせて作成することも出来る。そのため、学習者の実態に合わせた評価規準の
作成が可能となる。
　京都大学の西岡加名恵教授は、このルーブリックを用いて「逆向きカリキュラム」を提
唱している。「逆向きカリキュラム」とは、カリキュラム（教育課程）としての学習指導
要領のように国が規準として決めたものを、カリキュラムとして行うのではなく、学習者
の実態に即してカリキュラムを編成することを行うことを指している。そのことから、決
められたカリキュラムを行うのではなく、学習者の実態からカリキュラムを編成すること
を、「逆向きカリキュラム」として提案している。
　文部科学省の学習指導要領は、国が作成したカリキュラム（教育課程）であり、その内
容は、教育の機会均等を保証するために小中学校では、これに準拠しなくてはならない。
また、小学校においては、いくつもの教科を一人の教師が持っているため、全ての教科で
ルーブリックの作成は、困難である。さらに、中学校においても、指導時間数の多い教科
では、評価規準の作成に多くの時間が掛かり、教師の負担が大きくなる。
　しかし、高等学校は、各学校の実態に合わせて教育課程を編成することも可能であるし、
必修時間が⚒単位時間で、年間⚗⚐時間であることからも、各校独自で教育課程を編成しす
ることも可能である。したがって、「逆向きカリキュラム」は、高等学校では、有効に機能
する教科もある。

 



− 48 −

目標に準拠した評価
　学習指導要領の各教科の「目標」と「内容」を評価規準とした評価。日本の学習指導要
領を評価の対象としており、いわば、日本独自の評価尺度と言える。評価者は、指導する
教師であり、教師が目標を決め、その目標を実現しているかを質的に評価する。
　平成⚑⚓年に示されたものは、「『目標に準拠した評価』（いわゆる絶対評価）」とされて
いたために「絶対評価」と呼ばれ、「目標に準拠した評価」自体に誤解があった。
　そこで、平成⚒⚒年に示されたものは、「絶対評価」という言葉をとり、「目標に準拠した
評価」とのみ、示されることになった。従って、現行の評価は、絶対評価ではなく、学習
指導要領の「内容」を規準とした「目標に準拠した評価」である。

評価規準
　国立教育政策研究所の「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」と
して示された評価の規準。学習指導要領の各教科の「目的」と「内容」とを、評価対象と
して規準化したもので、そこでは、学習者の学習を質的に評価する。
　現在日本で行われている観点別学習状況の評価は、学習指導要領の各教科の「目標」と
「内容とが実現できているかを、「A・B・C」という評価規準で評価することになってい
る。　　
　この評価規準は、国立教育政策研究所が作成したものであり、この目標準拠評価のこと
をCriterion評価と言われることもあるが「目標に準拠した評価」とは、似て非なるもので
ある。

評価基準
　学習評価の基準（standard）として示されるもので、量的に数値で評価できるものを対
象としている。

エビデンス（evidence）
　証拠、根拠と言う言葉の意味。教育活動を行うことによって、その結果の証拠や根拠を
示して成果をきちんと証明すること。
　近年、看護学からでた用語ではあるが、教育においても、きちんとしたエビデンスに基
づいた評価を行うことで、評価の信頼度を上げることが重要であることが言われるように
なってきている。
　このことは、中央教育審議会教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」
（平成⚒⚒年⚓月⚒⚔日）において、評価においては、妥当性、信頼性を高めることを述べて
いることを根拠とする。
　また、この報告においては、評価の客観性ということについては、一言も触れられてい
ないことに注目すべきである。そのことは、評価における客観性は、ない、ということに
もなる。
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⚑　変わらないのはなぜ？
　新しい年度に入って、次期学習指導要領についての議論がされていることが伝わってく
るなか、いくつかの学校の授業研究会に参加させていただき、授業後の研究協議でも発言
させていただいています。小学校で、そして中学校で、現行の学習指導要領に改訂されて
から、「言語活動の充実」ということがクローズアップされ、学力としての「思考力・判断
力・表現力等」を育てる授業を模索することが行われてきました。また、特に神奈川県で
は、公立高等学校の入学者選抜の制度が変わり、とりわけ学力検査の問題の傾向が変わっ
たこともあって、中学校の授業が、「考えたことを説明する」ことを生徒に求めるようにな
ってきました。その成果だと考えられるのが、文部科学省が行っている「全国学力学習状
況調査」のB問題の正答率がこの数年で向上したことです。
　確かに、中学校の授業が少しですが変わってきたように思います。しかし、筆者の見る
ところ、変わったのは社会と数学と理科の授業であり、国語と英語に関しては明確な意識
をもつ先生方の授業とそうでない方とでは、大きな開きがあるようです。英語のことは本
題ではないので省きます。国語の授業を拝見していて一番感じるのは、児童生徒の「つま
らなそうな」表情です。これがすべてを物語っています。そういう教室に出会うと、少し
つらくなります。そういう教室では、例えば、文学的文章を切り刻んだ詳細な読解が強い
られています。説明的文章では、授業者もやったことのない要約や要旨を書くことが繰り
返されたり、小見出しを付けたり、さらには接続語や指示語の詳細な解釈が繰り返された
りします。書く学習では、教科書に載っている方法論が強制され書き手の意欲や意識は無
視されてひたすら書くことが強要されています。最も悲惨なのは、話すことと聞くことの
領域の学習です。「話し合い」ではなく「言い合い」の授業。原稿を読んでいるのに「よ
い発表（発言）でした」という的外れの評価。どの学年でも「声が大きくて、ちょうどよ
い速さで、聞き取りやすかったです。」という、内容に全く触れない相互評価が認められ
るほとんど誰も内容を聞いていない発表会。枚挙に暇がありません。
　なぜ、こういう授業になるのか、そして、他の教科では変わり始めた授業が、国語科で
はなぜ変わらないのか。どこの問題があるのか。課題は何か。そういう授業を見る度に考
え込んでしまいます。
　いくつかの原因があると思います。まず、教師側のことです。「国語の授業はこういう
ものだ」という思い込み。髙木展郎先生の言われる「原体験に基づく授業」です。多くの
教師は、他の教師の授業を見る機会がそれほどありません。各地区ごとに教育研究会など
の組織があって、その例会のような催しなどで、授業を見て協議をすることが行われてい
ます。しかしその授業では、できる限り波風を立てないように、無難な授業になるように
計画されて、授業後のいわゆる研究協議では授業者の「自評」、すなわち「懺悔と言い訳」

第⚓章

国語の授業が変わらない！だから・・・

横浜国立大学　三浦　修一
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から始まり、当たり障りのない発言を皆が心がけるという、壮大な儀式が行われて、最後
に実は国語科教育についてそれほど見識のない？地域の管理職が、これも当たり障りのな
い発言をして終わるという、何とも無意味な時間が共有されます。
　それでも、学校を挙げて授業研究や授業改善に取り組んでいる学校では、中学校でも教
科を超えて授業を見合うことが行われるようになりました。しかし、それでもなお、国語
科の授業が新しくなりません。
　それは、多くの教師達が、教科「国語」について、それこそ自身の原体験で見たり語っ
たりしていることにも原因がありますが、そもそも授業を公開し提案している国語科の教
師に、そういう意識が乏しいことも原因の一つに上げられます。
　もう一つの大きな課題は、実は学習者の意識にあります。児童も生徒たちも、小学校の
低学年から、繰り返し「国語の授業のパターン」を刷り込まれます。物語や小説であれば、
場面に分ける、登場人物を確定させる、人物の気持ちを読み取る、クライマックスについ
て感想を書く、物語の後日談をあるいは人物に宛てた手紙を書く・・・。説明文であれば、
形式段落に番号を付けて、接続語や指示語の意味を読み取って、段落ごとの要点をまとめ
て、いくつかの意味段落にまとめてその要約を書いて、筆者の主張を読み取ってそれにつ
いて意見を書いて・・・。
　このような学習活動そのものが問題なのではありません。最も大きな問題点は、学習す
る児童・生徒たちが、このような学習活動を行うことでどのような学力が身につくのかを
ほとんど自覚しないまま行っているところにあります。なぜなら、それを指導している教
師達にも、実はよく分かっていないからなのです。
　巷には、「国語の授業はこういうものだ」という、はっきりとはしないけれど、何となく
共有されている「授業観」もしくは「学力観」が、塾などの影響や学習参考書の内容、そ
して保護者の原体験に基づく意識も含めて、それこそ「漂って」いませんか？そして、こ
のようないわば「なんちゃって学力観」が、児童・生徒たちだけでなく、保護者にも、塾
の関係者にも、さらには多くの教師にも共有されていると見ることができるのではないで
しょうか。だから、国語の授業は変わらないのです。いえ、変えられないのです。
　なぜなら、どう変わるべきかを、ほとんどの教師が自覚していないか、目指そうとして
いないからだと言ったら言い過ぎでしょうか。

⚒　だから、その⚑（学習評価の観点の内容を確かめよう）
　現行の学習指導要領の改訂にともなって、学習評価についても見直しが行われました。
中でも重要なのは、各教科における「思考・判断・表現」の観点を評価することと一体と
なった言語活動の充実という課題における言語活動を行わせて、この観点を評価するとい
う内容でした。確かに、前節でお示ししたように、そのことを踏まえた授業改善が行われ、
授業が変わった教科もありました。しかし、残念なことに、国語科の授業では、この趣旨
を踏まえた評価の改善と授業改善はほとんど行われなかったと言わざるを得ないのが現状
です。
　多くの国語科の教師たちは、「言語活動の充実という課題」については、国語科は国語と
いう言語を扱った授業をしているのだから、殊更に取り上げる必要なないのではないかと
考えてきたのではないでしょうか？最近も、「国語科の評価の観点には『思考・判断・表現』
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はないですよね？」というお声を耳にします。
　他の教科の先生方が、それぞれの教科の学習活動の中に「言語活動の充実における言語
活動」を取り入れるために苦心しておられる中、国語科の先生方は、そういう意識さえも
ってこなかったという大きな問題点が見えてきます。

国語科における「思考・判断・表現」の位置付けについては、次のように示されました。

　この表の見方と考え方について、筆者は次のように説明してきました。
 
　国語科では、他の教科で設定されている「思考・判断・表現」と「技能」という評価の
観点は設定されていません。他の教科との関係については、上の表のように説明されてい
ます。
　すなわち、「A　話すこと・聞くこと」、「B　書くこと」、および「C　読むこと」の領域
の中に、それぞれが含まれている（埋め込まれている）という考え方です。この主旨から
すると、国語科の授業における「言語活動の充実」という課題に対応する言語活動とは、
国語科の学習活動の内容（国語科の学習活動としての言語活動）をさすのではなく、そこ
で行われた学習活動を対象として、その学習内容について思考・判断・表現させることを
意味すると捉える必要があるのではないでしょうか。
　具体的には、例えば、話し合う学習を行う場面では、話し合いのなかでどのような学習
を行ったか、その結果としてどのようなことができたか（できなかったか）を考えさせ、
学習者自身に振り返らせた結果が、国語科における「思考・判断・表現」の評価の対象と
なるということです。
　さらに、国語の授業では、学習活動としての言語活動を行わせて、他の教科で行われる
言語活動の基盤となる能力を育てることが求められます。従って、国語科における学習活
動としての言語活動は、「記録・要約・説明・論述」といった他の教科で行われる言語活動
を意識して行われる必要があります。
　例えば、中学校の音楽科や美術科における「B　鑑賞」の学習の基盤となるように、国
語科では第一学年「B　書くこと」の言語活動例として「ア　関心のある芸術的な作品な
どについて、鑑賞したことを文章に書くこと」が位置付けられています。この場合には、
一年生のこの言語活動を行う学習で、音楽科や美術科と連携して単元構成をして、その学
習内容について、国語科では指導事項のなかから適切なものを位置づけて指導を行い評価

第⚓章

各教科の観点国語科の評価の主旨国語科の学習評価の観点
（各教科の学習についての）
関心・意欲・態度

国語への関心・意欲・態度国語への関心・意欲・態度

（各教科の学習における）
思考・判断・表現（国語科の学習における）

思考・判断・表現
（国語科で身に付けさせたい）
技能

話す・聞く能力

書く能力
（各教科で身に付けさせたい）
技能読む能力

（各教科の内容についての）知
識・理解

言語についての知識・理解・技
能

言語についての知識・理解・技
能
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する一方で、音楽科や美術科の鑑賞の能力として評価することも可能ではないでしょうか。
　これまで、国語科では、学習指導要領に示された教科の目標と内容に沿って学習が展開
されてきましたが、今回の改訂の主旨を踏まえるなら、以上の⚒点は、国語科の授業を行
う際にこれまでとは異なる発想と授業のあり方が求められることになります。
 
　ここで一つ整理しておかなければならないのは、「技能」という言葉です。国語科では
「技能」は、書字についてのみ使われる用語として位置づけられてきました。このことは
現在も変わりません。従って、「言語についての知識・理解・技能」の観点には、書字活動
の評価も含まれます。一方で他の教科における「技能」については、以前は「表現・技能」
と言われていたものを、今回の改訂で「技能」とだけ示されるようになったという経緯が
あります。そこで例えば社会科ではこの観点を「観察・資料活用の技能（小学校）／資料
活用の技能（中学校）」としています。
　また、「思考・判断・表現」の観点については、例として、算数・数学科では、「数学的
な考え方（小学校）／数学的な見方や考え方（中学校）」と示されました。
　つまり、国語科における評価の観点について指摘されているように、それぞれの領域の
観点別評価に、他の教科で行われている「言語活動の充実における言語活動」が盛り込ま
れるように学習指導を行う必要があるのもにかかわらず、ほとんどの国語科の教室では、
それが見過ごされたままになってきたということです。
　これは、国語科の授業についての大きな課題だと考えています。次期の学習指導要領の
改訂に向けての議論のなかで、その中心になる議論として、⚒⚑世紀を生きる子供たちに求
められる資質能力とはどのようなものか、が取り上げられました。その議論の過程で繰り
返し述べられているのは、「①何を知っているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」
の習得、②知っていること、できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考
力・判断力・表現力等」の育成、③どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送る
か（学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」という
各学校段階及び全ての教科等についての育成すべき資質・能力の三つの柱です。
　「課題」とは、数年後に実施される次期学習指導要領による授業では、これまでのよう
な観点別の評価の意識では、評価ができなくなるだろうし、そのためにも、現在の授業と
その授業を通して行っている学習評価全体を、表で示された趣旨で行えるように、改めて
いかなければならないということです。
　それでは具体的に、どこをどう変えれば良いのでしょう？
　各単元ごとに設定する観点のうち、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の
観点を二つの視点から設定して、それが評価できる学習活動が行えるように、評価規準を
設定するという形に、学習評価全体についての考え方を改めることです。二つの視点とは、
①その単元で行う学習活動で必要な「技能」についての視点と、②その単元の学習活動を
通して分かったことやできるようになったことを『記録・要約・説明・論述』という言語
活動の充実における言語活動をさせるという視点です。
　小説や物語を読んで解釈するという内容を学習する単元では、それぞれの学年の指導事
項に、「読むための技能」が含まれていますから、それを評価します。次には、読んだ感想
や内容についての自分の考えを書かせるだけでなく、読むという学習活動を行って、どん
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なことに気づいたか、また、分かるようになったかを考えさせて、その内容を説明させま
す。これこそが、国語科で育てたい「思考力・判断力・表現力等」です。
　他の領域でも同様です。学習指導要領の「（2） 内容」には、それぞれの指導事項で身
に付けさせるべき「技能」が何らかの形で示されています。その技能を確かに身に付けさ
せると同時に、具体的な学習活動を通して、どんな「考える力」が身につくかを意識させ
ることが、現在の観点別の学習状況を評価する際にも、実は必要なのだという意識の変革
が求められています。実は、今、国語科の教師に、教室に必要なことの中心はこれではな
いでしょうか。

⚓　だから　その⚒（「これからの国語科で育成すべき資質・能力」を視野に）
　学校で育てる「学力」については、平成⚑⚙年に改正された学校教育法第⚓⚐条で
　生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとと
もに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の
能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなければな
らない。
　と規定されました。そのうえで、大きく変動する社会に対応できる資質・能力をどう育
てていくのかという議論がされています。
　その詳しい経緯と基本的な理念については髙木展郎著、『変わる学力、変える授業。』
（2015、三省堂）に詳しいので、そちらをご覧いただくとして（実はこの原稿も髙木先生
のこのご著書を広げながら書いています）、国語科では何が目指されるべきなのかを考え
ていきましょう。ただし、それは例えば中央教育審議会の場でだけ議論がされるのでなく、
まして筆者が行うのではなく、日々授業をしている「あなた」にも考えていただきたい、
そして議論を続けていきたい大事な課題です。なぜなら、これからの時代を生きる子供た
ちに向き合う私たち教師一人一人が、常に向き合い、何らかの答えをもっていることが求
められるからです。
　言い換えると、子供たちに、「何で『国語』を学習するの？」と問われたとき、あなたら
しい答えをもっていることが、教師に求められる「資質・能力」の一部だと考えるからで
す。
　このことを考える際に、最近多くの学校で、先生方に問いかけていることがあります。
それは、「子供たちの『学び方』を育てていますか？」というものです。
　具体的には、次のような自己評価のための表を使って考えます。
 

第⚓章

学び方を「仕込む・鍛える」ために
ほ
ぼ

ま
あ
ま
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今、私のクラス（授業）では　

　学び方を育てるための授業では

レ（⚑）確かに「きく」力を育てることが
レ（⚒）きいて「反応する」ことは
レ（⚓）考えたこと・思ったことを記録することは
レ（⚔）教室中に届く声での発言は
レ（⚕）「出番」を意識した発言や話し合いは
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　髙木展郎先生が強く主張されている「聴いて　考えて　つなげる」授業を実現する基盤
となる学び方を育てるために、先生方に日常的に意識してほしい事柄です。
　すべてのマスに「レ」が付くことが必ずしもゴールではありません。目指すことに意味
があるからです。そういう意識で授業を行うこと、そして、児童・生徒にも意識させるこ
とが大事だからです。ある先生はこのリストに近い項目を黒板に貼り付けて、毎日子供た
ちとやりとりをしていました。その教室では、児童が生き生きと発言し、他の児童の発言
を聴いて、つなぐ意識をもって授業に参加するようになりました。
　中学校でも同様です。こういう学び方が身につくと、生徒たちからは「何とか自力解決
したい」という姿勢が見られるようになりました。また、各地で見られる⚔人一組の固定
化されたグループ学習ではなく、考えたことを交流したり、解決の方法を探ったりする、
任意の人数での学習が自然と行えるようにもなりました。
　大事にしたいことは、児童・生徒に学び方を「仕込む」ことと、「鍛える」ことです。黙
っていてもそれは身につきません。ましてや教師が教え込む授業では、なおさらです。明
確なポリシーをもって、教師も出番を意識した授業を行うように努力するしかないのです。
前ページの表は、そういう取り組みをしている先生方と相談しながら創ったものです。ぜ
ひ活用してみてください。
　さて、このような学び方が育ったり、子供たちが活動的に授業に取り組む教室になった
りするなかで、国語科の立場で改めて「これからの国語科で育成すべき資質・能力」につ
いて、これまでの議論や、最近の大きな流れを踏まえて考えてみましょう。
　この課題について考えるとき、私たちの学校教育に大きなインパクトをもたらしたもの
の一つにPISA 調査が上げられます。それまでの学力や能力についての考え方に、ワール
ドワイドな視点をもたらした点、「コンピテンシー」という考え方と触れる機会になったこ
となど、大きな影響を受けました。その中でも特に注目すべきなのは、キーコンピテンシ
ーの中核に位置づけられた「思慮深さ（Reflectiveness）＝個人が深く考え、行動すること
の必要性」です。具体的には、「変化に対応する力、経験から学ぶ力、批判的な立場で考え、
行動する力」であり、さらにその中心には「メタ認知能力」が必要であるとされました。
これは人間が自分の思考や行動や知覚について意識する行為全般をさしています。「自分
を客観的に見る」ことだとも言えます。近年の認知科学の発達により、特に学習場面での
メタ認知能力の重要性が指摘されるようになりました。現行の学習指導要領で示された
「学習の見通しを持たせることと振り返り」は、まさにこれにあたります。
　学習者にやみくもに何かに取り組ませるのでなく、なぜこれを学習するのか、それがど
んな意味や価値をもつのかを自覚させ、実際に学習に取り組んでいる過程ではその内容や
方法が正しいかを評価させ、最終的には何かができたかだけでなく、その過程全体につい
ても振り返りをさせることにより、学習の成果があがるようになるという考え方です。
　この考え方はすべての学習に当てはめることができます。だから、国語科では、なぜ言
語としての日本語を学ぶのか、どのように学ぶことがより効果的なのか、今取り組んでい
ることが自分のどのような言語能力とつながるのか、などを意識させる指導が、これから
は必要となるでしょう。学習する児童生徒に意識させ、育てたい能力としての「メタ言語
能力」です。それはこれまで行われてきたコンテンツ・ベースの教育を、コンピテンシー・
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ベースの教育へと変えるキーワードの一つと位置づけられることになるでしょう。
　そのためにも、明日からの教室を「学び方を学ぶ」場にしていきませんか？

第⚓章



第⚔章　これからの時代に求められる資質・能力
を育む授業研究　　　　　　　
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⚑　はじめに

　目まぐるしく変わる社会情勢の影響から、学校教育は複雑かつ多岐に渡る課題が累積の
一途をḷっており、矢継ぎ早に打ち出される「教育改革」施策に、ともすると、「やらされ
感」と「疲弊感」を増大しかねない。
　しかし、悲観することはないと、声を大にして言いたい。⚒⚐⚐⚓年PISA調査の「読解力」
の得点がOECD平均程度である⚑⚔位まで低下し、教育関係者に大きな反響を生んだことを
期に、全国の学校でこれまで以上の真摯な授業改善が推進された。その結果、⚒⚐⚐⚙年には
⚘位、⚒⚐⚑⚒年には⚔位と大幅な向上が見られた。各学校が授業研究を推進させ、言語活動
の充実やアクティブラーニングにも取り組んできた結果である。
　つまり、我が国の学校教育の質は高く、これからの時代に対応した教育を確実に構築し
ていくことが可能だということである。大切なことは、これからを生きる子供たちに必要
な資質・能力の育成のために、私たち教職員がアクティブに授業研究を進めることである。
　本稿は、国語科の研究に特化した内容ではない。「授業研究」という学校教育全体を視
野に入れた内容である。しかし、「授業研究」は国語科においても、大切なことであること
は言うまでもない。国語科の授業改善を図る上でも、「授業研究」をどのように推進したら
よいかという視点でお読みいただければ幸いである。

⚒　複雑かつ多岐にわたる教育課題をシンプルに

　様々な教育活動の中で、優先順位の⚑番は「授業」である。「授業」を通して学校教育
法第⚓⚐条⚒項に示された「学力」を身に付けさせることに特に意を用いなければならない。
　つまり、複雑かつ多岐にわたる教育課題をシンプルにすると、「より良い授業を創造す
ること」であると考えられる。
　そのことを再度確認し、授業を研究するという能動的な作業をすることで、教職員のモ
チベーションが上がるはずである。これまでの実践から、授業研究をすると授業が変わる
だけでなく、職員室の雰囲気が良くなったり、子供たちや保護者等も含めた学校全体の雰
囲気も良くなったりすることが言われてきた。
　これを裏付ける理論構築ができれば、様々な課題に向き合わなければならない学校現場
が、今まで以上に自信を持って「授業研究」に焦点を絞った取組を進めることができる。
そして、「授業研究」が種々の課題解決にも良い影響を与える。そう考え、筆者のこれまで
の実践や複数の学校の教職員へのアンケート調査などによる研究を通して、次のような結

第⚓章

これからの時代に求められる資質・能力を育む授業研究
〜「やらされる」から「やる」、そして「やりたい」研究に変える〜

大磯町立大磯中学校　青木　弘
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論にḷり着いた。

⚓　授業研究を中軸に据えると、他の教育活動全般に良い影響を及ぼす！

　筆者の研究からは、授業研究を学校全体で行うことで、子供たちと教職員の自己肯定感
や自己有用感が向上し、生徒指導をはじめ、全ての学校教育の質の向上に繋がるという分
析結果を得ることができた。次の表⚑は、筆者が共同研究を行っている⚓校の教員アンケ
ートからの声である。「授業研究」を組織的に進めた中で、授業以外にどんなことが変わ
ったかという問いへの回答概要である。

表⚑　授業研究の推進による授業以外の変化

 
回　答分類⚒分類⚑

学年で授業について話をすることがふえた会話増
そのことについて話したりなど、授業や子どもについて話すことが増えた会話増
国語科だけでなく、学習の進め方について、学年でよく話をするよ
うになっていると思う会話増

いろいろな先生たちと話し合うことの楽しさを感じるようになりました会話増
今まで以上に幅広い分野から、資料や考え方を集めるようになりました研究姿勢
自分の視野を広げることの大切さを実感しています研究姿勢
理論も大切だと思い、本を読んだり、情報に敏感になったりと勉強
しなければという気持ちになった研究姿勢

他校の研究発表会等、外に情報を求め、ネットワークを広げようと
するようになった研究姿勢

「学習指導要領」に対する考え方→今までは読むのもめんどくさい
というのが正直な思いだった研究姿勢

いろいろな先生方の技をまねしてやってみた交流
職場の雰囲気が変わりました交流
校内研で、先生たちのコミュニケーション能力が向上したことが、
要因として考えられます交流

職員のチームのなかの一員感が芽生えたような…、気がします交流
仲間の先生たちとの絆が深まっている交流
産みの苦しみはあるかも知れないが、一つのことを協働でやりとげ
る「達成感」を味わっている交流

他の先生方への信頼感や、尊敬の気持ちが増した交流
他教科の授業をのぞくのが面白くなったこと…？交流
休み時間の遊びを決める時など、児童同士で工夫して話し合いをす
る様子が見られ、校内研の取組とのつながりを感じた子供の状況

子どもの言語活動は楽しいものだということです子供の状況
生徒からフィードバックされる自己有用感や充足感がある子供の状況
学習環境や掲示物などに気を配るようになった学習環境指導全般
評価について、妥当性・信頼性・客観性の向上に努めようとしていること学習評価指導全般
評価・評定について、以前より自信を持って説明できるようになった学習評価指導全般
授業以外に、やはり学級経営等でも、子どもとの関わりの大切さを、
より深く感じています学級指導全般

授業の基礎となる部分に学級経営があるということを、再認識した学級指導全般
部活動や学級活動などでも、「生徒をどのように育てたいのか」の意
識から逆算して考えるようになった部活動等指導全般
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　このように、授業研究が教育活動全般に良い影響を与えていることが分かる。
　しかも、組織的な授業研究を始めてから⚒年目の学校では、「会話」や「交流」が増えた
り、「研究姿勢」が変わったりしたという回答が多かったのに対して、⚔年目の学校では、
「子供の状況」や「指導全般」に係る回答が多いという結果であった。組織的な授業研究
は年輪や波紋のように、着実に広がりを見せるのである。
　授業研究を推進することは、学校教育の充実・向上の「正のスパイラル」を構築するこ
とに繋がり、学校は進化・発展し続けるのである。
　その「正のスパイラル」のスタートとなるのが授業研究である。

⚔　より良い授業研究の構築のために…

　中には、授業研究を行うことは仕事が増えることであり、負担感の増大に繋がると考え
ている教員もいる。このような教員は、授業研究の効果を実感できていない教員であり、
このまま授業研究を行うと「負のスパイラル」に陥ってしまう恐れがある。「やらされ感」
を抱いたままいくら授業研究を続けても効果は少ない。ともすると、教職員の中に、推進
派と反対派の亀裂が生じ、全ての教育活動に悪影響を及ぼしかねない。
　筆者の研究からは、「組織」「外部連携」「方法」「共有」「継続」「業務」というカテ
ゴリーに留意することで、効果を実感できる授業研究を推進することができるということ
を確認した。次の表⚒は、その内容を端的にまとめたものである。
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国語以外の教科や活動にも、意見や考えを伝える際には、理由付け
や繋がりを意識させるようになりました教科等指導全般

付けたい力を生徒と共有し、分かりやすく説明しようと努力するよ
うになった教科等指導全般

授業に対する自信（過信はしていません！！）教科等指導全般
より一層、子どもたちの関係づくりを意識するようになりました子供との関係指導全般
子どもの声を聞けるようになりました子供との関係指導全般
子どもがどう感じて、どう考えたかを大切にした関わりを持てるよ
うになったと思います子供との関係指導全般

土台となる教材研究の仕方も、「つけたい力」をメインで考えるよう
になった指導理念指導全般

児童の主体性を大切にするようになった指導理念指導全般
級外という立場で、どのように子どもたちと日常を積み重ねていく
かが、今の課題でもあり、楽しみでもあります指導理念指導全般

教科授業以外の面でも、目的や目指す生徒像をより意識し、生徒の
変容を観察するようになった指導理念指導全般

教科書会社の指導書に頼るのではなく、指導要領解説を読むという
基本姿勢を皆でおさえることができた目的の共有

ねらいから逸れた言語活動とならないように、ポイントをしぼると
いうことです目的の共有

常に自分の意見を求められるので、視点をはっきりさせて、参観す
るように、心掛けるようになりました目的の共有

性格的にも少し自信が持てている気がします個人
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　　　表⚒　授業研究実践の留意点

　まず、大切にしたいことは、「組織」である。授業研究を推進するに当たり、各個人や小
集団を繋いで、いかに全体的なものにするかということが重要である。特に、中学校では、
教科の壁を低くするために、教科を超えたメンバーで構成されるグループでの指導案検討
や協議などを行うことで全体的なものに組織化していくことが考えられる。
　この組織化を進める上で効果的なことが「共有」である。学校における課題を共有し、
それを踏まえて生み出された研究主題であれば共有できるはずである。そして、目指すべ
き授業像や子供像といった方向性の共有も大切である。授業研究を進めていく際には、研
究主任または管理職が、方向性を常に確認し、「研究だより」や「職員室だより」などで、
全教職員に進捗状況や次の課題などを周知するよう努めることも大切である。
　さらに、学校全体で組織的に授業研究を進めるためには、授業研究の「方法」も見直さ
なくてはならない。研究授業を行う教員だけでなく、学校全体で授業づくりを行うための
方法はどうあるべきか、研究協議で全員が意見を出せるようにするにはどうあるべきかな
ど、学校全体を組織的に授業研究に向かわせる工夫が必要である。
　例えば、教職員を複数のグループに分け、そのグループで授業を考えて提案する「提案
授業」という方法も効果的である。どのような課題解決を図るために、どんな工夫を授業
に取り入れるのかという事前研究に重きを置くことで、授業後の研究協議の内容も焦点化
される。こうすると、研究協議で浮き彫りになる成果や新たな課題が明確になり、翌日か
ら、全教職員で取り組む研究内容も明確になるのである。
　また、「外部連携」も重要な要素である。オブザーバーとして授業研究の進捗状況を確認
し、その状況に適した助言を投げかけてくれる学校以外の人物の存在が、授業研究をより
深めることに繋がるのだ。さらに、校内の限られた人数ではなく、開かれた授業研究にす
るために、他校や教育委員会、近隣の大学等の研究機関などと連携して、授業研究を進め
る仲間を増やすことも大切である。近年、電子メールの発達により、指導案の交換なども
容易になっている。また、外部連携の切っ掛け作りは管理職の学校マネジメント能力の発
揮のしどころである。

●組織的な授業研究体制を構築する
●教科を超えたチームで研究を推進する

組
織

●外部機関から講師を継続的に招聘する
●授業や研究協議を他校に広く公開する
●関係機関等と連携して研究の仲間づくりを広げる
●国の動向や先進的事例などの情報を共有する

外
部
連
携

●研究協議のやり方を改善する
●授業研究の成果を全教職員が明日の実践に生かす

方
法

●研究主題を共有して具現化する
●方向性を教職員全員で考える
●方向性を共有するための「合い言葉」を設定する
●「職員室だより」等で授業研究の方向性を確認する

共
有

●明日に生きる研究成果を意識する
●研究成果を継続できるよう人事上の配慮も行う

継
続

●授業研究を行うための業務改善による負担軽減
●「量を落として質を落とさない」ことを意識する

業
務
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　このように、学校全体で組織的に授業研究を推進し、開かれた授業研究になったとして
も、全教員の授業改善に繋がらなければ意味がない。研究授業が特別で、日々の授業が変
わらなければ意味がない。そこで、「継続」というカテゴリーが大切になってくる。授業研
究で得られた課題解決方法が全ての教員の明日の授業に生きること、新たな課題に対して
は全ての教員が明日の授業から解決方法を探る実践を行うことが大切である。そのために
は、教職員一人ひとりが、具体的な取組を自分の言葉で表現する場の設定を行うなどの工
夫が必要である。
　そして、これらを行うためには、授業以外の「業務」の改善が必要である。管理職はこ
の業務改善に取り組み、教職員の授業研究への意欲の向上をサポートするマネジメントを
行うことに努力すべきである。また、教職員一人ひとりも、常に教育効果を鑑みて、業務
に優先順位を付け、教育効果の低い（教育効果が無い業務はないが…）と判断される業務
を思い切って削減したり、効率的な方法を工夫して業務の時間を短縮したりするなどの取
組を積極的に行うことが大切である。

⚕　より良い授業研究の実践例

　筆者は、これまで教育委員会や大学附属学校での勤務を経験する中で、多くの学校の授
業研究に関わらせていただいた。大学院にも通い、教育学を研究させていただいた。
　そして、昨年度、校長として現任校に赴任した。これまでの実践研究の蓄積をどのよう
に生かしていくか、常に悩みながらではあるが、⚑年間、次のような実践を行ってきた。
　着任当初、「授業研究を積極的に推進する」と表明したときの職員室の重い空気を未だに
忘れない。おそらく、多くの教職員が、「面倒くさい校長が来た！」「これ以上、仕事を増
やすな！」と心の中で思っていたに違いない。実際に、数か月経った時に、そう告白した
教員が多くいる。
　次からは、まだ始めたばかりであるが、筆者の現任校での取組を紹介したい。

（⚑）授業の基本の共有

　学校全体でより良い授業づくりを目指すためには、その目指すべき授業像を共有するこ
とである。筆者は、「職員室だより」を随時発行し、教職員にメッセージを伝えている。あ
る号には、次のような「授業の基本」を掲載した。これを全教職員で目指すことをお願い
した。⚒⚐代の若い教員が多い学校であるため、ベテランには当たり前と思われることも敢
えて記載した。

第⚓章

◆授業の基本の「気」　 〜さあ、いくつチェックできるかな？〜
　授業力は教師の原点となる大切なものです。私が若い頃に先輩方から教わった授業
の基本です。まず皆さんが確認して、ご自分の後輩に、実践として伝えていっていた
だければ幸いです。
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　また、次のようなプリントも全教職員に配布した。
 

【授業開始時】
□開始前には教室にいます。
□授業内容に合わせた服装、顔つきで教室に入っています。
□生徒が全員いるか、様子が気になる生徒がいないか、確認しています。
□まず、ゴミ拾い、机の整頓を全員で行っています。
　　＊教室環境が学習の集中力に反映します。
□始まりの挨拶で、生徒の気持ちを切り替えています。
□単元目標と今日の学習内容を板書しています。
　　＊ゴールが見えないと不安です。見通しを！

【黒板】
　□重要部分は白と黄色のチョークを使い、赤などは傍線などに使っています。
　□先生が黒板を独り占めせず、生徒にも使わせる工夫をしています。
　□黒板一面で、⚑時間の授業の流れが見えるように工夫しています。

【授業スタイル】
　□先生よりも、生徒の活動や話の方を多くしています。
　　＊⚕⚐分授業で先生の話は⚑⚕分以内！
　□一部の生徒だけでなく、全員が活動できるように工夫しています。
　□生徒が受動的でなく、能動的に取り組めるように工夫しています。
　□できる生徒よりも「できない生徒」を大切にしています。
　　＊できないから学校に来る！
　□グループ学習の時など、他の生徒と机を付けない生徒に指導しています。

【評価など】
　□授業後に、「この授業で何ができるようになったか」を生徒が言えます。
　□生徒にも評価規準を示して、「付けたい力」を明確にしています。
　□評価の場面と方法を、事前に伝えています。　＊評価の闇討ちをしません。
　□指導や評価の方法等について、他の教員と情報共有されています。

授業改善のポイント　〜「付けたい力」の明確化〜

　子どもたちが意欲的になる授業、子どもたちに力の付く授業…、私たち教職員の永
遠の課題です。より良い授業づくりのために、次の事を確認しましょう。
⚑．ゴールを明確にした単元の指導計画
　単元を通して、「付けたい力」を明確にします。
　学習指導要領の内容を、教材や学習活動に合わせて具現化します。
　今日の授業で何をやって、どのような姿になるのかを明確に示します。



− 64 −

 

第⚓章

　それに向けた関心・意欲を膨らませます。
⚒．ねらって育てて、ねらって評価
　評価規準は、国研の評価資料集を元に、教材や学習活動に合わせて具現化します。
　さらに、子どもたちにも分かる文言にして、評価場面・方法も事前に伝えます。
　＊評価規準や評価場面・方法については、できる限り複数の目で確認します。
　　一人教科は、他校（地域等）との連携も大切です。なぜなら、説明責任が問われるからです。

⚓．個　→　集団　→　個
　⚑単位時間で、または数時間のスパンで、学習形態を工夫します。
　授業の流れに、波やアクセントを付けます。単調にならないようにします。
⚔．教師の言いたいこと（特に正解）を、子どもに言わせる授業
　生徒が説明し、生徒が質問し、生徒が関わり合って答えを導き出す工夫をします。
　教師の声ではなく、生徒の声が多く聞こえる教室にします。
　発言を、先生に向かってするのではなく、他の生徒にするように工夫します。
⚕．言語活動の充実
　言語活動は「記録・要約・説明・論述・討論」です。それを意識した活動にします。
　「活動あって学びなし」にならないように、活動の目的を明確にします。
　言語活動が目的ではなく、教科の目標を実現するためのツールです。
　小集団での活動の前に、個人の考えをもつ時間を確保します。
　小集団は基本的に⚔人以内で行います。ペア学習やノート回しも活用します。
　＊⚕⚐分間、狭い教室という学習環境では、⚔人が限度です。

⚖．思考力・判断力・表現力の育成
　一部の生徒の挙手発言で授業を進めないようにします。
　子どもたちに、「なぜ？」「どうして？」を意図的に投げかけます。
⚗．授業中の教師の姿勢
　「分かった人」と聞かずに、「分からない人？」と聞きます。
　机間指導で、良い考えを認めたり、助言をしながら、次の展開の計画を立てます。
　目標を実現できない子どもがいたら、「自分の指導」を疑い、改善します。
⚘．教材研究
　教師の価値観のお仕着せにならないように、教材を多面的・多角的に吟味します。
⚙．板書
　何を、どんな色で、どのように、どこに書くのか…、意図的に計画を立てます。
　単元目標・本時のねらいを明記します。　＊教材名だけでなく…
　黒板を使って子どもたちの思考を整理してあげます。
　黒板を先生が独占せず、子どもたちにも活用させる工夫をします。
　カラーバリアフリーにも配慮します。
⚑⚐．褒める
　人は誰でも、褒められると意欲が向上します。
　褒められた発言や記載事項は、他の子どもたちへの見本にもなります。
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（⚒）良い授業を認め、紹介する

　出張のない日は、一日に何度も授業を覗いて学校を歩く。そして、工夫された授業を見
つけ、「職員室だより」で紹介する。例えば、次のような記事である。

（⚓）授業づくりは面白い！

　部活動を終えた教員が職員室に戻ってきて、明日の授業の教材研究を始める。筆者は、
何気なく職員室をふらふらと歩き回る。そして、困った顔をしている若い教員に声をかけ
る。次に、ベテランにアドバイスをお願いする。そうやって世代間を繋いでいく。
　不思議なことに、ベテラン教員が若い教員のそばに行ってアドバイスを始めると、他の
教員も聞き耳を立てる。
　このようなことを繰り返していると、職員室での会話が増え、その内容も授業に関する
ことが増えてくる。また、校長室に授業の相談に来る若い教員も増えてきた。
　ある日、こんなことがあった。これも、「職員室だより」に次のように掲載した。

◆国語科のＮ先生は、最近、単元の「学習プラン」を生徒に配ることを始めました。中
間・期末テストと共に、単元の評価をしっかり行おうという取組です。これが定着す
ると、中間・期末テストは必要なくなります。
◆理科のＫ先生は、するめいかの解剖を授業で行い、その身を塩辛にして「理科と命と
食育」の併せて一本技を披露しています。
◆数学科のＹ先生の授業は、生徒が黒板を使って説明していました。説明していた生徒
も良い顔をしていましたが、説明を聞いている生徒の温かい表情が印象的でした。
◆社会科のＮ先生は、授業の最初に、黒板の左上の辺りに「今日のねらい」を書いてい
ます。その言葉が絶妙です。生徒に伝わる易しい言葉で、教師側のねらいを伝えて
います。この毎時間の一手間が、生徒のゴールを明確にし、学習意欲の向上に繋が
っているのだと思います。今日は、平安末期の歴史の授業でした。「『このごろ都に
はやるもの』揺れ動く社会でどのような人が成長したか」と書かれていました。また、
黒板には、たくさんの生徒の文字がありました。
◆授業中に学校を回ると、先生の声よりも、生徒の声が聞こえてくる方が多くなって
います。今日も、「生徒が主役」をたくさん拝見しました。
◆そこで、こんな授業にチャレンジするとか、こんなことをやってみるという時には、
みんなに宣伝しましょう！そして、良いことはみんなで真似して、パワーアップし
ていきましょう！

◆授業づくりがおもしろい！　〜Ｎ先生のつぶやきから〜
　昨夜、国語科のＮ先生が、校長室に乱入してきました。「何事だ〜？」と身構えた私
の前に、指導案が出されました。その後⚑時間、密室で熱い議論が続きました。「こ
の単元で付けたい力は何だろう？」「一部ではなく全員に、その力を付けるにはどうし
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（⚔）授業研究を推進するための業務改善

　授業研究は効果的な業務である。前述のように、教員も生徒も変わることを実感できる
のである。では、限られた時間の中で、授業研究を推進させるためには、どうしたらよい
のであろうか。
　それは、これまでの業務を目に見える形で削減することである。
　昨年度⚑年間、筆者の勤務校では、次のような業務改善を行った。これは、教頭及び教
務主任の尽力が大きいことは言うまでもない。

（⚕）授業改善を中軸に据えた効果
　「授業研究を積極的に推進する」と表明してから⚑年間、少しずつではあるが変容が見
られてきた。筆者の主観であるが、次のようなことが変わってきたと思われる。

 

第⚓章

①会議等の時間短縮
　ア　会議の時間を短縮した。
　　・会議資料には必ず終了予定時間を明記する。
　　・職員会議はじめどの会議も、最長⚙⚐分とする。
　イ　朝の打ち合わせをなくし、ネットワークの掲示板を活用するようにした。
②業務の見直し
　ウ　家庭訪問を希望制にし、希望のない家庭は家の場所確認のみにした。
　エ　校務分掌を改訂し、指導部をまとめて会議の回数を削減した。　＊今年度
　オ　毎週⚑回（水曜日）、ノー残業デーを設定した。  ＊今年度
③作成資料の様式変更及び活用
　カ　学習指導案の様式を変更した。
　　・Ａ⚔版⚑枚で単元全体が網羅されるような様式にした。
　　・単元全体で「付けたい力」や、その評価が明確になるようにした。
　キ　年間指導計画や学級経営案の様式を変更してＡ⚔版⚑枚にし、保護者に配布
　　　するようにした。
④研究に係る業務の軽減
　ク　研究紀要を作らず、研究のまとめのリーフレットを作成した。
　ケ　研究発表会ではなく公開授業研究会にし、準備の業務を削減した。

たらよいのだろう？」「こうしたら、生徒全員の意欲が高まるんじゃない！」「そうや
ると、苦手な生徒もフォローできるね！」などなど…。
　私も面白かったのですが、Ｎ先生が校長室を出るときに、「面白かった〜！明日の授
業が楽しみだ〜！」とつぶやいてくれたことで、⚑日の疲れが吹っ飛びました。
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　授業研究を組織的に始めて、まだ⚑年である。
　しかし、少しずつではあるが、前述したような変化を感じるようになってきている。授
業研究が負担だと思っていた教員が、授業研究に意欲的に取り組み、「授業」というキーワ
ードを共有したコミュニケーションを図ることができてきた。
　教職員の意欲の向上、教職員同士のコミュニケーションの円滑化など、授業研究を進め
てきたことが、授業以外のことへも影響を及ぼし始めている。
　課題としては、まだまだ部活動や校務分掌などでの疲弊感を拭いきれない現状がある。
　今後も、校内でできることを効率化する工夫を続けたい。そして、現在、研究意欲が向
上しつつある教員を、どう「継続」させていくかということも課題である。
　授業研究を中軸に据えた学校マネジメントを行っていく上で、授業研究を行うための時
間を確保すること、授業研究でのコミュニケーションを円滑にする工夫を行うこと、短期
目標、中期目標、長期目標を具体的に示すことを重点的に行い、課題解決を図りたい。

⚖　終わりに

　冒頭にも述べたが、本稿は国語科のみならず、全ての教科等における「授業研究」の大
切さと推進方法について、筆者なりにまとめたものである。
　筆者は、校長という立場上、学校マネジメントの一環として「授業研究」を進めていく
ように努めていく。
　国語科教員及び国語教育に関係する方々におかれても、より良い授業づくりのための
「授業研究」推進のために、少しでもお役に立てる内容と捉えていただければ幸いである。
　最後になるが、筆者の研究をご指導くださった横浜国立大学教育人間科学部の∁木展郎
教授（平成⚒⚗年度当時）と、現任校の取組を支えてくださっている横浜国立大学教育人間
科学部の三浦修一主任研究員（平成⚒⚗年度当時）に感謝申し上げる。

・職員室で授業の工夫について話をしている教員が増えた。
・学習指導要領解説を元に、話をする教員が増えた。
・校長室に授業の工夫の相談に来る教員が増えた。
・授業参観に来てほしいという教員が増えた。
・教育書が職員室の机上にある教員が増えた。
・職員室でのコミュニケーションが増え、職員室に笑い声が増えた。
・教材研究を、一人ではなく複数で行っている場面を目にすることが増えた。
・もっと勉強したいという教職員が増えた。
・他校の研究会参加や大学等での研修参加、さらには、大学院入学を視野に入れたいと
いう教員も出てきた。



第⚕章　「すべては一人ひとりの意欲から始まる」
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　筆者は、平成⚒⚖年度（FY⚒⚐⚑⚔）の一年間、横浜市立学校教員企業等派遣研修として、日
産自動車株式会社（以下「日産」）人事本部グローバル人財開発部人財開発グループ（以
下「人財開発グループ」）に勤務した。本稿では、日産での研修の内容とそれを通しての
学びと気付き、学校教育への活用や応用について述べる。

⚑　研修の目的

　日産における組織マネジメントのあり方を体験したり、上司や同僚とのコミュニケーシ
ョンを図ったりすることを通して、今日的な教育課題に対応しうる資質の向上を図るとと
もに、学校経営を担う力量を形成する。
　特に、人財開発グループにおける研修（集合研修／e-Learning）の企画開発・運営や行
動指針「日産ウェイ」についてのコミュニケーション活動に関わる業務に従事することを
通して、グローバルな人材を育成・開発するための研修のシステム、内容等について学び、
学校教育活動や教育行政における教職員の研修の運営・改善に生かす視点を持つ。
　以上が、派遣に当たり筆者が設定した研修の目的である。

⚒　日産の概要
（⚑）会社概要
　日産は、⚘⚐年の歴史を持つ自動車メーカーであり、本社を横浜市に置く東証一部上場企
業である。現在はフランスの自動車製造大手のルノーとアライアンスを結んでいる。関連
会社に委託製造会社である日産車体やモータースポーツのニスモ等がある。国外では高級
車の「インフィニティ」ブランドおよび新興国向けの低価格車ブランド「ダットサン」で
の展開も行っている。
　⚑⚙⚙⚙年の経営危機を克服した経験から生まれた「日産ウェイ」をベースにミッションを
遂行し、ビジョンの実現を目指している。現在は、⚒⚐⚑⚑年度〜⚒⚐⚑⚖年度の⚖ヵ年に亘る中
期経営計画「日産パワー⚘⚘」を推進している。

（⚒）ビジョン・ミッションと「日産ウェイ」i

　日産のビジョン　　日産・人々の生活を豊かに
　日産のミッション
　　　私たち日産は独自性に優れ、革新的なクルマやサービスを創造し、その目に見える
優れた価値を、全てのステークホルダーに提供します。

第⚓章

The power comes from inside.
「すべては一人ひとりの意欲から始まる」

〜私が日産で学んだこと〜

横浜市教育委員会　三藤　敏樹
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　　　それらはルノーとの提携のもとに行っていきます。
　日産は「グローバルでダイバーシティ度の高い、少数精鋭のプロフェッショナル集団と
して、持続的な利益ある成長を目指」しており、「それを実現するために、必要とされる人
財像」を「NISSAN WAYを体現しつつ成果を生み出し、グローバルで戦える“和魂多才
型人財”」であるとしている。（日産の新卒採用のホームページCAREER COMPASSより）
　「日産ウェイ（NISSAN WAY）」は、仏ルノーとのアライアンスを契機とした中期経
営計画「日産リバイバルプラン（NRP）」のもと、倒産の危機から復活を遂げる過程で実
践された事柄を従業員にわかりやすく伝承していくため、ECメンバー（日産グループの経
営に関する最高意思決定機関：Executive Committee）がワークショップでさまざまな議
論を重ね、「コアメッセージ」とそれぞれ⚕つの「心構え」「行動」を抽出した行動指針で
ある。「日産ウェイ」にまつわる研修や広報活動を継続的に実施することで、社内外への
浸透を図るとともに、従業員が「日産ウェイ」を日々実践し業務を行えるよう、人事制度
にも組み込まれている。ii

　経験値を凝縮した行動指針である「日産ウェイ」には、「すべては一人ひとりの意欲から
始まる（The power comes from inside）」「焦点はお客さま、原動力は価値創造、成功の
指標は利益です」というメッセージがある。
　「すべては一人ひとりの意欲から始まる」とは、社員一人ひとり、力は自分たちの内部
から生まれることを認識し、自らにチャレンジし続けることの大切さを言っている。
　また、「成功の指標は利益」とは、利益を出すことそれ自体が目的なのではなく、「お客
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さまのニーズ、お客様の期待を超える価値を提供することができているかどうか」を示す
指標ということである。

⚓　日産ウェイからの学び
（⚑）行動指針としての日産ウェイ
　人財開発グループにおける筆者の業務の一つは、社内研修や社内イントラネットにより
日産ウェイに関わる取組を紹介したり、役員やマネジャーのスピーチを掲載したりするこ
とを通して、日産ウェイに関わる情報を発信し、啓発を図ることであった。
　このような基本的な行動指針等は、ともすると日々の業務に取り組む中で形骸化してし
まったり、意識されなくなったりしがちである。それを防ぐため、人財開発グループでは、
「草の根運動」的な広報活動を社内イントラネットの活用や他部署との連携を通して地道
に継続するとともに、社内研修の体系の中に日産ウェイについての研修を位置付け、さら
なる充実を図っている。
　横浜市には「横浜市公立学校長行動基準」「横浜市公立学校教職員行動基準」があり、
日産ウェイと同様の行動基準である。iii企業と公教育の相違はあるが「人々に価値を提供す
る組織体である」ということは共通している。このことは、それらの行動基準を日常の実
践の基本とすることの大切さを示す具体的な例として有効なものである。また、日産ウェ
イの考え方を、学校において教職員の能力を開発するという視点、対象である児童生徒に
教育を提供するという視点と対比させて考えた時、「価値創造」「ラーナー」「モチベート」
「チャレンジ」等、学校経営に生かしうるキーワードが多くある。
　「教職員行動基準」「学校教育目標」といったprincipleとなるものは常にその組織の構
成員（学校であれば児童生徒も教職員も）全員が理解し、共有し、実践することが必要で
ある。日産における研修と実践を車の両輪とするそのことに対する取組は、教育現場にお
いても参考になる部分が多いと感じた。

（⚒）日産ウェイに基づく人材育成
　人財開発グループでは、筆者が在籍した平成⚒⚖年度（FY⚑⚔）に、日産ウェイのよりいっ
そうの啓発・浸透を図るため、今年度人事の従業員を対象に「日産ウェイワークショップ
HRトライアル」を層別（部長、課長、スタッフ）に展開した。その一環として⚘月に部長
層対象のワークショップの企画・運営に携わる機会があった。
　この研修は、人事の部長層が「自部署における日産ウェイの現状を分析し、語るべきス
トーリーとしての『私のメッセージ』を持つこと」、「自部署としての日産ウェイのプロモ
ーションを考えるとともに、会社としての日産ウェイのプロモーションを提案すること」
を目的として展開した。午後半日の研修のプログラムは、冒頭で役員（人事担当の常務）
からのメッセージがあり、ファシリテーターである人事の副本部長の講義を受けてグルー
プ別の討論が行われ、最後に役員（副会長）を迎えてのセッション（討論した内容のプレ
ゼンテーションと役員からのアドバイス等）という内容であった。それぞれの部署のリー
ダーである部長が真剣に討論を行い、トップマネジメントとのセッションに臨む姿には迫
力を感じるとともに、経営という視点でなされる発言からは、組織マネジメントについて
多角的な視点からの示唆を得ることができた。

第⚓章
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　このような集合研修の効果を高めるためには、学ぶことに対する受講者の主体的な姿勢
が不可欠である。日産ウェイには「心構え」（Mindset）の一つとして「Learner〜あらゆ
る機会を通じて、学ぶことに情熱を。学習する組織の実現。」を掲げており、日産では
Leader coaches leaderの考え方から講師の内製化（社内の従業員が講師を担当する）に積
極的に取り組んでいる。これらの研修に関わる中で、リーダーの学ぶ姿勢が組織の成長に
とって大きな効果があることを再認識するとともに、効果的な研修の展開等について多く
の学びを得ることができた。学習を個々の学びに留めるのではなく、「学習する組織」の実
現につなげていくために、メンターチームの活用等も含めて、学校における人材育成に生
かしていきたいと考える。

⚔　異文化や多様性への理解とコミュニケーション能力
（⚑）日産人の語る「ダイバーシティ」
　日産の人事本部副本部長の奈良崎修二氏は、「会社がグローバル化しダイバーシティが
進むほど実は重要性が増してくるのは、日本企業である以上、いかに世界で通用する日本
人を育成していくかということだと思います。日産の場合も、モノづくり部門を中心とす
る日本の強さをしっかり継承していかなければ世界市場でのブランド価値を上げていくこ
とはできません。やはり最後は、世界に通用する、多様な人々をリードできる日本人の育
成が残された課題にあるのだと思います」と述べ、「世界に通用する日本人」の必要な資質・
能力として、「多様な人々をリードできる」ことを挙げている。iv

　また、人財開発インストラクターの内田光彦氏は、企業人としてのスタートである新入
社員研修について、「ダイバーシティの重要性やグローバル企業で働く、ということを新
入社員に分かってもらうことから研修を始める」と語る。v例えば、入社式においてCEOの
カルロス・ゴーン氏が登壇し英語で行うスピーチを聴くことによって「上司や同僚が外国
人なのは当たり前」という意識を持たせるようにしている。また、「グローバルマインドセ
ット」「ダイバーシティ」等の内容に関する集合研修において、ダイバーシティを推進す
る専門部署（ダイバーシティディベロップメントオフィス）の担当者の講義を受講させる
ことを通して、世界の人材と連携・協働して仕事を進めることの重要性を理解させるよう
にしている。これらのことを通して、筆者は日本企業もグローバル化に対応できなければ
仕事ができない状況になりつつあることを実感した。

（⚒）異文化研修（Working with foreign partners）
　日産では社内研修の一環として、フランス、ドイツ、中国、インドでのビジネスに備え
た異文化研修Working with French（German,Chinese,Indian）partnersが実施されている。
筆者は、担当した異文化理解研修「Working with Chinese Partners」「Working with Indian 
Partners」について、全プログラム（⚑日）をアテンド・オブザーブし、講師のサポート
を行うとともに、プログラムの内容・展開・指導方法等を観察した。また、講師・受講者
との意見交換を行った。
　異文化を理解するためのキーワードとして、「氷山モデル（Cultural Iceberg）」「スタ
イルシフト」、「ハイコンテクストとローコンテクスト」、「集団主義と個人主義」等がある。
人間の行動はちょうど海上に顔を出している氷山のように見えるが、その下には目に見え
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ないその人間の価値観・信念・態度がある。これらはその人間にとってのアイデンティテ
ィの源泉であり、簡単には変えることのできない（あるいは変えてはならない）ものであ
る。したがって、異なる文化的背景を持つ人間と共に仕事をする際は、「自分の価値観や
信念は変えずに、コミュニケーションスタイル（行動）を変える」「相手の価値・信念・
態度を理解し、尊重する」という「スタイルシフト」が大切であることを学んだ。また、
コミュニケーションには「共通認識が多い、言語表現が少ない」という「ハイコンテクス
ト」と「共通認識が少ない、言語表現が多い」という「ローコンテクスト」という二つの
スタイルがあり、前者は「伝える能力やスキルよりも察し合うことで通じ合える」、後者は
「言語に高い価値を見出し、積極的な姿勢で伝えるスキルを重要視しないと通じ合えない」
という特徴がある。日本人はその地理的・歴史的理由により「ハイコンテクスト」なコミ
ュニケーションのスタイルを取る場合が多いが、異文化とのコミュニケーションに際して
は「ローコンテクスト」にスタイルシフトすることが必要であることが分かった。
　社会のグローバル化が言われる現在、教科（YICA=横浜市における小学校英語活動、英
語科）における英語学習の際はもちろんであるが、国際都市であり外国につながる児童生
徒も数多く在籍している横浜市立学校においては、学校全体としてダイバーシティ（多様
性）を尊重する姿勢が不可欠である。「スタイルシフト」はそのための重要な指針を示し
ているキーワードと考えられる。現在日産では外国・異文化と男女共同参画に焦点を当て
てダイバーシティ・ディベロップメント・オフィスを中心に取り組んでいるが、地域の文
化拠点としての学校は、障がい者・高齢者等の課題も含め、ダイバーシティ（多様性）を
尊重し、活用する活動に取り組んでいかなければならない。

（⚓）ロジカルシンキング・ディベート研修
　また、担当している英語研修の企画・開発のため、関連会社で展開されている「ロジカ
ルシンキング・ディベート研修」の全プログラム（⚑日）をオブザーブし、プログラムの
内容・展開・指導方法等を観察した。vi

　今回オブザーブした「ロジカルシンキング・ディベート研修」は、「ロジカルシンキング
及び問題解決型ディベートと研修を通して実践的英語コミュニケーションスキルを効果的
に育成し、それらのスキルを元にTOEIC SW（Speaking & Writing）スコアの向上を図る」
ことをねらいとし、「問題解決のための思考フレームワークを理解し応用する能力」、「迅
速、的確な意思決定力」、「発信・受信双方向の論理的英語コミュニケーション能力」、「上
記を元にしたTOEIC SWに対応できる総合的な英語運用能力」を育成するためのプログラ
ムである。「英語で話す能力を身に付ける上で大切なのは、話す内容を持つことだ」とよ
く言われるが、本プログラムで育成を目指す四つの能力のうち、前の二つは英語に限らず
日本語でコミュニケーションを取る際にも不可欠な能力である。実社会で求められる語学
力（あるいは母国語も含めた言語の能力）について、「知識・理解」「技能」だけでなく
「思考力・判断力・表現力」を育成することの重要性が分かった。
　学力の三要素の一つである「思考力・判断力・表現力」の育成を目指して、「各教科等に
おける言語活動の充実」が言われ、記録，要約，説明，論述、討論等の言語活動が積極的
に行われている。日産における社内研修でも、講師による一方的な講義形式ではなく、受
講者が説明・論述・討論・発表といった言語活動を行うワークショップ形式が数多く行わ
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れている。言語活動そのものを目的化するのではなく、「生きてはたらくことばの力」を育
成し、活用することを通して、思考力・判断力・表現力を育成すること、そして、それら
が実社会において求められる能力であることを学校は十分自覚して、教育活動を推進して
いく必要がある。

⚕　グローバルビジネスを展開する上で必要な語学力や思考力・判断力・表現力
（⚑）日産社内における主要言語（社内公用語）としての英語の位置付け
　日産では⚑⚙⚙⚙年のルノーとのアライアンス以来、グローバルにビジネスを展開するため
のコミュニケーションツールとして英語が必須のものとなっている。
　CEOのカルロス・ゴーン氏は日産の従業員に対して、「まず全社員が一つのビジネス言
語、英語を身に付けることです」と呼びかけている。日産では新卒社員の採用にあたり、
求める人財像を「和魂多才型人財」というコンセプトで呼んでおり、「皆さんに期待する英
語レベル」として次のように説明している。vii

・日産が求めるビジネススキルとしての英語力は、TOEIC⚗⚓⚐点レベルです。
・TOEIC⚗⚓⚐点レベルを目指し、継続的な自己研鑚を期待します。日産としても教育機会
やTOEIC受験機会などの提供を行っていきます。
　横浜のグローバル本社で働く従業員の国籍は⚓⚖か国に及ぶが、日本人どうしの会議やメ
ールのやり取りはもちろん日本語で行われている。しかし、全社やHR（人事）全体の会議
は必ず同時通訳が行われるし、non-Japaneseの従業員が加わる会議やメール等ではすぐに
英語にスイッチされる。
　筆者が担当する日産ウェイ（行動規範）の広報活動において、役員のメッセージを伝え
る際はもとの言語が英語である場合は日本語に、日本語である場合は英語に翻訳する必要
がある。翻訳作業自体は翻訳会社に依頼し、ネイティブチェックを受けるのであるが、そ
れらのエージェントとのやり取り（電話、メール）は英語で行われることが多い。また、
社内イントラネットのコンテンツや、研修に用いる投影資料・配布資料は、日英両方を作
成しなければならないことがある。
　前述のとおり、日産がグローバルに事業を展開するにあたり、異なる文化を持った
Partner/Counterpartとのビジネスを円滑に進めるために、それらの業務に携わる（あるい
はそれらの国に赴任する）従業員を対象とした異文化研修Working with Foreign Partners
が、フランス、ドイツ、インド、中国について行われている（外国人従業員を対象とした
Working with Japanese Partnersという研修もある）。これらのうち、フランス、ドイツ、
インドについては外国人講師による英語での研修である。
　これらの研修は外部のベンダーに依頼して実施しているが、外国人の担当者あるいは講
師との打合せは英語で行われる。また筆者は研修担当者としてフランス、インドの研修を
観察（日産社内では「アテンド」と呼ぶ）したが、その際は外国人講師のアシスト、グル
ープワークの際の欠席者の補充、参加者への対応等を英語で行う場面があった。

（⚒）グローバル企業における外国語での業務を通しての気付きと学び
　派遣当初に参加したMCS（Mid Career Scout＝中途入社）研修に外国人（ドイツ人）が
参加していたので、ワークショップ形式で行われるグループワークの際は、彼がいるグル
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ープは必然的に英語で行われることになった。その際、意見交換をするにしても付箋紙に
書いてアイディアを整理するにしても、求められているのは文法的に正確な英語を話した
り書いたりすることではなく、その内容である伝えるべき情報をきちんと伝える、あるい
は受け取ることであると感じた。
　日常の業務で使用する電話やメールにおいては定型的な表現が用いられることが多く、
それらの「型」を身に付けることによってほとんどの場合対応できる（メールの場合は非
同期のコミュニケーションであるので、分からないところは時間をかけて調べることもで
きる）ことを体験的に理解した。
　また、英語で書かれた資料等に目を通す場合、とりあえず内容の概略をつかむことが必
要で、必ずしも逐語的に翻訳することを求められてはいないことが多い。個々の単語の意
味や表現のディテールよりも、まずは全体の意味をとらえることが大切であることが分か
った。
　筆者は⚒⚐年前（平成⚖年度）、文部省（当時）若手教員海外派遣にアメリカ合衆国インデ
ィアナ団に参加した経験がある。その際も感じたことだが、「英語を勉強しよう」「英語が
できるようになろう」と考えるより、まずは「英語を使ってコミュニケーションをしよう」
「英語を使って何かをしよう」と考え、実践すること。すなわち「リアルな文脈」におい
て英語を使うことが英語によるコミュニケーション能力を向上させることにつながると感
じた。

（⚓）グローバル人材を育成するための今後の学校教育の方向性
　現行の学習指導要領ならびにそれに先行する中央教育審議会答申（平成⚒⚐年⚑月⚑⚗日）は、
「⚒⚑世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域で
の活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」（knowledge-based 
society）の時代である」と指摘し、「「知識基盤社会」の特質としては、例えば、①知識
には国境がなく、グローバル化が一層進む」としている。viiiそして、内閣府の「グローバ
ル人材育成戦略」では、グローバル化は「情報通信・交通手段等の飛躍的な技術革新を背
景として、政治・経済・社会等あらゆる分野で「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」が国境
を越えて高速移動し、金融や物流の市場のみならず人口・環境・エネルギー・公衆衛生等
の諸課題への対応に至るまで、全地球的規模で捉えることが不可欠となった時代状況を指
す」ixものであるとしている。このような時代にあって、これからの時代を担う子どもた
ちにとって、公用語、伝統的な言語文化としての国語（日本語）を大切にしつつ、国際共
通語としての英語の能力を育成することは必要不可欠であると言える。次期の学習指導要
領の改訂に向けて、中央教育審議会の言語教育ワーキンググループにおいては、言語の教
育としての国語科・外国語科の内容の関連を図る検討が進められている。母国語と英語の
教育の双方をしっかり行っている外国の例も参考にしつつ、バランスの取れた語学力を育
成する教育計画・教育課程の開発に取り組んでいきたい。x

　人財開発グループの主担（課長職）である津田知佳氏は、東京理科大学で行った特別講
義「日産自動車におけるグローバル拡大に向けた英語公用語化の取り組み」において、「英
語力として身に付けなければならない基礎力は読んで聴く力です。次は、相手への敬意そ
して辛抱強くコミュニケーションを取りたい、理解をしたいという気持ちです。そして最
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後に強調したいのが、自分の言いたいことをまず明確にすることです。日本語でも何を伝
えたいかが明確になっていないときには、当たり前ですが、英語でも不明確です。これら
の⚓つの思考と行動をおこすことが、世界での活躍の幅を広げ、更なる成長にもつながり
ます。」と指摘している。この点において、英語の学習はもちろん大切であるが、日本語
による「思考力・判断力・表現力」を、各教科等における言語活動の充実を通してしっか
り育成していくことの重要性がますます明らかになったと考えている。
　また、教育工学に基づくインストラクショナルデザインの考え方では、リアルな状況の
中で少しずつ累積して獲得された領域固有の知識は、強く長く保持される、とされている。
日産における異文化研修は、実際にそれぞれの国を対象にビジネスを行っている人々が、
そこで使われる英語を用いてそれぞれの国について学ぶ研修なので、まさに「リアルな状
況」であると言える。国語（日本語）であれ英語であれ、学校教育の中で学ぶ際も、いか
に「リアルな状況」としての言語活動を組織することができるかによって、「生きてはたら
く言葉の力」としての言語能力の育成が左右されると考えられる。最近話題となっている
アクティブ・ラーニングについても、このような文脈の中で考えられるべきであろう。

⚖　日産グループ・グローバル共通の課題解決ツール「日産V-upプログラム」
（⚑）「日産V-upプログラム」とは
　日産には、日産グループ・グローバル共通の課題解決ツールとして「日産V-upプログラ
ム」（以下、「V-up」）がある。V-upは⚒⚐⚐⚐年にカルロス・ゴーンCEOが出した「日産独
自のマネジメント・ツールを作ること」という指示を契機に、当時倒産の危機からの業績
回復を目指して⚑⚙⚙⚙年⚗月に編成された「クロス・ファンクショナル・チーム（CFT）」
とともに、当時進行中の中期経営計画「日産リバイバルプラン（NRP）」をはじめとして、
現在に至るまで日産のマネジメントを支える車の両輪となっているものである。
　「V-upは、実施から⚑⚐年以上が経過した⚒⚐⚑⚒年末時点で、グローバルでの問題解決件数
は延べ⚓万件、金額効果に換算すると⚓⚕⚐⚐億円もの累積金額効果を日産にもたらしている。
現在では日産が高い目標に挑戦するに不可欠なツールとして浸透・定着している。」xi

　V-upプログラムは、日本の製造業で活発に行われているQC（Quality Control=品質管理）
サークル活動を参考にし、⚑⚙⚘⚐年代にモトローラによって開発された「シックス・シグマ」
を源流としている。「シックス・シグマ」は⚑⚙⚘⚑年にGEのCEOとなったジャック・ウェル
チ（John Francis "Jack" Welch Jr.）が経営全体のプロセス改革に適用して発展し、⚑⚙⚙⚐年
代後半になって日本にも紹介された。たとえば東芝では⚑⚙⚙⚙年にGEの手法に習い、さら
に独自の改良を加えて全社的な適用を行っている。GEにおいては⚒⚐⚐⚑年にGEの会長兼
CEOに就任したジェフリー・イメルト（Jeffrey R. Immelt）によってトヨタ生産方式（リ
ーン生産方式）が導入され、これとシックス・シグマを結合したハイブリッド手法は「リ
ーン・シックスシグマ」と呼ばれる。富士ゼロックスでは、ユーザーの出力環境を可視化
する「評価サービス」、コストの管理と削減を行う「資産管理サービス」、サービス窓口を
一本化してサポートする「サポートサービス」の⚓つより構成されるオフィス機器統合管
理のアウトソーシングサービス「富士ゼロックスXOS」（⚒⚐⚐⚔年〜）の「評価サービス」
においてリーン・シックスシグマを採用し、運用管理サービス、改善するプロセス、最適
な出力環境、といったユーザー企業のニーズに合った全社規模での改善案の作成を行って
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いる。
　ただし日産においては、シックス・シグマをそのまま取り入れるのではなく、V-up を行
う以前に実践していた課題解決プログラムであるTQM（Total Quality Management 総合
的品質管理）の経験を生かし、日産のクロス・ファンクショナル・チームのエッセンスを
取り入れて独自の課題解決プログラムであるV-upを作り上げた。xiiしたがって、集合研修
にせよe-Learningにせよ、V-upの研修は常に現実に直面するビジネス上の課題に対して、
具体的に対応策を考えさせる内容になっており、単なる知識の獲得でなく実践的なスキル
を育成するものとなっていると感じた。

（⚒）日産社内におけるV-upに関わる研修
　従業員の改善スキルを向上し、効率的・効果的な課題解決を進めていくために、各層に
向けて研修が実施されており、いくつかのツールについてはe-Learningも提供されている。
また、社内イントラネット（WIN）上にもV-upのサイトがあり、V-upに関わるさまざまな
情報（歴史、全体像、業務場面で役立つツールの紹介、社内における実践例等）が提供さ
れている。
　筆者は⚔月の研修開始当初に受講したMCS（Mid Career Scout=中途入社）研修におい
てV-upの全体像といくつかのツール（MECE、系統図、親和図）を学んだ。また、⚗月に
は海外部門の従業員を対象とした「V-up基礎講座」に参加し、「コーヒー店を新規開店する」
というシミュレーションを通して親和図とプロセスマップの活用方法を実践的に学ぶ機会
を得た。この研修では、事前課題としてe-Learningの受講が義務付けられていたので、e-
Learningで「V-upプログラム導入編」「ツール編（親和図、プロセスマップ、MECE、重
み付けツール）」「ファシリテーション編」を受講した。

（⚓）日常の業務におけるV-upの活用
　V-upによる課題解決に際しては、まず「IDEA（Identify=課題発掘→Define=課題分解と
定義→Effect Validation=予想効果確認→Approve/Accept=承認）プロセス」において課題
を設定し、その課題の規模の大きさや複雑さに応じて、クロスファンクショナルな課題解
決チームが編成されてから課題解決の方策の提案までの⚑〜⚓か月の期間を要する
「DECIDE（Define and Estimate=課題定義と予想効果の評価→Create a Team=チーム編
成→Improve/Innovate=改善／革新の方策立案→Deploy=方策の展開と実行→Evaluate=
改善効果の確認）」と、⚒週間〜⚑か月程度で行う「V-FAST（V-up FAst Solution Team）」
のどちらかの課題解決プロセスを取る。一方、日常の業務の中の様々な場面においても、
V-upのツールを用いて課題を解決する「V-upプログラムの『日常使い』」を全社で推進し
ている。
　日産における研修の後半（第⚓四半期）、人財開発グループでは次年度の研修について、
研修体系や個々の研修の目標や内容の検討と計画を進めた。その中で、「研修終了後に実
施する受講者アンケートの共通質問項目を作成する」という課題についてのチーム内の検
討において、マネージャー（人財開発インストラクター）がファシリテーターとなり、V-
upのツールを活用して課題解決に取り組む経験をした。
　グローバルアフターセールス事業本部担当の太田憲男CVP （常務執行役員）は新任課長
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研修の日産ウェイセッションにおける講話の中で、「日産ウェイとV-upが経営の両輪であ
る」と述べていた。実際に、集合研修の際は必ず各グループのそばにホワイトボードが設
置され、「V-up goods」と呼ばれる大きいサイズの付箋紙（⚓〜⚔色）、黒・赤・青⚓色の
サインペン等が用意されていて、議論をする際に受講者は必ず、それらを活用しながら思
考を「見える化」している。また、日常のちょっとしたミーティングや個人での作業の際
も、「V-up goods」と「V-up tools」を使って情報を整理するなど、まさに「日常使い」が
行われていることが理解できた。

（⚔）V-upの学校教育への応用
　親和図やプロセスマップといったV-upプログラムのツールや「グラウンド・ルール」xiiiは、
学校現場における会議や研修の際にも活用できる。また、言語活動／アクティブ・ラーニ
ングを行う授業にあっても、学習方法やワークシートにV-upのツールを活用することが
考えられる。xiv

　児童生徒の学習にしても教員のさまざま校務にしても、限られた時間を有効活用し、成
果を上げていくためにV-upのようなツールを活用することは非常に有効である。ただし、
このようなツールを活用するためにはその目的を明らかにした上で、ツールの使い方に習
熟する必要がある。
　横浜市立小中学校にも校務システム等新しいシステムの導入が進んでいる。このような
新システムの導入に際しては、「システム導入の目的を明らかにすること」「ツールを活用
するスキルについては必要な時間や工数をかけてきちんと習熟すること」等が必要である
ことを啓発していきたい。
　会議でアイディア出し（ブレーンストーミング）を行う場合や、授業研究の際の研究協
議等の場面で付箋紙と模造紙を使って思考を「見える化」することは、多くの学校現場で
行われているが、多くの場合個人的な思い付きや、メンバーや講師がどこかで経験した方
法で行われているので、かえって非能率的になったり、議論が形骸化してしまう場面も見
受けられる。そういったことを防ぐために、V-up の「付箋紙には体言止めでなく主語と述
語のある文で具体的に記述する」「作成した親和図はデジタルカメラで撮影し、すぐにメ
ンバー全員で共有する議事録とする」といったきまりや「グラウンド・ルール」は役に立
つものであり、学校現場での会議や研修の実情に合わせてアレンジし活用することが可能
である。
　課題解決ツールであるV-upは当然のことながら問題解決学習のツールとしても用いる
ことが可能である。たとえば、国語科の「書くこと」の学習において、作文に書く内容を
整理するために親和図を用いたり、構成を考えるためにプロセスマップを用いたりするこ
とができる。また、特別活動においても、年度当初に学級目標を決める際にV-FASTの方
法を用いたり、合唱コンクールに向けてクラスの練習計画を作成する際にプロセスマップ
を活用したりすることも可能である。
　児童生徒が日常の学習や生活の中でこのようなツールを使う目的を理解し、その活用法
に習熟することは、将来にわたって「生きる力」となってはたらくものと考えられる。
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⚗　長期企業派遣研修の意義と今後に向けて

　横浜市立学校教職員としては筆者が初めてであるが、日産では永年に渡って公務員・教
員の研修を受け入れてきた実績がある。受け入れにあたって日産は、派遣者が「逆出向」
の従業員として通常の業務を担当する（「工数をこなす」）ことを基本にしており、これ
は「お客さん」としての研修では体験できないことである。そのためにはモノづくりや経
理財務等も含めて多くの知識を学ばなければならないし、多くの人々と協働しなければな
らない。それらによって視野が広がり、様々な社会事象についての思考も深まった。
　短期間の体験ではなく⚑年間の期間があるので、企業におけるPDCAのサイクルを実際
に回しながら業務のフロー、プロセスの全体像を見ることができる。このことにより、目
前の業務だけでなくある程度長いスパンで仕事を考える習慣を身に付けることができたと
考えている。
　人財開発グループには、アフィリエイトの社員や派遣社員等さまざまな立場の人々が働
いており、さらに今年度は、人事本部の中に神奈川県庁職員、神奈川県立高校教員、横浜
市役所職員がいた。グローバル企業である日産は外国人の従業員や取引先も多く、それら
の方々との協働を通じて、まさにダイバーシティを体験することができた。そのことを通
して、学校とは違った形で、一つの組織の中でさまざまな立場の人々が協働するための在
り様を学ぶことができた。
　日産での勤務を終えるに当たり、上司であった方々から、次のような言葉をいただい
た。xv
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　学校と民間企業の違いで、色々と戸惑いもあったと思いますが、そうした中でも色
々と学ばれたとお聞きして、嬉しく思いました。この経験を是非、学校現場で生かし
て下さい。
　ところで、私は⚒月から文科省に頼まれて、中央教育審議会のメンバーになりました。
企業は人、国家も人、やはり教育は国家盛衰の原点だと思い、引き受けました。と言っ
ても、学校現場のことは全く分かりませんので、機会があれば逆にまた教えて下さい。
　⚑年間、本当にご苦労様でした。
　　　　　　　　　　　　　代表取締役副会長
　　　　　　　　　　　　　日本自動車工業会　前会長（現副会長）　 志賀俊之　さん
三藤さん
　報告ありがとうございます。三藤さんが様々な機会を捉えて、Leanerとして学び、
またそれを実践に結び付けようとされている姿勢が大変よく表れていると思います。
グローバル化は不可逆的に、かなりのスピードで今後も進んでいくことは間違いない
と思います。その中で日本の強さを生かしつつ、グローバルに通用する人材（日産で言
えば日本で働いているとしても、このことが強くもとめられるようになりました）を育
成していくか、学校も企業もその視点を持って取り組んでいくことが必要です。この
ポイントが今後⚕⚐-⚑⚐⚐年の日本の在り方、存在感に大きく影響していくと思います。大
きい課題ですが、共に取り組んでいきましょう。

常務執行役員（CVP）　 高橋雄介　さん
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いずれも筆者の如き者に対しては過分な言葉であるが、企業と学校がそれぞれの優れた面
を発揮しながら組織として切磋琢磨していくための示唆を得たと考えている。
　「チームとしての学校」ということが言われる今、学校はその組織そのものが「チーム」
として機能するとともに、さまざまな外部のリソースと有機的に関わりながら機能するこ
とが求められている。その意味では、企業における組織の在り方は参考になる部分も多い
が、一方で、世界に冠たる日本の教職員で組織される日本の学校は、潜在的な力を秘めて
いると考える。The power comes from inside−「すべては一人ひとりの意欲から始まる」。
組織を改善する力は、その組織の中にこそ存在することを常に念頭に置いて、今後の実践
に取り組んでいきたい。
【注】
i http：//www.nissanmotor.jobs/japan/NE/AboutUs/VisionAndMission.html
ii http：//www.nissanmotor.jobs/japan/NE/LifeAtNissan/Culture.html
iii http：//www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/kisoku-kijun/
iv 日本能率協会マネジメントセンター「人材教育」⚒⚐⚑⚔年⚗月号pp.⚔⚐-⚔⚕
v 「日経産業新聞」⚒⚐⚑⚕年⚑月⚑⚙日
vi 講師は瀬能和彦氏（日本ディベート協会副会長、芝浦工科大学講師）であった。
vii http：//www.nissanmotor.jobs/japan/NE/CareerAreas/RecruitmentAndDevelopment 
Philosophy.html
viii中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善について（答申）」（平成⚒⚐年⚑月⚑⚗日）
ix 「グローバル人材育成戦略（グローバル人材育成推進会議　審議まとめ）」（平成⚒⚔年
⚖月⚔日）
http：//www.kantei.go.jp/jp/singi/global/⚑⚒⚐⚖⚐⚑⚑matome.pdf
x 拙稿「これからの教育はグローバル化にどう対応するか−「ダイバーシティの視点から

　「Learner」で「Transparent」、常に「Challenge」を行い「Perform」し続ける姿勢
は、日産ウェイの体現者であり、社員に多大な好影響を与えてくださいました。まず
はそのことに感謝申し上げたいと思います。また、業務遂行にあっては、常に学校教
職員としての経験・知識と比較しながら進めてくださり、気が付いた箇所があるときに
は、適宜社員にフィードバックを与えて頂き、姿勢のみならず、知識面でも多大な貢
献を頂きました。
　昨年度末時点の受入時には、学校教職員の方の受入が初めてのことであり、どのよ
うな方がいらっしゃるか不安でしたが、機知に富み、自ら動くこと厭わない三藤先生
の活躍を目の当たりにし、その不安は杞憂であったと感じるとともに、今後もぜひ交
流を続けさせていただきたいと思いました。（可能であれば、三藤先生にあと数年は
弊社に在籍していただきたいほどです。）
　⚑年間多大な功績を残して頂き、感謝いたしております。今後も、ぜひ交流させて
頂きたいと思います。ありがとうございました。

人財開発インストラクター　内田光彦　さん
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−」（∁木展郎編著『「これからの時代に求められる資質・能力の育成」とは−アクティ
ブな学びを通して−』⚒⚐⚑⚕年　東洋館出版社pp.⚔⚘-⚕⚓）参照
xi永山晋［著］／井上達彦［監修］ 「日産V-upプログラムの開発と推進：戦略を駆動させ
るマネジメントツールの開発」（早稲田大学　アジア・サービス・ビジネス研究所）p.⚒
http：//waseda-asb.jp/wp-content/uploads/⚒⚐⚑⚔/⚐⚕/asb_Vup_⚒⚐⚑⚔⚐⚕⚐⚙.pdf

xii V-upプログラムについては、Shenkarが提唱する「イモベーションimovation」（他社
のモデルを部分的に模倣したり，一部改変したりすることで創出されるイノベーション）
の具体例とする早稲田大学の永山と井上の研究がある。
永山晋・井上達彦「経験学習を通じた模倣と戦略的イノベーションの創出── 日産自動車
V-up プログラムの事例 ──」（「早稲田商学」第⚔⚓⚘号　⚒⚐⚑⚓年⚑⚒月）
http：//www.waseda.jp/w-com/quotient/publications/pdf/wcom⚔⚓⚘_⚐⚔.pdf
xiii V-upの「グラウンド・ルール（Ground Rules）」は次のとおりである。
　予定外の話題を持ち出さない
　Don’t take up agendas not in the plan
　ポジションパワーを使わない
　DO NOT use position power
　積極的に「聴く」「話す」「書く」「行動する」
　Actively listen, speak, write and act
　時間厳守
　Be on time
　「いかに〜するか」など建設的な表現活用
　Use constructive expressions like “How to…”
　携帯電話はマナーモードに
　Set the cell phone in vibration mode
　安全なシェルター
　Provide safe shelter （do not disclose who said that…）
（井上達彦　監修／日産自動車株式会社V-up推進・改善支援チーム　著
『日産V-upの挑戦　カルロス・ゴーンが生んだ課題解決プログラム』⚒⚐⚑⚓年　中央経済社
p.⚑⚐）
xiv 国語科の授業にV-upのツールを活用した例としては、拙稿「今の思いをみんなに伝え
るスピーチをしよう」（入内嶋周一・平井佳江編著『小学校国語科授業アシスト　授業を
アクティブに変える！　言語活動を活性化させる単元モデル　⚕・⚖年』⚒⚐⚑⚖年　明治図
書出版pp.⚘⚒-⚘⚗）参照
xv 肩書きは当時。また、ここでは日産社内の慣習に従い、敬称を「さん」とした。
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　学習指導要領の改訂に向けて、中央教育審議会教育課程部会企画特別部会による「論点
整理」が出され、学校教育で育成すべき資質・能力について、さまざまな議論が行われて
いる。筆者は、平成⚒⚖年度（FY⚒⚐⚑⚔）の一年間、横浜市立学校教員企業等派遣研修として、
日産自動車株式会社（以下「日産」）人事本部グローバル人財開発部人財開発グループ
（以下「人財開発グループ」）に勤務し、企業人や教員の人材育成に関わる経験をした。
本稿では、人材育成、とりわけ社会人に求められる資質・能力について、コミュニケーシ
ョンのツールとしての言語の能力の視点から述べる。

⚑　はじめに

　平成⚒⚗年⚘月⚒⚖日の中央教育審議会教育課程企画特別部会の「論点整理」（以下「論点
整理）において、育成すべき資質・能力について、次のような三つの柱が示された。
　ⅰ）　 「何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能）」
　ⅱ）　 「知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等）」
　ⅲ）　 「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人

間性等）」
　そして、「特にこれからの時代に求められる資質・能力」として、「変化の中に生きる社
会的存在として」の資質・能力や、「グローバル化する社会の中で」求められる資質・能力
についても示され、「日本人としての美徳やよさを備えつつグローバルな視野で活躍する
ために必要な資質・能力」として、「言語や文化に対する理解を深め、国語で理解したり表
現したりすることや、さらには外国語を使って理解したり表現したりできるようにするこ
とが必要である」と述べられている。i

　平成⚒⚐年告示の学習指導要領における中学校国語科の目標は「国語を適切に表現し正確
に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や創造力を養い言語感覚
を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる」である。前述の「論
点整理」の内容は、基本的にこれを踏まえていると考えられるが、その源流は、平成⚑⚖年
の文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」にさかのぼることがで
きる。ii

　同答申の「第⚑」において、国語の果たす役割と国語の重要性について、「個人にとって
の国語」「社会全体にとっての国語」「社会変化への対応と国語」という⚓点で整理して
いる。
　そこでは、個人にとっての国語が果たす役割として、①知的活動の基盤を成す、②感
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言語の能力の育成に向けて

〜「コミュニケーションの能力」に着目して〜

横浜市教育委員会　三藤　敏樹
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性・情緒等の基盤を成す、③コミュニケーション能力の基盤を成す、の⚓つを、また、社
会全体にとっての国語の役割としては、①国語は文化の基盤であり、中核である、②社会
生活の基本であるコミュニケーションは国語によって成立する、と述べている。そして、
「価値観の多様化，都市化，少子高齢化，国際化，情報化など，社会の変化が急速に進む
中で，各人がその変化に対応するために，国語は重要な役割を果たす」としている。
　筆者は、⚑⚐年前に出された同答申において既に、個人・社会全体の両面に渡って「コミ
ュニケーション」について言及されていることに着目する。次節において、コミュニケー
ションの能力について考察する。

⚒　求められる資質・能力としてのコミュニケーションの能力

　日本経済団体連合会が実施した「新卒採用（⚒⚐⚑⚔年⚔月入社対象）に関するアンケート
調査」の結果によれば、採用選考時に重視する要素は⚑⚑年連続で「コミュニケーション能
力」が第⚑位である。iii

　このことの背景には、「事前規制社会から事後チェック社会への転換」があると筆者は考
えている。日産における筆者の見聞においても、製造業において、かつては事前に綿密な
上司の指示を仰いだ上でそれを忠実かつ正確に実行する従業員が求められていたが、変化
のスピードが速い現代にあっては、時々刻々と移り変わる局面のそれぞれにおいて、同僚
や顧客とコミュニケーションを取りながら主体的に判断することが従業員に求められてお
り、特に新任の管理職にとってそのような能力が自身にあるかどうかを不安に感じている
現状がよく語られていた。
　ところが、このことについて、これから就職しようとする学生の意識は異なる様相を示
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している。
　経済産業省による平成⚒⚑年度の調査「大学生の社会人観の把握と『社会人基礎力』認知
度向上実証に関する調査」によれば、「コミュニケーション力」は「粘り強さ」「チームワ
ーク力」「主体性」とともに、学生の認識としては「十分できている」が、企業の認識は
「まだまだ足りない」という結果が出ている。iv

　先に引用した文化審議会の答申にあるとおり、個人にとっての国語は「コミュニケーシ
ョン能力の基盤を成す」ものであり、「社会生活の基本であるコミュニケーションは国語に
よって成立する」のであるから、「コミュニケーション」の視点から国語科教育を考えるこ
とは言うまでもない。しかし、我が国における国語科教育は、ともすると「文学的な文章
の詳細な読解」と言われるように文学教育、あるいはそれを通しての人間形成の側面を重
視するあまり、社会生活に必要なコミュニケーション能力の基盤としての言語の能力を育
成する側面を軽視しがちであった。国語科の目標に「伝え合う力」が取り入れられたのは
平成⚑⚐年告示の学習指導要領からであり、すでに⚑⚕年以上が経過しているにもかかわらず
上記のような結果が出ているということは、学校教育（における国語科教育）がその役割
を果たし得ていないことを如実に表しているのではないか。我々国語科教育に携わる者は、
いま一度「国語科においてどのような資質・能力を育成することが求められているのか」
ということについて、しっかり考えていかなければならない。v

⚓　コミュニケーション・スキルとしてのコーチング
（⚑）コーチングとは
　筆者が日産の人財開発グループに勤務していた当時、「コーチング研修」を担当した。こ
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の研修は当初は管理職を対象としていたが、現在では一般層にも対象を拡大し、すでに
⚒⚐⚐⚐人以上が受講しているとのことであった。筆者は研修の企画運営をしたり、自分自身
が受講者として参加したり、講師であるプロフェッショナルコーチの話を聴いたりするこ
とを通して、コーチングの考え方は学校教育においても重要であると考えるに至った。
（事実、神奈川県立総合教育センターが実施したコーチング研修では日産のプロフェッシ
ョナルコーチであった増島和彦氏を講師に起用したことがある。）vi

　「コーチング」の「コーチ（coach）」とは、元来は乗っている人を行きたいところへ
運んでくれる「自家用の馬車」を意味し、そこから⚑⚙世紀のイギリスの学生が「生徒を相
手に合わせて個別に指導し、その人の学習目標を達成させる」存在として家庭教師のこと
をコーチと呼ぶようになったことに由来する。播摩早苗氏の定義によれば、「コーチング」
とは「会話によって相手の優れた能力を引き出しながら、前進をサポートし、自発的な行
動を促すコミュニケーション・スキル」であり、それは「答えは、その人の中にある」こ
とが前提となる。vii

（⚒）コーチングの基本スキル
　コーチングの基本は、「傾聴する」「質問する」「承認する」である。
　「『きく』には二種類ある。それは「聞く」と「聴く」であり、前者は耳できくのに対
し、後者は耳と心できくのだ」とよく言われる（日産のコーチング研修の講師であった大
隅宏之氏は「それに加えて「聴く」は「＋（プラス）目できく」と説明していた」。
　人の話を傾聴しようとする際は、相手とペースを合わせる「ペーシング」が必要であり、
言葉だけでなく非言語によるコミュニケーション（ノンバーバルコミュニケーション）が
重要となる。以前筆者が参加したコミュニケーションの学習会で、言葉を使わずに意思を
伝える演習を行った際、中学校で保健体育を担当する若い男性の教員が「君は素晴らしい」
ということを非言語で伝えようとしたところ、受け手は「お前は悪い奴だ」と受け取って
しまった、という例があった。ことほどさように、学校の教師は言語以外によるコミュニ
ケーションの効果に無頓着であることが多い。それは国語科を担当する教師においても例
外ではない、というより、国語科の教師ゆえに言葉（言語）に頼りすぎる傾向があるので
はないかと筆者は感じている。自戒を要することである。
　経験の浅い教員を指導する際、「質問」と「発問」の違いを説明することが多い。通常
「質問」の目的は「知りたい情報を手に入れる」「分からない、疑問に思うことを解決す
る」ことであるが、教室における教師の「発問」は、「教師は答えを知っていて、生徒にそ
の答えを確認させる」「生徒に物事を考えさせる」ことが目的である。コーチングにおけ
る質問は教室の「発問」と近いものがあり、「相手に考えさせる」「相手に意識させる」
「相手に気付かせる」「相手の考えを顕在化させる」ことを目的としている。そのために
は、いわゆる「オープン・クエスチョン」（⚕Ｗ⚑Ｈ=who,where,when,what,why,how）を
活用することが必要である。
　「承認」に関しては、「マズローの欲求五段階説」が有名である。これによれば、「承認」の
欲求は低次の「生理的欲求」「安全欲求」「社会的欲求（所属と合いの欲求）」に次いで
⚔番目に位置する「尊厳欲求（承認欲求）である。この欲求が充足されると、最高次の
「自己実現欲求」に至ると考えるのである。
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　「承認」とは、「あなたがここに存在していること」を認める行動や行為であり、相手の
変化や成果に気付き、その事実を言葉で伝えることであり、相手が求めているものが何な
のかに常に意識を向けていることである。それを行うためには、相手に興味・関心を持ち、
しっかりと相手を観察することが必要である。これらはまさに学校の教師に求められるも
のであろう。
　「承認」に関連して、「ほめて育てる」ということを言う教師が多い。しかし、アドラー
心理学を学校教育に生かすことを提唱する野田俊作氏と荻昌子氏は、「ほめることは必ず
しも勇気づけにならない」とし、「『よくできました』という観点から、すなわち縦の関係
の中で子どもをほめる態度から、『協力してくれてありがとう』という観点へ、すなわち横
の関係の中で子どもに感謝する態度へ、あなたの基本的な構えを変革しなければなりませ
ん」と指摘している。viii「縦の関係の中で子どもをほめる態度」とは、「あなたは良い子だ」
「あなたは優秀だ」という、「あなた」を主語とした「Youメッセージ」であるのに対し、
「横の関係の中で子どもに感謝する態度」とは、「わたしは、あなたの行動に感謝している」
「わたしは、あなたを認めている」という「Iメッセージ」である。このことは、学校にお
ける教師と子どもの関係だけでなく、人間同士が言語によるコミュニケーションを円滑に
行うために、常に意識しなければならないと考える。

（⚓）学習指導要領の指導事項としての「聞くこと」
　平成⚒⚐年告示の学習指導要領国語科では、「話すこと・聞くこと」の領域において、「聞
くこと」の指導事項が設けられた。小学校第⚑学年及び第⚒学年から中学校第⚓学年まで
の「聞くこと」の指導事項は次のとおりである。（下線は筆者）
　・　大事なことを落とさないようにしながら、興味をもって聞くこと。（小⚑・⚒エ）
　・　話の中心に気をつけて聞き、質問をしたり感想を述べたりすること。（小⚓・⚔エ）
　・　話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめるこ
と。（小⚕・⚖エ）

　・　必要に応じて質問しながら聞き取り、自分の考えとの共通点や相違点を整理するこ
と。（中⚑・エ）

　・　話の論理的な構成や展開などに注意して聞き、自分の考えと比較すること。
　　（中⚒・エ）
　・　・聞き取った内容や表現の仕方を評価して、自分のものの見方や考え方を深めたり、
表現に生かしたりすること。（中⚓・ウ）

　筆者が下線を付した部分に、これまで述べてきた「傾聴」「質問」「承認」の姿勢を見
て取ることができる。さらに、中学校⚓年「話すこと・聞くこと」の指導事項イ「場の状
況や相手の様子に応じて話すとともに、敬語を適切に使うこと」の解説では、「聞き手のう
なずきや表情にも注意し、聞き手に自分の意図が十分伝わっていないと感じられた時には、
分かりやすい語句に言い換えたり補足したりすることも大切になる。場合によっては、話
の途中で聞き手に問いかけたり質問を促したりしながら、理解を深めていくなどの働きか
けをすることも効果的である」ixと指摘し、聞き手だけでなく話し手に対しても、相手意
識を持ち、相手を尊重するコミュニケーションの在り方を求めていることは注目に値する。
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⚔　学習指導要領の改訂に向けて

　中央教育審議会教育課程部会国語ワーキンググループの資料「国語科で育成すべき資質・
能力（検討のたたき台）」では、前述の文化審議会答申を踏まえ、「思考力・判断力・表現
力等−教科等の本質に根ざした見方や考え方等（知っていること・できることをどう使うか）」
において、「テクスト・情報を理解する力、文章や発話により表現する力」として、【創造
的思考（とそれを支える論理的思考）の側面】【感性・情緒の側面】【他者とのコミュニ
ケーションの側面】の⚓側面を挙げ、【他者とのコミュニケーションの側面】では、
　喰　　言葉を通じて伝え合う力
　　⿟　相手との関係や目的、場面、文脈、状況等の理解
　　⿟　相手の心の想像、意図や感情の読み取り
　　⿟　自分の考えや思いの伝達
　喰　　構成・表現形式を評価する力
を挙げている。x前述したとおり、これらの能力は平成⚒⚐年告示の学習指導要領国語科に
おいても取り上げられている内容であるが、今後は国語のみならず外国語も含めて、さら
には異なる文化を持つ人々とコミュニケーションを図る場面において、ますます重要とな
るものと考えられる。今後の議論の中でこれらの能力、あるいはそのような能力の育成に
ついて、学習指導要領にどのような形で示されるのか、注視していきたい。

⚕　おわりに

　ここまで述べてきた日産における経験、あるいは現職である横浜市教育委員会事務局教
職員人事部教職員育成課の指導主事として人材育成に携わっている筆者は、とりわけ新た
に社会人となる若い年齢層において、言語による、あるいは非言語も含めてのコミュニケ
ーションの能力に課題があることを日々痛感している。しかし、多くの場合彼ら・彼女ら
は日本の学校教育を終えて社会に出ているのであり、その彼ら・彼女らの資質・能力に課
題があるとすれば、その責任は大学教育も含めた学校教育に帰さねばならないことは明ら
かである。事実、日産で筆者の上司であった常務執行役員の高橋雄介氏は、「新卒社員は
必要な能力を学校で十分に付けてきていないので、企業がやらなければならないのです」
と発言していたことを記憶している。
　かつて中学校の教室で子どもたちと「国語」を学び、現在は人材育成に関わる者の一人
として、これからの時代に求められる資質・能力を育成するための、学校における国語科
教育の在り方について、今後も考えていきたい。
【注】
i中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」（平成⚒⚗年⚘月⚒⚖日）
ii文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（平成⚑⚖年⚒月⚓日）
iii http：//www.keidanren.or.jp/policy/⚒⚐⚑⚔/⚐⚘⚐_kekka.pdf
iv http：//www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/pr⚑.ppt
v 「生きる力」「伝え合う力」としてのコミュニケーションの能力については、拙稿「コ
ミュニケーション能力」（東京法令出版「月刊国語教育」⚒⚐⚑⚐年⚘月号pp.⚓⚖-⚓⚗）参照
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vi 以下、本稿における「コーチング」については、増島和彦氏（プロフェッショナルコー
チ）と大隅宏之氏（日産自動車人財開発インストラクター）のお二人の示唆によるところ
が大である。記して謝意を表します。
vii 播摩早苗『今すぐ使える！コーチング　プロコーチだけが知っているとっておきの方法』
（⚒⚐⚐⚖年　ＰＨＰ新書）p.⚑⚔
viii 野田俊作・荻昌子『クラスはよみがえる−学校教育に生かすアドラー心理学』（⚑⚙⚘⚙
年　創元社）p.⚑⚒⚙
ix 文部科学省『中学校学習指導要領解説　国語編』（平成⚒⚐年⚙月⚒⚕日）p.⚖⚖
x http：//www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/068/siryo/__icsFiles/afieldfile 
/2016/04/01/1369033-2.pdf
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⚑．はじめに
　「自分のことを話すのがこんなに楽しいとは思わなかった。」
　本単元の中で行われた「みんなの今と未来を語り合う」会の後、子どもたちからはこん
なつぶやきがたくさん聞かれた。
　毎日一緒に過ごしているクラスの仲間だからこそ、語れたのだろう。また、人間関係の
できている間柄だからこそ、相手の話に心から興味を持ち、自然と質問したり、感想を述
べたりして、語り手が整理しながら話したり、聞き手が理解を深めることができたりした
のだろう。子どもたちの語り合いは、まるで日常生活での談笑のように和やかに、楽し気
に行われた。
　一見、ありふれた子供同士の会話の場面にも見えるが、自分たちのプライベートなこと
にまで踏み込んで引き出し合うような会話は、日常生活の中で自然発生的には生じない。
　そこで、国語科の学習単元として、目標をもって取り組ませると、ごく自然に見える語
り合いが、明確な学習の目的をもって展開された。
　ここでは、そんな実践例を授業で使用した資料によって提案する。

⚒．資料について
　【指導案】－　Ａ⚔用紙⚑枚にまとめられている。以降の資料については、この【指導

案】の「評価規準」や「授業計画」に沿って参照されたい。
　【資料①】－　単元のはじめに配付し、「学習の目標」「学習の流れ」等の見通しを持た

せている。
　【資料②】－　語り手自らが自分についての話題を引き出すための手がかりとして使用

する。また、「みんなの今と未来を語り合う」会の際に、聞き手が聞きた
い話題を指定する道具として使用する。

　【資料③】－　語り手として自分についての話題を整理している例。
　【資料④】－　「みんなの今と未来を語り合う」会の記録。ルールに沿って語り合って

いるので、お互いの理解が深まる過程がパターンになっていることを示
している。子どもたちのこれからの生活に
おいて、他者との対話の場面に生かしたい
パターンとなる。

　【資料⑤】－　評価規準に照らして、評価を行うための振
り返りプリント。「みんなの今と未来を語り
合う」会の後で、改めて語り合ったメンバ
ーと会の中でのやり取りを相互評価的に振り返り、その後にまとめている。
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〜対話することの意義を実感し、

有意義な語り合いの仕方を身に付けるための実践・提案〜

横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　増田　友昭
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【指導案】
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【資料①】

【資料②】
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【資料③】
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【資料④】
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【資料⑤】
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⚑　育成を目指す能力（国語科として身に付けたい力）
　（⚑）生徒の学習状況から
　　社会生活の中から話題を決め、自分の経験や知識を整理して考えをまとめ、話合いが
効果的に展開するように進行の仕方を工夫し、課題の解決に向けて互いの考えを生かし
合うこと。

（⚓年「Ａ話すこと・聞くこと」（⚑）エ）
　（⚒）評価規準（国立教育政策研究所『参考資料』より）

⚒　単元名・教材名
　　課題の解決に向けて互いの考えを生かし合う
　　〜「故郷」を素材とした話合いを設計する〜
⚓　単元・教材について
　「故郷」を素材として「“人間のつくる社会”について考えを深める」という目的で話
合いをする。その際、生徒自身に話題や話合いの方法を決めさせる（話合いを設計する）
ことで、互いの考えを生かし合い、課題の解決に向けて話合いが効果的に展開するように
進行の仕方を工夫する力を身に付けさせる。
⚔　単元・教材の評価規準
　（⚑）具体の評価規準

中学校指導案「話すこと・聞くこと」
〜故郷〜

横浜市立南高等学校・附属中学校　山内　裕介

言語についての
知識・理解・技能話す・聞く能力国語への

関心・意欲・態度

④　時間の経過による
言葉の変化や世代に
よる言葉の違いを理
解するとともに、敬
語を社会生活の中で
適切に使っている。
（イ（ア））

②　社会生活の中から話題を決め、自分の
経験や知識を整理して考えをまとめ、語
句や文を効果的に使い、資料などを活用
して説得力のある話をしている。（ア）

③　話合いが効果的に展開するように進行
の仕方を工夫し、課題の解決に向けて互
いの考えを生かし合っている。（エ）

①　目的や場面に応じ、
相手の様子に合わせ
て話したり、表現の
工夫を評価して聞い
たり、課題の解決に
向けて話し合ったり
している。

言語についての
知識・理解・技能話す・聞く能力国語への

関心・意欲・態度

④　場の状況や相手に
応じて、使用する言
葉を選び、敬語を適
切に使って話してい
る。

②　課題を解決するために話合いの話題や
方法を決め、自分の経験や知識を整理し
て考えをまとめ、資料などを活用して説
得力のある話をしている。

③　課題の解決に向けて、互いの考えを生
かし合い、効果的に話合いが進むよう工
夫して話し合っている。

①　課題の解決に向け
て、互いの考えを生
かし合い、効果的に
話合いが進むよう工
夫して話し合おうと
している。
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　（⚒）中心となる言語活動
　　　　「故郷」を素材として考えを深めるための話合いを設計する

　　　　※学習指導要領との関連

　　　　　指導事項

　　　　　　話合いが効果的に展開するように進行の仕方を工夫し、課題の解決に向けて互いの考えを生かし合

うこと。

　　　　　言語活動例

　　　　　　社会生活の話題について、相手を説得するために意見を述べ合うこと。

（⚓年「Ａ話すこと・聞くこと」（⚒）イ）

⚕．指導上の工夫
○これまでの学習経験を生かす
　生徒たちはこれまでに一斉の話合いとして、次のようなものを経験している。

　また、「蝉の声」を教材として、「社会や人間について考えを深める」ために自分たちで
問いを立てて考える学習を行っている。本単元の学習では、これまでの学習を生かし、
「故郷」を素材として自分たちの考えを深めるために、どのような話題で、どのような方
法で話し合うのがよいかを考え、話合いを設計するという学習を行う。それによって、自
らの話合いのメタ認知を促し、本単元で目指す能力を育成していく。
○自分（たち）の学習をマネジメントする
　本学級では、毎時間の授業で「目指す姿（評価規準）」「学習の手順（単元全体の流れ）」
「学習の課題」等を整理したスライドを画面に映し、それらを生徒が常に意識しながら学
習できるようにしている。また、これまでの学習においても、ノートの整理の仕方や学習
の方法（本実践では話合いの方法）等を生徒自身に選択させるようにしている。そうする
ことによって、課題解決的な学習において自分（たち）の行っていることが目指す姿（目
標）に向かっているものかを常に念頭に置き、自己や集団の学習を管理し、効果を最適化
するように改善していくこと。いわば「自己（集団）の学習をマネジメントする」ことが
できるように促している。
○学級一斉による課題解決的な学習
　話し合うために必要な能力は、ペア・グループ・学級全体で解決するための課題を設定
し、実際に話し合うことによって磨かれるものであるが、最終的には個人に帰結するもの
である。したがって、能力の育成のためには自己の考えを明確にして他者と交流し（集団
での学習）、最後は自己の活動の状況や変容を確認し、学習を自覚できるようにすること

第⚓章

話題方法

・「くもの糸」の第⚓場面はあった方が良いか？ない方が良いか？
・「少年の日の思い出」の「僕」と「エーミール」どちらを支持する
か？

⚒つの立場で討論

・芥川龍之介の⚔つ作品（「鼻」「杜子春」「トロッコ」「くもの糸」）
で人間の姿が最も表れているのはどれか？

・「走れメロス」でメロスを最後まで走らせたのは誰か？
・学校を紹介するポスターのキャッチコピーを品評する
・「高瀬舟」で喜助はなぜお奉行様に聞きたくなったのか？

一斉の話合い

・カナダの生徒に日本を知ってもらうために何を紹介するか？パネルディスカッション
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が重要である。
　集団での学習として、グループ学習は様々な実践においてよく行われるものであるが、
そのねらいが曖昧であったり、その方法で行うことによる学習に与える効果に対する認識
が甘かったりして、十分な成果を上げられないケースも少なくない。一方で、中学校国語
の実践においては、学級一斉による話合いが小学校に比べてあまり積極的に行われていな
い現状もある。本実践で、学級一斉による課題解決的な学習を示すことで、一斉学習を見
直すきっかけとなってほしい。
⚖．「資質・能力の育成」の視点から考えられること
　社会生活の様々な機会に、社会生活の中の様々な課題を解決するために、会議を組織・
運営し、互いの考えを生かし合うことは行われる。しかし、学校教育の中でどれほどその
会議の方法を意識した指導がなされてきただろうか。特別活動として行われる学級会や各
種の委員会、生徒総会などが話合いとして沈滞し、なかなか意見がまとまらなかったり、
アイディアを煮詰めることができなかったりすることはよくあることだ。
　それらの原因として考えられるのは、話合いの方法が適切でなかったり、参加者に話合
いを効果的に進めるための経験やスキル等が足りなかったりすることである。生徒同士の
顔が見える座席配置にしたり、立場が意見や複数ある場合には討論の方法をとったりする
ことで、話合いを活性化させることができることや、話合いにどのように参加することが
よいのかを生徒自身が知り、自らの社会生活に生かしていけるようにすることが必要であ
る。
　「教育課程企画特別部会 論点整理」（平成⚒⚗年⚘月・P⚑⚕）では、「教育課程全体でどの
ような資質・能力を育成していくのかという観点から、各教科等の在り方や、各教科等に
おいて育成する資質・能力を明確化し、この力はこの教科等においてこそ身に付くのだと
いった、各教科等を学ぶ本質的な意義を捉え直していくことが重要である。」と述べられ
ているが、先に述べたような力を生徒に身に付けさせるのは、本来国語科が担うべきもの
である。そのためにも、本実践のように生徒が自らの話合いをメタ認知しながら、課題の
解決や目標の実現に向けて話し合う学習をより一層重視していくことが大切である。
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⚗　能力育成のプロセス（⚕時間扱い）

 

第⚓章

◎：Ａの状況を達成していると判断する際の
キーワードや具体的な姿

☆：Ｂの状況を実現するための手だて

具体の評価規準
（①〜④は、⚔（⚑）に示した評価規準。

【　】は、評価方法）

時

◎　これまでの話合いの経験から具体的な話
合いの場面を想定し、担当する案について検
討した結果を具体例を挙げながら話している。
◎　話題についての様々な考えを想像し、ど
のような話合いになるかを想定しながら検討
し、その内容を話している。
☆　話合いの話題や方法をイメージできない
生徒には、これまでの学習で経験した話合い
のことを想起させ、その方法にはどのような
特徴があるか、どのような長所短所があるか
を確認する。
☆　「故郷」の読み取りが不十分な生徒には、
グループ内の他の生徒に、文章の内容（話の
筋・登場人物の心情）を説明させる。
☆　話合いの案についての検討が不十分なグル
ープには、ブレーンストーミングの考え方を
使って、担当している案の話題についてどの
ような考えが出るかを考えさせるようにする。

②　課題を解決するために話合いの話題や方
法を決め、自分の経験や知識を整理して考え
をまとめ、資料などを活用して説得力のある
話をしている。

⚑

⚒
・
⚓
・
⚔

☆　それぞれの発表や話合いを基に、学級全
体の考えが決定されることを確認し、発表の
内容や自分の意見が全員に伝わるように話す
ことが必要であることを理解させる。

④　場の状況や相手に応じて、使用する言葉
を選び、敬語を適切に使って話している。

◎　話合いの状況を的確に捉え、他者の考え
を引き出すような発言をしたり、進行の仕方
について提案をしたりしている。
☆　話合いの中での発言には、話し合ってい
る内容についてのものと、進行についてのも
のとがあることを確認する。
☆　話合いの目的を常に意識し、必要に応じ
て進行の仕方についての発言をするように促
す。

③　課題の解決に向けて、互いの考えを生か
し合い、効果的に話合いが進むよう工夫して
話し合っている。

⚕
・
⚖

◎　話合いの映像を見せたり、話合い自体に
ついてどのように感じたかを交流したりして、
具体的な場面に基づいて「どのようにすればよ
いか」を明確にさせる。

①　課題の解決に向けて、互いの考えを生か
し合い、効果的に話合いが進むよう工夫して
話し合おうとしている。

⚗



− 103 −

 留意事項主たる学習活動・中心となる言語活動（下線）

・板書をノートに写させる。
・これまでの話合いの授業を想起させる。

・話合いの目的を意識しながら読むことを確認する。

・ペアで互いに考えたことを話させる。

（⚑）学習の課題、目指す姿（評価規準）、
単元全体の流れを確認し、学習の見通しを
もつ。

（⚒）「故郷」を読む。

（⚓）作品について考えたことを交流する。

・クラスを⚖つのグループ（⚖〜⚗人）に分け、⚑
つの案に⚒グループずつを割り当てて検討させる。
・これまでの学習を振り返り、経験に基づいて考え
るよう促す。
・「ロイロノート」を活用してスライド⚕枚程度を
作成させる。

・タブレットを使って発表させる。

・学級一斉で話し合って決定する。決定に至るプロ
セス、採決の方法も生徒に決めさせる。

（⚔）次の話合いの話題と方法（Ａ〜Ｃ案）
について、目的の実現可能性とその理由、
課題を解決するために話合うの際の注意点
を考える。タブレットを活用して、プレゼ
ン資料を作成する。

（⚕）グループごとに発表する。

（⚖）実際に採用する方法を決定する。

・自分の考えをもつとともに、個人としてどのよう
な姿勢で話合いに参加するのがよいか、学級全体
としてどのような話合いにするのがよいかを明確
にさせる。
・話合いを行う際に、必要に応じて話合いを途中で
止めて、「それまでの話合いはどうだったか？」「そ
の後どのようにするのがよいか」を考えさせる。
「○○％」と実現度を数値で示して、話合いの状況
を全体で共有できるようにする。

（⚗）話合いの準備をする。
・自分の立場を決める。
・同じ立場の人同士で話し合い、考えを深め
る。

（⚘）話合いを行う。

・「話合いを充実させるためにどのようにすれば良
いか」ということについて、学級全体で考える。（⚙）単元の学習全体の振り返りを行う。

【話合いの話題と方法】
Ａ案：「あなたが考える社会はどのような社会か？」というテーマで、
　　「私」「ルントウ」「ヤンおばさん」「母」に分かれてパネルディスカッション
Ｂ案：「私は再び故郷に戻ってくるか？」というテーマで討論
Ｃ案：「腕や皿を埋めたのは誰か？」「金色の丸い月は何を示しているか？」という
　　テーマで一斉の話合い
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⚘．本時までの流れ

 

第⚓章

【第⚑時】
単元名（学習課題）、目指す姿（評価規準）を板
書し、単元の学習について見通しをもつ。ポイ
ントとなる部分に黄色で傍線を引き、これまで
の学習を想起させながら、具体的にどのような
学習をするのかを説明する。

【第⚒時】
Ａ〜Ｃ案それぞれの担当を決め、グループで検討
する。まずは、「故郷」を読みながら、互いの感
想や意見を交流し、グループとしての方向性を
決めていく。各グループを回りながら、生徒の
状況に応じて指導を行う。

【第⚒時】
タブレットでスライドを作成する前に、グルー
プとしての考えをしっかりと固めることが必要
だと判断し、ノートに整理するグループ。評価
規準②の「自分の知識や経験を整理して考えをま
とめ、説得力のある話をしている」を実現してい
る。

【第⚓時】
タブレットを使ってプレゼンのスライドを作成
させる。スライドの作成を通して、グループと
しての考えをまとめさせる。スライドに盛り込
む内容の規準を示し、ゴールを明確にする。ス
ライドはあくまでも発表の補助資料であること
を強く意識させる。



− 105 −

 

【第⚓時】
スライドを作成しながら、「故郷」を読み返し、
担当している案では、どのような意見が出るか
を想定したり、どのような話合いになるかをシ
ミュレーションする。

【第⚓時】
教科書・ノートを見ながらタブレットを使用し、
プレゼンのスライドを作成する。「ロイロノー
ト」の機能を使って個々で作成したスライドを共
有し、グループとしてのスライドを完成させる。

【第⚔時】
タブレットを活用して各グループの検討した内
容を発表する。それぞれのタブレットにスライ
ドを表示しながら話す。手元のスライドを確認
したり、発表者の方を見たりしながら発表を聞
く。

【第⚔時】
発表の後、採用する方法を決める。決め方も生
徒に考えさせる。各グループへの質疑応答の後、
それぞれの案について賛成意見を述べ合い、多
数決を採って決定した。本来は円になって一斉
で話し合うのが望ましいが、短時間で決めるこ
とを優先し、この方法となった。
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⚙．生徒の作成したスライド

Ａ案：「あなたが考える社会はどのような社会か？」というテーマで、「私」「ルントウ」
「ヤンおばさん」「母」に分かれてパネルディスカッション
について検討したグループ⚑のスライド

 

第⚓章
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Ａ案：「あなたが考える社会はどのような社会か？」というテーマで、「私」「ルントウ」
「ヤンおばさん」「母」に分かれてパネルディスカッション
について検討したグループ⚒のスライド
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Ｂ案：「私は再び故郷に戻ってくるか？」というテーマで討論
について検討したグループ⚑のスライド

 

第⚓章
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Ｂ案：「私は再び故郷に戻ってくるか？」というテーマで討論
について検討したグループ⚒のスライド
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Ｃ案：「腕や皿を埋めたのは誰か？」「金色の丸い月は何を示しているか？」というテー
マで一斉の話合いについて検討したグループ⚑のスライド

 

第⚓章
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Ｃ案：「腕や皿を埋めたのは誰か？」「金色の丸い月は何を示しているか？」というテー
マで一斉の話合いについて検討したグループ⚒のスライド
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第⚓章
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⚑．期　間　　　　平成⚒⚖年⚑⚑月第⚓週〜⚑⚒月第⚑週
⚒．場　所　　　　横浜市立南高等学校附属中学校⚒年⚔組教室
⚓．生　徒　　　　⚒年⚔組　⚔⚐名（男子⚑⚙名　女子⚒⚑名）
⚔．単元名　　　　ポスターセッションをする
⚕．言語活動　　　「カナダの生徒に日本を知ってもらうために何を紹介するのが良いか」

というテーマでパネルディスカッションをする。
⚖．教　材　　　　「パネルディスカッションをしよう」（『中学生の国語』 三省堂）
　　　　　　　　　「国語便覧」（浜島書店）

⚗　単元の評価規準

⚘．指導と評価の計画
　【第⚑時】

第⚓章

中学校指導案「話すこと・聞くこと」
〜パネルディスカッション〜

横浜市立南高等学校・附属中学校　山内　裕介

言語についての
知識・理解・技能話す・聞く能力国語への関心・意欲・態度

○パネルディスカッショ
ンという話合いの方法に
ついて、他の話合いの方
法と比べながら特徴を理
解している。（（⚑）イ（オ））

○相手の意見や反論などを予想
して自分の考えをまとめる。
（イ）
○目的に沿って提案したり、発
言の内容を整理したりして話合
いを進行する。（オ）
○自分の意見の根拠や理由を明
確にし、話合いの流れに応じて
適切な情報や資料を示す。

○目的に沿って話合いに参加し、
流れに応じて適切な情報や資料
を示しながら自分の考えを話そ
うとしている。

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

【評価規準】
［言語についての知
識・理解・技能］
パネルディスカッション
という話合いの方法につ
いて、他の話合いの方法
と比べながら特徴を理解
している。（（⚑）イ（オ））
【評価方法】
ノートの記述

・学習のねらいと言語活動の内
容を具体的に示し、学習の見
通しをもたせる。

・「パネルディスカッションをし
よう」（『中学生の国語』三省
堂）を読んで学習の流れを確認
させる。

・⚓〜⚔名の生徒に「何を紹介す
るか？」を聞いた後、席の近い
生徒で考えを交流させる。

○学習のねらいや進め方をつか
む。

○パネルディスカッションにつ
いて知る。

○「カナダの生徒に日本を知って
もらうために何を紹介するの
が良いか」というテーマについ
て話し合う。

学習の課題をとらえ、単元の学習について見通しをもつ。

テーマについて考え、自分の立場を決める。
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 【第⚒・⚓時】

【評価方法】
ノートの記述

・例として「伝統文化」「サブカ
ルチャー」を挙げる。

・候補となる立場を考えながら、
それぞれに含まれる具体的な
事柄を考える。

○テーマに対してどのような立
場が考えられるかを話し合い、
クラスとして設定する立場を
決める。

○自分の立場を決める。

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

【評価規準】
 ［話す・聞く能力］
相手の意見や反論などを
予想して自分の考えをま
とめる。（イ）
【評価方法】
行動の観察
ワークシートへの記述

・前時の板書と単元のねらいな
どを整理した画像をスクリー
ンに映し出す。

・周りの生徒と意見交換しなが
ら、個人の考えを記入するよ
うにさせる。

・それぞれの考えを発表し合い、
他の立場からはどのような反
論を受けるかを話し合いなが
ら考えを深めるようにさせる。

○本単元のねらいやこれまでの
学習の流れを確認し、本時の
学習活動について見通しをも
つ。

○ワークシートに記入しながら、
テーマについて、以下のよう
な自分の考えを整理する。

・自分の主張・根拠
・自分の主張・根拠の問題点とそ
れに対する改善策

・予想される他の立場の意見と根
拠

【⚒年⚔組が設定した立場】
○伝統文化
○サブカルチャー（新しい文化）
○最新技術・便利グッズ
○特産物・名物

○同じ立場のグループで意見を
交流し、自分の考えを深める。

○テーマの内容を分解して考え
ることで、考えを深めること
ができることを確認する。

「カナダの生徒へ」
　（＝相手）
「日本を知ってもらうために」
　（＝目的）
「○○を紹介する」
　（＝具体的なもの・方法）

テーマについての自分の考えを整理する。

グループで意見交流し、テーマについての考えを深める。
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　【第⚔時】

　【第⚕時】

 

第⚓章

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

【評価規準】
 ［話す・聞く能力］
目的に沿って提案したり、
発言の内容を整理したり
して話合いを進行する。
（オ）
【評価方法】
行動の観察
ワークシートへの記述

・ノートにメモしたり、必要に
応じてコピーをするように指
示する。

・どの本から得た情報か（出典）
を記しておくよう指示する。

・WEBのキーワード検索のよう
に焦点を絞って情報を探すの
ではなく、テーマや自分の考
えなどを意識しながら書架の
書籍等を見て、資料や情報を
見付けることが効果的である
ことを確認する。

・学校図書館の閲覧室を利用し、
検討するように指示する。

○学校図書館を利用して、自分
の考えを裏付けるような資料
や情報を集める。

○集めた資料を同じ立場のグル
ープで検討し、グループや自
分の考えを深める。

○必要に応じて、インターネッ
トを使ったり、インタビュー
するなどして次時までに情報
を集めてくる。

自分の意見に説得力をもたせるための資料や情報を集める。

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

【評価規準】
［話す・聞く能力］
目的に沿って提案したり、
発言の内容を整理したり
して話合いを進行する。
（オ）
【評価方法】
行動の観察
ワークシートへの記述

・前時の板書と単元のねらいな
どを整理した画像をスクリー
ンに映し出す。

・「パネルディスカッションをし
よう」（『中学生の国語』三省
堂）と「国語便覧」（浜島書店）
を読んで確認させる。

・コーディネーターは、パネル
ディスカッションの際に公平
な立場で参加擦ることを確認
する。

○本単元のねらいやこれまでの
学習の流れを確認し、本時の
学習活動の見通しをもつ。

○パネルディスカッションの流
れとコーディネーター・パネリ
スト・フロアそれぞれの役割を
確認する。

○役割分担を決める。
・コーディネーター（⚒名）と各
立場のパネリスト（各⚓名）を
決める。

パネルディスカッションの準備をする

グループごとにパネルディスカッションの準備をする。
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　【第⚖・⚗時】本時（第⚖時）

 

・グループとして考えをまとめ
ることとともに、グループの
中で「だれがどんな情報をもっ
ているか」を共有することが有
効であることを確認する。

・プレゼンの授業を想起させ、
自分の考えを述べる際に、ど
のような資料を提示するのが
効果的か考えさせる。

○パネリストを中心にお互いの
考えを交流し、グループとし
ての考えや個人で集めた資料・
情報を確認する。

○「三角ロジック」を意識して整
理すると自分の意見・主張と根
拠との関係が明確になり、論
理的に話合いができることを
確認する。

○パネルディスカッションの際
に提示する資料を作成する。

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

【評価規準】
［話す・聞く能力］
○自分の意見の根拠や理
由を明確にし、話合いの
流れに応じて適切な情報
や資料を示す。
【評価方法】
行動の観察

・「三角ロジック」を意識して話
合いに参加することを確認す
る。

・コーディネーターの生徒⚒名
の主導で話し合わせる。必要
に応じて、話合いが目的に沿
って進むようコーディネーター
へ働きかける。

・話題がそれたり、発言者が偏
ったりするなど話合いがうま
く進まず、コーディネーター
がうまくコントロールできな
い場合には、必要に応じて話
合いを止めて指導することも
考えておく。

・パネルディスカッションの様
子を撮影する。

・⚒時間かけて話合いを行う。
前半の⚑時間で⚓までは終わ
らせるようにさせる。

○パネルディスカッションのね
らいや流れを確認し、本時の
学習活動の見通しをもつ。

○以下の流れでパネルディスカ
ッションを行う。

⚑ ．始めのことば
　（コーディネーター）
⚒ ．パネリストからの発表
⚓ ．パネリスト相互の質問
　・意見交換
⚔ ．フロアからの質問・意見
⚕ ．パネリストからのまとめ
⚖ ．終わりのことば
　（コーディネーター）

パネルディスカッションをする
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第⚓章

【評価規準】
［国語への関心・意欲・・
態度］
目的に沿って話合いに参
加し、流れに応じて適切
な情報や資料を示しなが
ら自分の考えを話そうと
している。
【評価方法】
振り返りの記述

・単元の学習について整理した
画面を映し出し、「目指す姿」
に沿って自分の学習を振り返
るように促す。

○パネルディスカッションや単
元の学習全体を通して考えた
ことをノートにまとめる。

学習の振り返りを行う
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　「古典の一節を引用するなどして、古典に関する簡単な文章を書くこと。」（伝統的な
言語文化と国語の特質に関する事項ア（イ））についての実践である。この単元は「古典
に親しむこと」を一番の目的としている。観光案内パンフレットを作るという相手意識・
目的意識を明確にすることで、客観的な視点で古典作品をとらえることになる。
　また、パンフレット作成のための資料として「ビギナーズ・クラシックス日本の古典」
を読んでいる。この本を資料として用いることで、教科書で採用されている「おくのほそ
道」の章段だけでなく、さらに多くの章段に触れることになる。さらに、パンフレットを
作るためには、本の中から適切な個所を抜き出すこととなる。その際、自分のものの見方
や考え方と対比しながら読むことになるため、新しい考え方を知ったり、自分の考えを再
構築したりすることができるようになる。
　この授業では、パンフレットの作成中に「おくのほそ道」に関する知識を広げるだけで
なく、他の生徒作品を見ることで古典に対する見方や考え方を深めることができると考え
ている。
茅ヶ崎市立赤羽根中学校　第⚓学年　国語科指導案

第⚓章

中学校指導案「読むこと」
〜『おくのほそ道』観光案内パンフレットを作ろう！〜

茅ヶ崎市立赤羽根中学校　荒井　純一

古典の一節を引用するなどして、古典に関する簡単な文章を書くこと。（伝国ア（イ））
目的に応じて本や文章などを読み、知識を広げたり、自分の考えを深めたりするこ
と。

（読むこと（⚑）オ）
指導内容

○古典の一節を引用して、古典に関する簡単な文章（パンフレット）を書く力。【伝国】
○パンフレット作成のために「ビギナーズクラシックス」を読み、『おくのほそ道』
に関する知識を広げたり、自分の考えを深めたりする力。【読むこと】

目標
（身に付け
させたい力）

夏草―「おくのほそ道」から（光村版三年教科書）
おくのほそ道（全）ビギナーズ・クラシックス日本の古典（角川ソフィア文庫）単元・教材

評　価　規　準

言語についての知識・理解・
技能読む能力国語への関心・意欲・

態度

「おくのほそ道」の章段の一
節を引用して、古典に関する
簡単な文章（パンフレット）
を書いている。

パンフレット作成のために「ビギナ
ーズクラシックス」を読み、『おくの
ほそ道』に関する知識を広げたり、
章段の内容を再構成することで、自
分の考えを深めたりしている。

「おくのほそ道」の一節を
引用して、観光案内パン
フレットを作ることで、
作品に対する自分の考え
をもとうとしている。

授　業　計　画

学習活動
（下線は国語科における言語活動）

具体の評価規準
【評価方法】

⚑ ．学習の見通しをもつ。⚑Ⅰ
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《生徒への提示資料》

 

⚒ ．国語便覧を用いて、『おくのほそ道』の旅の大まかなものを
理解する。
⚓ ．自分の興味をもった部分（地名）を何か所か列挙する。
⚔ ．「ビギナーズクラシックス」を読み、観光案内パンフレッ
トを作れそうな章段を選ぶ。

パンフレット作成のため
に「ビギナーズクラシッ
クス」を読み、『おくのほ
そ道』に関する知識を広
げたり、章段の内容を再
構成することで、自分の
考えを深めたりしている。
【パンフレット】

「おくのほそ道」の章段
の一節を引用して、古典
に関する簡単な文章（パ
ンフレット）を書いてい
る。【パンフレット】

⚒

Ⅱ

《章段選びのポイント》
☆自分が今までに行った・見た・聞いた場所である。
☆章段の中におすすめできそうな観光スポットや名産品が
ある。

☆読んでみて強く興味をもてた章段である。

⚕ ．観光案内パンフレットづくり
☆裏面⚑枚分を使ってパンフレットを作る
色遣いやポップを工夫するなどして、目に触れやすくする

《作成の条件》
・必ずその章段の本文（原文）を引用すること。
・図やイラストなどを使って、パンフレットを手に取ってみ
たくなるようにすること。
・パンフレットを手にした人が、その場所に行きたくなるよ
うに説明を工夫すること。

⚖ ．出来上がったパンフレットを掲示し、パンフレットについ
て意見を交換する。

⚗ ．学習の振り返り「おくのほそ道」の一節
を引用して、観光案内パ
ンフレットを作ることで、
作品に対する自分の考え
をもとうとしている。
【振り返りシート】

⚓Ⅲ
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《生徒作品》

 

第⚓章
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愛川東中学校　第⚒学年　国語科　学習計画（⚙月⚓週〜⚕時間）

 

第⚓章

中学校指導案「書くこと」
〜表現の仕方を工夫して書こう〜

愛川町立愛川東中学校　土持　知也

・事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えたり、
描写を工夫したりして書く力。（書くこと（ウ））
・書いた文章を互いに読み合い、文章の構成や材料の活用の仕方について意見を述べ
たり助言をしたりして、自分の考えを広げられる力。（書くこと（オ））

身に付け
させたい
力

・愛川町をPRする文章を互いに読み合い、意見を交換し、大磯町の中学生が愛川町
に遊びに来たくなる（魅力を感じる）文章を書こう!

学習目標

・「表現の仕方を工夫して書こう」（改）
　〜ナポレオンの町　愛川町に人を招致しよう〜
〝愛川町観光大使として、大磯町の中学生に愛川町をPR（オススメ）する文章を書こ
う〟
・表現の仕方を工夫して、愛川町のPR文を書くこと。

教材

言語活動

各学年の目標及び内容の系統表【書くこと】

高校・国語総合中学⚓年中学⚒年中学⚑年小学⚕・⚖年

（ウ）対象を的確に説明し
たり描写したりするなど、
適切な表現の仕方を考えて
書くこと。

（イ）論理の
展開を工夫し、
資料を適切に
引用するなど
して、説得力
のある文章を
書くこと。

（ウ）事実や
事柄、意見や
心情が相手に
効果的に伝わ
るように、説
明や具体例を
加えたり、描
写を工夫した
りして書くこ
と。

（ウ）伝えた
い事実や事柄
について、自
分の考えや気
持ちを根拠を
明確にして書
くこと。

（ウ）事実と
感想、意見な
どとを区別す
るとともに、
目的や意図に
応じて簡単に
書いたり詳し
くしたりする
こと。

高校・国語表現

（ウ）主張や感動などが効
果的に伝わるように、論理
の構成や描写の仕方などを
工夫して書くこと。

授業計画

学習活動（下線は言語活動）具体の評価規準と評価方法時次

⚑ ．先生からの観光大使依頼を受け、本単元の学習目標
を確認する。
⚒ ．先生のお手本、「横浜市青葉区」のイメージマップ、
PR文を見て、ゴールをイメージする。（※単なる説明と
PR文の違いについて理解する。）資料⚑
⚓ ．大磯町という町について確認する。
⚔ ．資料を参考にしながら、愛川町について、イメージ
マップを作成する。（※イメージマップは各視点を意識
しながら作成する。）

⚑⚑

評価規準

言語についての知識・理解・技能書く能力関心・意欲・態度

④辞書を活用するな
どして、学習した
漢字を適切に使っ
て文章を書いてい
る。

②愛川町の魅力が読み手に伝わるように、描写
や説明を工夫してPR文を書いている。

③書いたPR文を互いに読み合い、書き手の考
える愛川町の魅力、描写や説明の効果などを
観点とした感想を交流し、自分の考えを広げ
ている。

①愛川町の魅力が読
み手に伝わるよう
に、描写や説明を
工夫してPR文を書
こうとしている。
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 ⚕ ．作成したイメージマップを全体で交流し自分のイメー
ジマップを広げる。（⚕分間）

⚐ ．大磯町という町について確認する。（相手意識）
⚑ ．PR文を書くときに意識することを確認する。
　①PRするポイントを⚑〜⚒つに決める。
　②愛川町をPRするということを意識した、書き出し・
まとめをする。

　③読み手（大磯町の中学生）の興味を引くような内容
にする。

　④読み手が読んで分かるように言葉を選択する。
　⑤愛川町の魅力が効果的に伝わるように説明・描写を

工夫する。

②愛川町の魅力が読み手に伝わ
るように、描写や説明を工夫し
てPR文を書いている。（ワー
クシート：指導に活かす評価）
④辞書を活用するなどして、学
習した漢字を適切に使って文章
を書いている。（ワークシー
ト：指導に活かす評価）

⚒⚒

⚐ ．交流する座席に着席する。
⚑ ．本時のねらいについて確認する。
⚒ ．生徒⚑名のPR文を題材に、全体で交流し、活動のイ
メージをつかむ。
　①代表生徒にPR文について語ってもらう。
　②読み手は、そのPR文を読み、描写や説明の部分、そ
の他の視点でアドバイスができないか個人で考える。

　③近くの人と交流し、代表生徒のPR文がより良くなる
ようアドバイスを考える。

　④全体で、アドバイスを共有する。
⚓ ．小グループ（⚔人）になり、ペアで交流をする。
　交流の仕方とポイント（例）
　（書き手）
　・PR文について、不安なところを語る。
　（読み手）
　・良い部分を見つけ、指摘する。
　・読んでいて分からない語句や伝わりづらい表現・説

明などを見つけ、指摘する。（相手意識：大磯町の
中学生）

　・指摘した部分について改善点を提案する。
　・別の視点でもPRできないか提案する。
⚔ ．交流のポイントを意識しながらペアで交流をする。

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

⚕ ．相手のPR文に関して評価できること・改善のアドバ
イスを書く。
⚖ ．ペアを変更し、⚓〜⚕を繰り返す。（計⚓回）
⚗ ．交流し、もらったアドバイスを参考に、PR文を完成
させる。

③書いたPR文を互いに読み合
い、書き手の考える愛川町の魅
力、描写や説明の効果などを観
点とした感想を交流し、自分の
考えを広げている。（ワークシ
ート：指導に活かす評価）

②愛川町の魅力が読み手に伝わ
るように、描写や説明を工夫し
てPR文を書いている。（ワー
クシート：記録する評価）

⚓

⚔

⚓

⚑ ．PR文を完成させる。
⚒ ．本単元の振り返りをする。

①愛川町の魅力が読み手に伝わ
るように、描写や説明を工夫し
てPR文を書こうとしている。
（学習プラン：記録する評価）

⚕⚔

⚑ ．大磯町の中学生に見てもらった各自のPR文を確認す
る。
⚒ ．疑問やアドバイスを参考に、各自でPR文をさらに改
善する。
⚓ ．PR文を清書する。
⚔ ．本単元の振り返りをする。

①愛川町の魅力が読み手に伝わ
るように、描写や説明を工夫し
てPR文を書こうとしている。
（学習プラン：記録する評価）

⚕
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第⚓章

資料⚑
横浜市青葉区PR文①）
　横浜市青葉区の観光大使になりました土持知也と言います。これから私の故郷である横浜市
青葉区の中で、ぜひ皆さんに一度は足を運んでもらいたい場所を紹介したいと思います。
　私が皆さんに行ってもらいたい場所は、「こどもの国」です。こどもの国は、⚑年中季節によ
った楽しみ方ができ、東京ドームの⚒⚐倍の広さを持つ、遊び場です。⚑年中楽しめるこどもの
国ですが、その中でも特に私がオススメしたいのは、夏に訪れることです。晴れた日に開園時
間の⚙時になったと同時に園内に入場し、プールで遊びます。プールには色々な遊び場があり、
子どもから、大人まで遊ぶことができます。お昼までプールで遊んだ後は、BBQ。みんなで食
べる焼きたての新鮮なお肉の味は美味く感じられます。その他にも、サイクリングや滑り台、
立体迷路で遊ぶこともできます。
　最後に、立ち寄ってもらいたいのは牧場です。こどもの国には牧場もあり、たくさんの動物
たちが飼育されていて、触れあうことができます。その牧場の売りは、搾りたての生乳で作っ
たソフトクリームです。遊び疲れたあとにこのソフトクリームはとても美味しく感じられます。
　以上が観光大使がオススメするこどもの国での過ごし方です。ぜひお試しください。こども
の国は本厚木駅から電車で⚕⚐分で行くことができます。「こどもの国駅」から徒歩⚒分の場所に
あるので、興味を持った人は調べてみてください。

（横浜市青葉区PR文②）
　横浜市青葉区の観光大使になりました土持知也と言います。これから私の故郷である横浜市
青葉区の中で、ぜひ皆さんに一度は足を運んでもらいたい場所を紹介したいと思います。
　私が皆さんに行ってもらいたい場所は、「こどもの国」です。こどもの国は、春は花見、夏は
プールにBBQ、秋は紅葉、冬はアイススケート、と⚑年中季節によった楽しみ方ができる、東
京ドームの⚒⚐倍の広さを持つ、自然と触れ合える遊び場です。季節を問わず楽しめるこどもの
国ですが、その中でも特に私がオススメしたいのは、夏に訪れることです。真夏の晴れた日の
朝。まだ気温が上がりきっていない、開園時間の⚙時になったと同時に園内に入場し、プール
で遊びます。プールには色々な深さのプールや、たくさんの種類の滑り台があり、小さな子ど
もから、子ども連れの大人まで遊ぶことができます。お昼までプールを満喫した後の、食事は
みんなでBBQ。木々に囲まれた自然の中で食べる焼きたての新鮮なお肉の味は最高に美味く感
じられます。準備から片付けまで、仲間と協力し、絆が深まることも間違いありません。お腹
もいっぱいになったところで、そろそろ帰ろうか…と思っても、まだ帰らないでください。プ
ールで全身日焼けをし、火照った体をサイクリングで冷やすのも良し、横浜で⚑番長い滑り台
で冷やすのも良し、まだまだ遊び足りない人は立体迷路で鬼ごっこ、なんてことをしても楽し
めるかもしれません。そんなことをしている間に、あっという間に閉園の時間が近づいてきま
した。でも、まだ出口には向かわないでください。最後に、立ち寄ってもらいたいのは牧場で
す。こどもの国には牧場もあり、たくさんの動物たちが飼育されていて、触れあうことができ
ます。その牧場の⚑番の売りは、搾りたての生乳で作ったソフトクリームです。市販のもので
は味わうことのできない濃厚なソフトクリームは、遊び疲れた体に染みこんでいくように感じ、
熱くなった体を内側から優しく冷ましてくれます。お腹も心も満足したここで、気をつけて帰
りましょう。
　以上が観光大使がオススメするこどもの国での過ごし方です。ぜひお試しください。また、
⚑度訪れてみて、自分だけのオススメを見つけてみるのもいいかもしれません。こどもの国は
本厚木駅から電車で⚕⚐分で行くことができます。「こどもの国駅」から徒歩⚒分の場所にあるの
で、興味を持った人は調べてみてください。
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【表現の仕方を工夫して書こう】学習プラン
⚒年　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　 

・「表現の仕方を工夫して書こう」（改）
〝愛川町観光大使として、大磯町の中学生に愛川町をPR（オススメ）する文章を書
こう〟

単元名

・事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えたり、
描写を工夫したりして書く力。
・書いた文章を互いに読み合い、文章の構成や材料の活用の仕方について意見を述べ
たり助言をしたりして、自分の考えを広げられる力。

身に付けた
い力

評価規準（これが実現できたらB）

つけたい力（評価の方法）学習内容時間

⚑ ．先生からの観光大使依頼を受け、本単元の学習目標を確認
する。
⚒ ．先生のお手本、「横浜市青葉区」のイメージマップ、PR文
を見て、ゴールをイメージする。※単なる説明とPR文の違い
について理解する。
⚓ ．大磯町という町について確認する。
⚔ ．資料を参考にしながら、愛川町について、イメージマップ
を作成する。
　※イメージマップは各視点を意識しながら作成する。
⚕ ．作成したイメージマップを全体で交流し自分のイメージマ
ップを広げる。（⚕分間）

⚑

②愛川町の魅力が読み手に
伝わるように、描写や説明
を工夫してPR文を書いて
いる。（ワークシート：指
導に活かす評価）
④辞書を活用するなどして、
学習した漢字を適切に使っ
て書いている。（ワークシー
ト：指導に活かす評価）

⚐ ．大磯町という町について確認する。（相手意識）
⚑ ．PR文を書くときに意識することを確認する。
　　①PRするポイントを⚑〜⚒つに決める。
　　②愛川町をPRするということを意識した、書き出し・まと

めをする。
　　③読み手（大磯町の中学生）の興味を引くような内容にする。
　　④読み手が読んで分かるように言葉を選択する。
　　⑤愛川町の魅力が効果的に伝わるように説明・描写を工夫

する。

⚒

⚓

⚐ ．交流する座席に着席する。
⚑ ．本時のねらいについて確認する。
⚒ ．生徒⚑名のPR文を題材に、全体で交流し、活動のイメージ
をつかむ。
　　①代表生徒にPR文について語ってもらう。（困った・不安
　　　・自信がない）
　　②読み手は、その想いを受けてPR文を読み、描写や説明の
　　　部分、その他の視点でアドバイスができないか個人で考
　　　える。
　　③近くの人と見合って、代表生徒のPR文がより良くなるようアドバイスを考える。
　　④全体で、アドバイスを共有する。
⚓ ．小グループ（⚔人）になり、ペアで交流をする。
　　交流の仕方とポイント（例）
　　（書き手）
　　　○作成したPR文について、不安なところを語ってからペアにPR文を渡す。
　　（読み手）
　　　○良い部分を見つけ、教えてあげる。※良かったところを言ってからPR文を返してあ

げる。

⚔

言語についての知識・理解書くこと関心・意欲・態度

④辞書を活用するなどし
て、学習した漢字を適切
に使って書いている。

②愛川町の魅力が読み手に伝わるように、
描写や説明を工夫してPR文を書いている。
③書いたPR文を互いに読み合い、書き手
の考える愛川町の魅力、描写や説明の効
果などを観点とした感想を交流し、自分
の考えを広げている。

①愛川町の魅力が読み手
に伝わるように、描写や
説明を工夫してPR文を
書こうとしている。

③書いたPR文を互いに読
み合い、書き手の考える愛
川町の魅力、描写や説明の
効果などを観点とした感想
を交流し、自分の考えを広
げている。（ワークシー
ト：指導に活かす評価）
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振り返り

第⚓章

この単元の学習で理解したこと、できるようになったこと・難しいと感じたこと等（関心・意欲・
態度） 

　　　○読んでいて分からない語句や伝わりづらい表現・説明などを見つけ、指摘する。（相
手意識：大磯町の中学生）

　　　○指摘した部分について改善点を提案する。　　→具体的に書いてあげる。オノマトペ
や描写、比較、限定…

　　　○別の視点でもPRできないか提案する。
⚔ ．交流のポイントを意識しながらペアで交流をする。

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

⚕ ．相手のPR文に関して、評価できること・改善のアドバイス
を書く。
⚖ ．ペアを変更し、⚓〜⚕を繰り返す。（計⚓回）
⚗ ．交流し、もらったアドバイスを参考に、PR文を完成させる。

①愛川町の魅力が読み手に
伝わるように、描写や説明
を工夫してPR文を書こう
としている。（学習プラ
ン：記録する評価）

⚑ ．大磯町の中学生に見てもらった各自のPR文を確認する。
⚒ ．疑問やアドバイスを参考に、各自でPR文をさらに改善す
る。
⚓ ．PR文を清書する。
⚔ ．本単元の振り返りをする。

⚕

②愛川町の魅力が読み手に
伝わるように、描写や説明
を工夫してPR文を書いて
いる。（ワークシート：記
録する評価）



− 130 −

愛川東中学校　第⚓学年　国語科　指導計画（⚗月⚑週〜・⚓時間）
 

第⚓章

中学校指導案「話すこと・聞くこと」
〜ブックトーク〜

愛川町立愛川東中学校　中村　慎輔

①場の状況や相手の様子に応じて話すとともに、敬語を適切に使える力。（Ａ（⚑）イ）
②聞き取った内容や表現の仕方を評価して、自分のものの見方や考え方を深めたり、
表現に生かしたりする力。（Ａ（⚑）ウ）

身に付けさ
せたい力

・ブックトーク〜朝読書の本を友達が読みたくなるように紹介しよう〜学習目標

・自分の魅力を伝えよう（改）ブックトーク
時間や場の条件に合わせてスピーチをしたり、それを聞いて自分の表現の参考にし
たりする。（Ａ（⚒）ア）

教　材
言語活動

評価規準

言語についての知識・理解・事項話す・聞く能力関心・意欲・態度

④社会生活における敬語の役
割を理解して話している。

②聞き手の人数や立場、会場の様子
などの条件に応じて話し方や言葉
遣いを工夫したり、聞き手の反応
に応じて言い換えたりしながらス
ピーチをしている。

③スピーチを聞いて、話の内容につ
いての賛否や話し方についての適
否などを判断し、自分のものの見
方や考え方を深めたり、自分の話
し方の参考にしたりしている。

①社会生活の中の様々な
話題に関心を持ち、ス
ピーチを通して、自分
の意見や感想を聞き手
が納得できるように伝
えようとしている。

授業計画

学習活動（下線は言語活動）具体の評価規準と（評価方法）

〇朝読書の本の中から、友達に薦めたい本を選び、あらすじや
お薦めポイントをノートにまとめておく。

⚐

○本単元の学習目標と学習活動を理解する。
⚑、教師が示すモデルを見て、今回のブックトークのやり方と
学習のねらい・目標を理解する。

⚑

〈今回のスピーチのねらい〉
①⚒分間のブックトーク（タイマーで計る）
②使用してよいもの
  本、フリップ、（原稿やスピーチメモを持ってはいけない）
③聞き手のうなずきや表情にも注意して話す。
④聞き手に自分の意図が十分伝わっていないと感じられた
時には、分かりやすい語句に言い換えたり補足したりする。
⑤話の途中で聞き手に問いかけたり質問を促したりする。
⑥面接を意識して、敬語を使う。
⑦その他、今まで学習してきたスピーチの技術を活用する。
　例：速度・音量・言葉の調子・間の取り方・適切な語句の

選択
　　ナンバリングラベリング・資料の適切な活用　等

⚒、話す内容を整理し、スピーチの準備をする。
　・ワークシート「ブックトーク⚑」
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 ⚓、スピーチの準備や友達と練習をする。
・フリップの作成
・友達と練習し、アドバイス交換をする。

⚒

⚔、ブックトークを行う。
　・ワークシート「ブックトーク⚒」
〈話し手のポイント〉
・ブックトークのねらいに沿ってスピーチする。
〈聞き手のポイント〉
①話し手の話し方に着目し、評価する。
　言葉の使い方、構成や展開、声の出し方、フリップの使い方、
惹きつけるための工夫

　→自分が取り入れたい部分とその理由を記述
②ブックトークの内容に着目し、評価する。
　→自分が読んでみたいと思ったのは、誰が薦めたなんという
本か。その理由。

〇振り返りを記入する。

②聞き手の人数や、発表場所
の規模などの条件に応じて
話し方や言葉遣いを工夫し
たり、聞き手の反応に応じ
て言い換えたりしながらス
ピーチをしている。

④社会生活における敬語の役
割を理解して話している。

【観察・記述の分析〜ブック
トーク・ワークシート：記録
する評価】
③スピーチを聞いて、話の内
容についての賛否や話し方
についての適否などを判断
し、自分の話し方の参考に
したりしている。

【記述の分析〜ワークシー
ト：記録する評価】
①目的や場面に応じ、相手の
様子に合わせて話したり、
表現の工夫を評価して聞こ
うとしている。

【記述の分析〜学習プラン：
記録する評価】

⚓
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表面

裏面 

第⚓章



− 133 −

 



− 134 −

 

第⚓章



− 136 −

愛川東中学校　第⚓学年　国語科　指導計画（⚔月⚓週〜・⚖時間）

 

第⚓章

中学校指導案「読むこと」
〜握手〜

愛川町立愛川東中学校　中村　慎輔

① 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、内容の理解に
役立てる力。（Ｃ（⚑）イ）

② 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価する力。（Ｃ
（⚑）ウ）

身に付けさ
せたい力

・⚓つの握手の意味の違いを考えて、小説『握手』を批評しよう。
学習課題　①小説中の⚓つの握手には、それぞれどんな違いがあるだろうか。
　　　　　②もし、この物語に握手をする場面がなかったら、あるときと比べてど

ういう違い（印象）があるだろうか。

学習目標

「握手」井上ひさし　著
物語や小説などを読んで批評すること。（Ｃ（⚒）ア）

教　材
言語活動

評価規準

言語についての知識・理解・事項読む能力関心・意欲・態度

④文章に用いられている漢
字を正しく読んでいる。

②小説を読んで批評するために、場
面や登場人物の設定の仕方を捉え
て、文章全体の理解を深めている。

③他の小説と読み比べて、構成や展
開、表現の仕方の違いに気付き、
文章の形式や特徴や効果について
評価している。

①小説を読み、展開や表現
の仕方を評価して自分の
考えを深めようとしてい
る。

話聞）相手の発言を大切に
し、つなげながら自分の
考えを深めようとしてい
る。

話す・聞く能力〈全体討論〉

話）場の状況や相手の様子に応じて
話すとともに、敬語を適切に使う
こと。

聞）聞き取った内容や表現の仕方を
評価して、自分のものの見方や考
え方を深めたり、表現に生かした
りすること。

授業計画

学習活動（下線は言語活動）具体の評価規準と（評価方法）

○本単元の学習目標を知り、小説を各自通読する。
⚑、既習教材（『盆土産』）を用いて、「批評」について理解
する

・『盆土産』の異なる最後の場面について読み比べ、グループ
で批評し合う。（資料⚑）

※特に、批評と感想の違いをクローズアップする。
⚒、ワークに取り組み、内容理解の確認をする。

④文章に用いられている漢字
を正しく読んでいる。

【観察〜日常的な評価】

⚑

⚒

○学習課題①に取り組む
小説中の⚓つの「握手」の違いを確認しながら、ルロイ修道
士の人柄を捉える。
・ワークシート⚑

②小説を読んで批評するため
に、場面や登場人物の設定
の仕方を捉えて、文章全体
の理解を深めている。

⚓

⚔



− 137 −

 ※⚓つの握手の違いを理解するには、ルロイ修道士の人柄を
理解する必要がある。

⚑）一人読み 
※一人読みのポイント（板書）
・時・場・人、握手の状況・意味、ルロイ修道士はどんな人？
⚒）グループ→全体討論〈◎：ルロイ修道士の人柄について〉
⚓）個で考えをまとめる。

【記述の分析〜ワークシート：
記録する評価】
〈全体討論〉
関）相手の発言を大切にし、つ
なげながら自分の考えを深
めようとしている。

話）場の状況や相手の様子に応
じてすとともに、敬語を適
切に使うこと。

聞）聞き取った内容や表現の仕
方を評価して、自分のもの
の見方や考え方を深めたり、
表現に生かしたりすること。

【討論の観察・分析〜指導に生
かす評価】

○学習課題②に取り組む
小説「握手」を批評する。
※批評のポイント
　そのものの特性（特徴）を知るには、他との比較が必要。
　例）パンダの特徴は？→なぜそれが特徴なのか？
　　ライオンの特徴は？
⚑、各自『握手』を黙読し、「握手」の場面があるのとないの
とでは、物語の効果にどのような違いがあると思うか考え
る。

⚒、グループで考えを交流し、自分が見つけた特徴や握手の
場　面のあるなしの効果について話し合う。

⚓、全体討論〈ドーナッツ討論〉
⚔、討論をもとに、再度自分の考えをまとめる。
・ワークシート⚒（資料⚒）

〇本単元の振り返りを行う。

③構成や展開、表現の仕方の
違いに気付き、文章の形式
や特徴や効果について評価
している。

【記述の分析〜ワークシート：
記録する評価】
〈全体討論〉
・評価は上に同じ
【討論の観察・分析〜指導に生
かす評価】

①小説を読み、展開や表現の
仕方を評価して自分の考え
を深めようとしている。

【記述の分析〜学習プラン：記
録する評価】

⚕

⚖
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愛川町立愛川東中学校　第⚓学年　国語科　指導計画（⚑⚐月⚓週〜・⚖時間）
平成⚒⚗年度　⚑⚐月⚒⚘日第⚖回校内研実施授業より

 

第⚓章

中学校指導案「読むこと」
〜故郷〜

愛川町立愛川東中学校　中村　慎輔

・文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、内容の理解に
役立てる力。（Ｃ（⚑）イ）

身に付けさ
せたい力

〇 物語中の登場人物や人間関係の変化をとらえる。
〔学習課題〕灰の中から見つかった椀や皿は、ルントウが盗もうとしたものという結
論について、「私」はどう思っているだろうか。

学習目標

単元名：「故郷」　 魯迅
（小説を読んで批評すること。）

単元・教材
（言語活動）

前回の校内研での課題及び改善点

【課題】学習課題をより焦点化できたのでは
　　　　単元設定、動機付け、モデル生徒による提示などの丁寧な段階があった。だからこそ、

「身に付けさせたい力」を考えたときに、もっと生徒たちの具体的なアドバイスを引き出す
ような声かけができたのでは？

【改善の視点】
　　　　「故郷」は、教材の特性上、「身に付けさせたい力」を複数項目にしがちである。そこで、

上記課題を改善するために、年間カリキュラムを見直し、本教材での「身に付けさせたい力」
を⚑つに絞ることによって、学習課題を焦点化し時間数の削減を目指していきたい。

各学年の目標及び内容の系統表【読むこと】

高校・国語総合中学⚓年中学⚒年中学⚑年小学⚕・⚖年

文章に描かれた
人物、情景、心
情などを表現に
即して読み味わ
うこと。

文章の論理の展
開の仕方、場面
や登場人物の設
定の仕方をとら
え、内容の理解
に役立てること。

文章全体と部分
との関係、例示
や描写の効果、
登場人物の言動
の意味などを考
え、内容の理解
に役立てること。

場面の展開や登
場人物などの描
写に注意して読
み、内容の理解
に役立てること。

登場人物の相互
関係や心情、場
面についての描
写をとらえ、優
れた叙述につい
て自分の考えを
まとめること。

評価規準（国研評価規準より）

言語についての知識・理解・技能読む能力関心・意欲・態度

③歴史的背景などに注意し
て小説を読み、その世界
に親しんでいる。

②小説を様々な観点で読み味わうた
めに、場面や登場人物の設定の仕
方を捉えて、文章全体の理解を深
めている。

①小説を読み、様々な見方
で読み味わって自分の意
見を持とうとしている。

授業計画

学習活動（※ 留意点）具体の評価規準と評価方法

宿題）教科書を読み、ワークに取り組むことで、
内容を理解する。

⚐

〇「故郷」の人物相関図を作成し物語の内容と、
登場人物同士の関係を理解する。
⚑、各自一人読みをして、人物相関図を作成する。

②小説を人物相関の観点等から読み味わ
うために、場面や登場人物の設定の仕方
を捉えて、文章全体の理解を深めている。

⚑

⚒
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 ※人物相関図は、「私」の子供の頃と、現在のもの
の⚒つを作成し、並べて図示する。（資料⚑）
⚒、友達と交流し合い、人物相関図を加筆修正す
る。

【記述の分析〜人物相関図：記録する評価】
③歴史的背景などに注意して小説を読み、
その世界に親しんでいる。

【観察：指導に生かす評価】

〇〔学習課題〕灰の中から見つかった椀や皿は、
ルントウが盗もうとしたものという結論につい
て、「私」はどう思っているだろうか。について、
本文を根拠に自分の意見を持つ。
⚑、学習課題を意識して一人読みをし、根拠を明
確に　しながら自分の意見を持つ。
・ワークシート⚑

⚓

⚒、グループで討論をし、不明点や疑問点を出し
合ったり、自分の考えを深めたり、広げたりす
る。

⚔

⚓、全体討論をして、様々な意見を聞くことで、
再度自分の意見を深めたり、広げたりする。
※ドーナッツ討論
・ワークシート⚒
⚔、全体討論を参考にしながら、最終的な自分の
意見を書く。
・ワークシート⚒

②学習課題について考えるために、場面
や登場人物の設定の仕方を捉えて、文
章全体の理解を深めている。

①小説を読み、様々な見方で読み味わっ
て自分の意見を持とうとしている。

【記述の分析〜ワークシート：記録する評
価】

⚕

本
時

⚖
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愛川東中学校　第⚒学年　国語科　指導計画（⚑⚑月⚔週〜・⚖時間）

 

第⚓章

中学校指導案「話すこと・聞くこと」
〜東中図書室利用者倍増改造計画〜

愛川町立愛川東中学校　中村　慎輔

①異なる立場や考えを想定して自分の考えをまとめ、話の中心的な部分と付加的な
部分などに注意し、論理的な構成や展開を考えて話す力。（Ａ（イ））

②話の論理的な構成や展開などに注意して聞き、自分の考えと比較する力。（Ａ（⚑）エ）

身に付けさ
せたい力

・図書室の利用者を増やすための有効なアイディアを考え、学級として図書委員に
提案できるように討論する。

学習目標

単元名：「東中図書室利用者倍増改造計画」
（社会生活の中の話題について、司会や提案者などをたてて討論を行うこと。（⚒）イ）

単元・教材
（言語活動）

評価規準

言語についての知識・理解・事項話す・聞く能力関心・意欲・態度

④説得力のある話をするた
めに、文の中の文の成分
の順序や照応、文の構成
などについて工夫してい
る。

②相手の反論や意見を予想して自分
の考えをまとめ、自分の意見と根拠、
予想される相手の意見への反論な
どを組み合わせて話を構成している。
③話の論理的な構成や展開などに注
意して要点や根拠などを確かめな
がら聞き、自分の考えと比較して、
賛成や反対などの判断をしている。

①異なる立場の考えを想定
して、目的に沿って討論
をしようとしている。

授業計画

学習評価【評価方法】・※留意点学習内容（言語活動）

☆ワークシート
「自分のアイディア（＋根拠）」「自分のアイディアに対す
る予想される反論→それに対する回答」
※思考ツール：フィッシュボーン資料⚑

⚑、図書室へ行き、現在の図
書室の問題点を見つけ、個
々に改善方法を考える。

⚑

・利用者を増やすという目的のもと、「なぜそのアイディア
はよいか」「なぜそのアイディアはよくないか」をグルー
プで話合う。

・グループ内の誰かのアイディアから選ぶのでも、そのアイ
ディアをもとに新しいアイディアをグループで提案するの
でもよい。

☆ワークシート①
　「グループの人の意見」
　「それぞれのアイディアに対する是非」
　「最終的なグループ提案についての根拠」
　を記入させる。
②相手の反論や意見を予想して自分の考えをまとめ、自分の
意見と根拠、予想される相手の意見への反論などを組み合
わせて話を構成している。

【行動の観察・ワークシート①記述の分析〜記録する評価】

⚒、互いのアイディアを持ち
寄り、「利用者を増やす」と
いう視点から、一番よいと
思うアイディアについてグ
ループで討論する。

⚑）各自発表
聞）・「利用者を増やす」ため

のアイディアか
　　・事実に基づいた適切な

根拠か
　　・簡単なメモをとりなが

ら聞く
⚒）沈黙の⚑分
⚓）⚑）の提案内容について、
意見・質問を行う。

※これを人数分繰り返す。

⚒

⚓

「利用者を増やす」
「学校の図書室で採用可能である」
「行きたくなる図書室とは？」
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 ☆ワークシート③
③各人のアイディアの有効性について、要点や根拠などを確
かめながら聞き、自分の考えと比較して、賛成や反対など
の判断をしている。

【行動の観察・ワークシート②記述の分析〜指導に生かす評
価】

⚔）全体に提案できるようにア
イディアをグループで⚑つ
決める。

④説得力のある話をするために、文の中の文の成分の順序や
照応、文の構成などについて工夫している。

【行動の観察・ワークシート③記述の分析〜指導に生かす評
価】

⚓、グループで決めたアイデ
ィアを他グループ（学級全体）
に向けてのプレゼンの準備。

⚑）プレゼン内容は、
「自分たちのアイディア（＋根
拠）」「自分たちのアイディア
に対する予想される反論→そ
れに対する回答」を軸に準備を
する。
　フリップ、写真の活用
⚒）練習

⚓

⚔

③各グループのアイディアの有効性について、要点や根拠な
どを確かめながら聞き、自分の考えと比較して、賛成や反
対などの判断をしている。

【行動の観察・ワークシート④記述の分析〜記録する評価】

③話の論理的な構成や展開などに注意して要点や根拠などを
確かめながら聞き、自分の考えと比較して、賛成や反対な
どの判断をしている。

【行動の観察・パフォーマンス評価〜記録する評価】

○自由討論の目標
・相手の発言を大切にして、考えを広げたり、深められるよ
うに話し合う。

〔観察の具体的な評価の観点〕
⚑）自分の立場を明らかにして、賛成や反対の意見を述べる。
⚒）相手の意見を尊重して、修正する意見やふくらませる意
見を述べる。

Ａ：挙手発言の中で、上記⚒観点の内容を含んだ発言をするこ
とができた。（複数回発言を含む）

Ｂ：挙手発言の中で、上記の⚒観点のうち、⚑観点の内容を含
んだ発言をすることができた。

⚔、グループで決めたアイデ
ィアを他グループ（学級全体）
に向けてプレゼンをする。

★自分たちのグループの提案
と比較しながら、「利用者を
増やす」ために有効かつ図書
室で採用できそうなアイデ
ィアかどうかを討論する。
⚑）各グループ、プレゼン発表
聞）・「利用者を増やす」ため

のアイディアか
　　・事実に基づいた適切な

根拠か
　　・簡単なメモをとりなが

ら聞く
⚒）周囲の人と「わいわいタイ
ム」の⚑分で、聞いたことを
整理する。

⚓）質疑・応答
⚔）数グループ発表したところ
で、途中経過についてグル
ープディスカッションをす
る。

⚕）自由討論をし、図書委員会
へ提出する学級提案を決定
する。

☆ワークシート⑤
※ドーナツ型になる。
・他の意見からうまくつない
でいくことを意識する。

⚕

⚖

①図書館の利用について関心を持ち、改善のために進んで提
案したり、反論や意見を想定して、討論をしようとしている。

【振り返りの記入：記述の分析〜記録する評価①】

⚕、振り返り。
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愛川東中学校　第⚒学年　国語科　指導計画（⚙月⚓週〜・⚗時間）

 

第⚓章

中学校指導案「読むこと」
〜盆土産〜

愛川町立愛川東中学校　中村　慎輔

①文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをまとめ
る力。（Ｃ（⚑）ウ）

身に付けさ
せたい力

・物語の内容や表現の仕方等について、優れていると思われる部分を考え、自分の
意見を持つ。

学習目標

単元名：名作『盆土産』の秘密を探れ！
教材名：「盆土産」
（物語を読み、文章の構成や展開、表現の仕方について作品の優れた点を考え、自
分の意見を述べる。）

単元・教材
（言語活動）

評価規準

言語についての知識・理解・事項読む能力関心・意欲・態度

③第⚑学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち⚓⚕⚐字
程度から⚔⚕⚐字程度まで
の漢字を読んでいる。

②意見を交流するために、物語の構
成や展開、描写や比喩などについ
て、具体的な部分を取り上げて考
えをまとめている。

①目的や意図に応じ、内容
や表現の仕方に注意して
文章を読み、交流して考
えを深めようとしている。

授業計画

学習評価【評価方法】・※留意点学習内容（言語活動）

名作：すぐれた作品。名高い作品。

※全⚕クラスから出た意見をもとに、教師が整理する。

⚑、名作とは何かを考える。
〈本時の目標〉
名作といわれる物語は、どういう点が
優れているのか考える。
Ｑ物語では、どういう点が優れてい
たら、名作なのだろうか？

⚒、範読を聞き、物語の全体像をつ
かむ。

⚑

③第⚑学年までに学習した常用漢字に加え、その他の
常用漢字のうち⚓⚕⚐字程度から⚔⚕⚐字程度までの漢字を
読んでいる。
【行動の分析〜指導に生かす評価】
※取り組みが難しい生徒：
　選択・短答問題に先に取り組み、後で記述式問題を
じっくり考えさせる。

⚓、ワークの問題をやりながら内容
の理解を深める。

〈本時の目標〉
各自ワークに取り組み、物語の内容
理解を深める。
・ワークに取り組む。

⚒

※時：昭和⚓⚐年代　お盆
　場：東北地方の山村（青森？・山形？）
　人：少年（小⚓）、父、姉、祖母、喜作

〈本時の目標〉
物語の概要を確認する。
⚔、物語の概要を確認する。
・時・場・人の確認

⚓

※生徒から出た意見をもとに、教師が整理し、分析の
仕方について提案・説明する。（資料⚑，⚒）

⚕、名作の要素を再確認して、「盆土
産」のどこが優れているのか、具体
的な視点を持って各自読み、考え
る。

（附箋→ワークシート）
〈本時の目標〉

⚔
・
⚕
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授業者の振り返り（校内研後の反省より）

○　グループ交流から、全体交流への段階的な道すじは見えた。
△　生徒の状況から考えると、「優れている点」を考えさせるのではなく、「いいなと思っ
た点」を考えさせるぐらいでもよかったのでは。

×　本校で教室掲示している「言語活動における学びのステップ」表を日頃からもっと活
用し、生徒に意識させていく必要がある。

 

☆本文中から具体例をあげて説明

※どの部分、場面がどのように優れているか。

②物語の内容や表現の仕方等について、優れていると
思われる部分について、根拠を明確にして自分の考
えを持っている。【行動の分析〜指導に生かす評価】

名作の要素を確認し、具体的な視点
を持って、優れている点を各自探す。
⚑）⚑次の話し合いを受けて、整理し
たものについて教師から解説をす
る。

⚒）気づいた点について、本文に傍線
を引く。補足・説明は附箋に記入し、
教科書に貼る。

〈本時の目標〉
分析した箇所から、最大⚓つ選び、
ワークシートに自分の考えをまとめ
る。
⚓）自分が気付いた中から、具体的な
場面・表現をあげながら、「盆土産」
がいかに優れているかを最大⚓つ
ワークシートにまとめる。

※「学びのステップ」で説明。
　質問：よく理解できなかったから、もう一度説明し

て欲しい所
　共通点、類似点、相違点、新しい発見
※同じ場面を取り上げながら、意見の異なるものを全
体発表させ、それをもとに交流させる。

②物語の内容や表現の仕方等について、優れていると
思われる部分について、根拠を明確にして自分の考
えを持ち、意見交流を通して、自分の考えを深めて
いる。【発言の分析〜指導に生かす評価】

②物語の内容や表現の仕方等について、優れていると
思われる部分について、根拠を明確にして自分の考
えを持ち、意見交流を通して、自分の考えを深めて
いる。【記述の分析〜記録する評価】

①物語の内容や表現の仕方に注意して文章を読み、ど
ういう点が優れているかを知識や体験と関連付けて
自分の考えを持とうとしている。
【記述の分析〜記録する評価】

⚖、交流を通して、自分の考えを深
める。

〈本時の目標〉
交流を通して、自分の考えを深める。
⚑）⚔人もしくは⚓人グループを基本
にしながら、全体交流を取り入れる。
①事前に取り上げたい意見を選定し、
全体発表させる。

②「沈黙の⚕分」を使って、発表に対
する質問や、意見を考える。

・自分との共通点や類似点、相違点
から、自分の意見を持つ。

・説明に対し不明な点等はグループ
で確認し合いながら、自分の意見
をまとめていく。

③グループで交流する。
　→グループでの話し合いで、全体

の場で話し合いたい内容があれ
ば、全体に投げかける。

　　机間巡視し、全体でシェアしたい
意見があれば、全体発表させる。

　　・さらに意見をつなぐ。

⚗、再度、名作「盆土産」の名作の理
由を考え、自分の意見をまとめる。

⚘、振り返りを記入する。

⚖

⚗
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愛川東中学校　第⚓学年　国語科　指導計画（⚑月⚑週〜・⚔時間）

 

第⚓章

中学校指導案「話すこと・聞くこと」
〜模擬面接〜

愛川町立愛川東中学校　中村　慎輔

①場の状況や相手の様子に応じて話すとともに、敬語を適切に使える力。（Ａ（⚑）
イ）

②聞き取った内容や表現の仕方を評価して、自分のものの見方や考え方を深めたり、
表現に生かしたりする力。（Ａ（⚑）ウ）

身に付けさ
せたい力

○グループで面接練習を行い、相互評価しながら、自分の面接にいかす。学習目標

・高校入試に向けて、模擬面接をしよう。
・高校入試の面接試験を想定して、グループで模擬面接をして相互評価し合い、友
達の面接の様子を見て自分の面接の参考にしたりする。（関連Ａ（⚒）ア）

教　材
言語活動

評価規準

言語についての知識・理解・事項話す・聞く能力関心・意欲・態度

④面接時における敬語の役
割を理解して話している。

②聞き手の人数や立場、会場の様子
などの条件に応じて話し方や言葉
遣いを工夫したり、聞き手の反応
に応じて言い換えたりしながら話
している。

③面接の様子を見て、話しの内容に
ついての賛否や話し方についての
適否などを判断し、自分のものの
見方や考え方を深めたり、自分の
話し方の参考にしたりしている。

①面接入試に関心を持ち、
模擬面接を通して、自分
の意見や感想を聞き手が
納得できるように伝えよ
うとしている。

学習活動（下線は言語活動）具体の評価規準と評価方法

〇面接入試に関する資料等をそれぞれ分担して読み、自分た
ちにとって有益な情報かどうか判断し、取捨選択して整理
する。

⚑、グループに与えられた⚕種類の資料を中心に分担して読
み、各自必要な情報かどうか判断して整理する。

〈情報選択の観点〉
・面接試験に臨む際の留意点として、知っておいた方がよい
情報。

・グループで面接練習をする際に相互評価するための観点を
作成するために必要な情報。

⚒、各自がまとめた情報をもとにグループで交流し、『模擬
面接』で相互評価する際の評価の観点を考える。

①すべての観点がＡになったら、面接入試に合格するだろう。
という観点を考える。

②「この質問は答えられた方がいい。」というものを資料か
ら複数抜粋しておく。（多めに）

⚓、他グループと上記⚒点について交流し、必要の応じて加
筆修正する。

⚑

⚒

〈学習の流れ〉
⚑）各自分担された資料を読み、〈情報選択の観点〉に沿って
必要と判断した事柄には蛍光ペン等で線を引く。

⚒）線を引いた内容から、相互評価するための⚕観点を考える。
　「熊手チャート」に記入。



− 159 −

 

○グループで考えた観点をもとに、模擬面接を行い、相互評
価し合う。

⚔、役割を交代しながら、模擬面接を行う。 
※⚑人⚕分、受験生⚑名　対　面接官⚒〜⚓名

②面接試験という場の状況や
面接官の質疑に応じて話す
とともに、敬語を適切に使
えている。

④面接時における敬語の役割
を理解して話している。

【観察：記録する評価】
〈相互評価シート〉
A：全ての項目が記入されてお
り、且つ再検討されたことが
色を変えて記入されている。
B：全ての項目が記入されてお
り、活動したことがわかる。

⚓

○全員の模擬面接終了後、グループで設定した相互評価の観
点が適切であったか振り返り、修正をする。

○本単元の振り返りをする。
・振り返り（例）
Ｑ模擬面接の自己反省と、友達の模擬面接を見て、参考にな
る点について記述する。

③模擬面接の相互評価観点の
見直しを通して、自分の面
接に生かそうとしている。

【観察・記述の確認〜ワークシ
ート：指導に生かす評価】

①面接入試に関心を持ち、模擬
面接を通して、自分の意見や
感想を聞き手が納得できる
ように伝えようとしている。

【記述の分析〜振り返り：記録
する評価】

⚔

⚓）各自の考えをもとにしながら、グループとして⚕観点を考える。
※なぜ面接試験を行うのか？高校の先生は、面接試験で何を
みたいのだろうか？

・話合いの内容は、「熊手チャート」に記入する。
⚔）『模擬面接相互評価シート』にグループで決めた⚕観点
を記入し、模擬面接に向けて事前打ち合わせをする。

〈模擬面接の流れ〉
①面接官は、資料等を参考にして、グループで抜粋した質問
等をする。

②面接官は、グループで決めた観点に則って評価をする。
③模擬面接が⚑人終了するごとに、面接者に対して評価結果
を伝えてアドバイスをする。
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単元名　　格言を使った寸劇を創ろう！　　「Ａ 話すこと・聞くこと」

⚑、単元の目標（身につけさせたい力・態度）
　・課題を解決したり考えを深めたりするために、集団で工夫しながら話し合う力。
　・聞き手の立場に立って、自分たちが伝えたい内容を効果的に表現する力。
　・わが国に強い影響を与えた「漢文」に親しむ態度と、進んで「漢文」の授業に取り組
む態度。

⚒、単元の評価規準
　・課題を解決したり考えを深めたりするために、相手の立場や考えを尊重し、表現の仕
方や進行の仕方などを工夫して話し合おうとしている。（関心・意欲・態度）

　・課題を解決したり考えを深めたりするために、相手の立場や考えを尊重し、表現の仕
方や進行の仕方などを工夫して話し合っている。（話す・聞く能力）

　（「Ａ話すこと・聞くこと」の（⚑）のウ）
　・漢文の入門教材を通して漢文に親しむとともに、訓読のきまりを理解している。
　（知識・理解）（〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の（⚑）のア（イ））

⚓、取り上げる言語活動と教材
　言語活動　グループで話し合って、格言を用いた寸劇を創る。
　教　材　　漢文入門「格言」
　
⚔、具体的な評価規準
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知識・理解話す・聞く能力関心・意欲・態度

⑤　漢文訓読のきまりを
理解している。

⑥　効果的な表現方法
（声の調子・話す速さ・
間の取り方など）の基
本を理解している。

③　話し合うことの目的を理解
し、話し合いが円滑に行われ
るように工夫しながら話し合
っている。

④　脚本の構成・展開や言葉使い、
また、表情・視線や間の取り方
など、表現の仕方を比較・評価
している。

①　話し合いの目的とグループ
内における自分の役割を意識
し、話し合いに進んで参加し
ようとしている。

②　相互評価を通して、さまざ
まなグループを比較・評価する
ことで、表現の仕方について
考えを深めようとしている。

国語総合学習指導案
〜格言〜

横浜隼人中学・高等学校　南㟒　徳彦
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⚕、指導と評価の計画（全⚕時間）

 
具体的な評価規準と評価方法学習活動次

⑤　漢文訓読のきまりを理解して
いる。
　（復習テストの分析）

⚑　単元目標と評価規準について生徒に示す。
⚒　自宅でノートに書き写してきた⚑⚒編の「格言」
をペアになって音読し、読み方の確認をさせる。

⚓　返り点の付け方（再読文字の使い方）が理解で
きているかを「復習テスト」用いて確認する。

⚔　それぞれの格言の意味を考え、生徒同士で説
明し合わせる。

⚕　クラス全体で格言の内容をまとめ、それぞれ
の具体例を考えさせる。　また、次の時間にシナ
リオ作りをすることを予告し、あらかじめ考え
てくるように指示する。

⚑次

⚑h

①　話し合いの目的とグループ内
における自分の役割を意識し、
話し合いに進んで参加しようと
している。
　（行動の確認）
③　話し合うことの目的を理解し、
話し合いが円滑に行われるよう
に工夫しながら話し合っている。
　（行動の観察）

⚑　「格言」の中から⚒編選ばせ、それぞれについ
て大まかなシナリオをワークシートに書かせる。

（どのように書くかを「プリント」で例示する。）
⚒　⚔〜⚕人のグループに分かれ、それぞれが作
ったシナリオをグループ内で発表させる。

⚓　それらの中から代表作品を⚑つ選ばせ、全員
で構成や展開、セリフなどを練り直させる。

⚔　シナリオの読み合わせをしたり演出を考えた
りするなど、発表の準備を行わせる。

⚒次

⚒h

④　脚本の構成・展開や言葉使い、
また、表情・視線や間の取り方な
ど、表現の仕方を比較・評価して
いる。
　（記述の分析）

⚑　順番を決め、各グループの発表をさせる。
⚒　発表を見学する生徒は、「評価シート」を記入
しながら、それぞれのグループの表現の仕方を
比較・評価させる。→ 「評価シート」の回収。

⚓次

⚑h

②　相互評価を経験し、様々なグ
ループを比較・評価することで、
表現の仕方について考えを深め
ようとしている。（記述の確認）

⚑　「評価シート」の分析結果（評価が高かったグ
ループとその理由）をクラス全体に発表する。

⚒　さらに、「授業の振り返り」の分析結果を伝え、
効果的な表現の仕方について考えを深めさせ、
ノートにまとめさせる。

⚔次

⚑h
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⚖、指導上の工夫と留意点（Cへの手立て）
　・「漢文訓読のきまり」については、出身中学校によって習得状況の差が大きいため、
あらかじめ調査しておくとよい。

　・必要に応じて漢文訓読の基礎プリントを配布し、知識の定着がなされていない生徒に
わからない点の復習をする機会をつくる。（Ｃへの手立て）

　・グループ分けは「トランプ」を用いると簡単に⚔人グループが作れるとともに、男女
のバランスも考慮できる。（男子は黒いカード・女子は赤いカードなど）

　・「スペード…司会」、「ハート…脚本」、「クラブ…演出」、「ダイヤ…主演」などと役割
を与えるとグループ活動がスムーズに進む。

　・話し合いの様子や本番の発表は、カメラやビデオカメラで撮影すると緊張感が増して
効果的である。

⚗、「話す・聞く能力」と演劇やシナリオ作りを取り入れた授業について
　「話す・聞く能力」の育成には、「書く能力」の育成同様、自分の考えを表現させたり、
説明させたりすることが有効な手段であるが、なかなか自分の考えが持てなかったり、持
てたとしても自分の考えを批判されることを恐れたりする生徒が多いという現状もある。
特に、高校生になれば自分の意見や考えに自信が持てない生徒が多く存在する。もちろん、
そのような生徒たちが自由に意見交換（対話）をできるような「安心・安全な場」を作る
ことが大切ではあるが、演劇というツールを用いて「自分ではない他者」を演じることで、
他者からの批判を恐れることなく「効果的な表現」について実践し、考えを深めることが
できる。
　また、学習指導要領の「Ｃ　読むこと（⚒）ア」に「文章を読んで脚本にしたり，古典
を現代の物語に書き換えたりすること」とあるように、表現することを通して読みを深め
ることができたり、人間、社会、自然などに対する様々な時代の人々のものの見方、感じ
方、考え方についての理解を深めたりすることができる点も着目し、活用していきたいと
考えている。
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⚑．日　時　平成⚒⚗年⚑⚑月⚑⚗日（火）　 ⚕校時
⚒．場　所　横浜市立南高等学校　⚑年⚔組教室
⚓．学　級　⚑年⚔組　⚓⚙名（男子⚑⚙名　女子⚒⚐名）
⚔．重点的な指導事項（「高等学校学習指導要領」より）
　◎文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意図を
とらえたりすること。（読むことエ）
　○文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。（読むことウ）
　○文や文章の組立て、語句の意味、用法及び表記の仕方などを理解し、語彙を豊かにす
ること。（国語の特質に関する事項 イ）

⚕．単元名　文章の内容や表現の仕方について評価する
　　　　　　〜話合いを通して「羅生門」の読み方を考える〜
⚖．単元の評価規準

【学力の三要素を踏まえた評価規準（私案）】
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国語総合学習指導案
〜羅生門〜

横浜市立南高等学校　山内　裕介

知識・理解読む能力関心・意欲・態度

①　読むことに必要な文や
文章の組立て、語句の意味
について理解している。
（イ）

①文章に描かれた人物、情景、心情
などを表現に即して的確に捉えてい
る。（ウ）
②　文章の構成や展開を確かめ、内
容や表現の仕方について評価してい
る。（エ）

①文章についての様々な読
み方を検討することを通し
て、文章の内容や表現の仕
方について評価しようとし
ている。

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

○文章に描かれた人物、情景、
心情などを表現に即して的確
に捉えようとしている。
○文章の内容や表現の仕方に
ついて評価しようとしている。

○文章の内容や表現の仕方につい
て評価している。

○文章に描かれた人物、情
景、心情などを表現に即し
て的確に捉えることができ
る。
○構成や展開を確かめなが
ら、文章を読むことができ
る。
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　「教育課程企画特別部会 論点整理」に基づいて、本単元の評価規準を【学力の三要素
を踏まえた評価規準（私案）】として整理することを試みました。

⚗．教　材　「羅生門」芥川龍之介（『新訂国語総合 現代文編』第一学習社）
　　　　　　「新国語総合ガイド」（京都書房）
⚘．教　具　タブレット（富士通ARROWSTabQ⚕⚘⚔/H）
　　　　　　ロイロノート・スクール（LoiLo）
　　　　　　※別紙「タブレットを活用した授業研究について」参照
⚙．テーマとの関わり
　テーマ：「思考力・判断力・表現力を育成する授業
　　　　　〜論理的に考えて表現する力を高める中高一貫の国語指導〜」
　「教育課程企画特別部会 論点整理」では、「（⚒）育成すべき資質・能力について　②
特にこれからの時代に求められる資質・能力」として次のように述べられている。

　本校では、平成⚒⚕・⚒⚖年度の公開授業研究会において、芥川龍之介の⚔作品（「鼻」
「蜘蛛の糸」「トロッコ」「杜子春」）、「走れメロス」、「伊勢物語」のように様々な解釈
が可能な文学作品について学習課題を設定し、互いの考えを述べ合うことで多角的・多面
的に作品の内容を捉え、自分の考えを深めていく授業を実践してきた。
　本実践では、これまでの取組を踏まえ、「羅生門」（芥川龍之介）を読んで、「論点整理」で
示されている「情報活用能力」や「クリティカルシンキング」を育成することを目指して
実践する。具体的には、中学⚓年間で身に付けた力を踏まえ、作品についての自分の考え
（評価）をもつために、自ら問いを立てたり、他者に対して意見を求めたり、共に考える
ための話題を設定して話し合ったりすることを行う。

 

○今後、小・中学校を中心に定着してきたこれまでの学習評価の成果を踏まえつつ、目標に準拠した評価を更
に進めていくためには、学校教育法が規定する三要素との関係を更に明確にし、育成すべき資質・能力の三つ
の柱に沿って各教科の指導改善等が図られるよう、評価の観点については、「知識・技能」「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」の⚓観点に沿った整理を検討していく必要があると考える。その中で、観点
別学習状況の評価と、それらを総括した評定との関係についても、改めて整理していくことが求められる。
（「教育課程企画特別部会 論点整理」　 p.⚑⚙）

急速に情報化が進展する社会の中で、情報や情報手段を主体的に選択し活用していく
ために必要な情報活用能力、物事を多角的・多面的に吟味し見定めていく力（いわゆる
「クリティカル・シンキング」）、統計的な分析に基づき判断する力、思考するために
必要な知識やスキルなどを、各学校段階を通じて体系的に育んでいくことの重要性は
高まっていると考えられる。（傍線は引用者による）
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⚑⚐．これまでの学習の履歴から見た生徒の実態
　生徒はこれまでに現代文の文学作品を扱った
授業として、「城の崎にて」（志賀直哉）を読
んで解説する文章を書く学習を行っている。こ
の単元では、「文章の構成や展開を確かめ、内
容や表現の仕方について評価したり、書き手の
意図をとらえたりすること。」（読むことエ）
と「幅広く本や文章を読み、情報を得て用いた
り、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにした
りすること。」（読むことオ）について重点的
に指導するため、「城の崎にて」のあらすじや簡
単な解説文を書くとともに、関連する情報を集
めてそれらをまとめた作品（便覧の特集記事の
ようなもの）をグループで作成する活動を行っ
た（生徒作品例参照）。この学習を通して生徒た
ちは、次のような力を身に付けることができた。
　・文章の構成や展開を確かめながら文章を読
み、あらすじとしてまとめること。

　・作者や作品、文章中に出てくる事柄について、学校図書館やインターネットなどを活
用して情報を集め、それらを基にして文章の内容について理解を深めること。

　・内容や表現などに着目し、視点を定めて文章を読むことで、文章に表れた作者の意図
について自分の考えをまとめること。

　一方で、場面や人物の心情の変化などを文章の叙述に即して的確に読み取っていくこと
や、様々な観点から文章を読み、内容や表現の仕方について評価することについては、さ
らに指導する必要があると考えている。

⚑⚑．指導事項を踏まえた教材観
　「羅生門」については、これまでに膨大な量の研究がされている。作品について多くの
研究者によって解釈がなされ、その主題は何かということについては様々な説が出されて
いる。研究者や便覧等に掲載されたものの例を挙げると次のようなものがある。

　①　人間が正義感とエゴイズム、善と悪とを同時に持つ矛盾した存在であることを示し
ている　（駒尺喜美）

　②　下人の変化をもとに人間が頼りなく無力な存在であることを描いた　　（片岡良一）
　③　髪を抜く老婆や死体を配した不気味な羅生門のイメージと恐怖の雰囲気が中心で、
羅生門が主役といえる　（平岡敏夫）

　④　羅生門という〈境界〉をいかにして通り抜け、別世界に入るかの物語　（関口安義）
　⑤　理性で行動するのではなく、そのときの感情や無意識に支配されて行動する人間と
その人間による社会の不安と危うさ  （第一学習社）

第⚓章
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　これらが、作品のどの部分に着目し、どのように解釈することで辿り着いた考えなのか
ということを、生徒たちに考えさせたい。生徒たちは、作品全体の筋（ストーリー）を捉
えた上で、登場人物の設定や心情の変化、情景描写などに着目して、どのような解釈がな
されたかを考えていくことになる。そのようにして、「自分はこのように読んだ」というも
のではなく、「作品のこのような点に着目し、このように考えると、こう読むことができ
る」という考えを広げていく。そのように、作品の世界に入り込んで読み味わうというこ
とではなく、冷静にテキストを分析して読んでいくことで、内容や表現の仕方について評
価することができると考える。
　また、「全然、自分の意志に支配されているということを意識した。」のように、現代の
日本語の感覚では違和感をもつ表現に着目させたり、「外には、ただ、黒洞々たる夜があ
るばかりである。」のような表現の意味や表しているものを具体的に考えさせたりするこ
とで、文の組み立て、語句の意味についての理解を深めさせたい。

⚑⚒．ICT（タブレット））の活用
　本校では、本年⚑⚐月から富士通株式会社より⚔⚐台のタブレットの貸与を受け、それらを
活用した授業の実践を進めている。本校の国語科として初めてタブレットを活用した漢文
の実践（⚑⚐月第⚒〜⚓週）を紹介する。
　この単元では、⚔人のグループで「先従隗始」「創業守成」（第一学習社）の二つの文
章から一つを選び、調べて分かったことやグループで考えたことをタブレットを使って説
明するという学習活動を行った。

①タブレットとアプリの使い方を理解する
　「社会と情報」の授業において、タブレットとロイロノートの使い方について学習する。
　情報担当の教員からタブレットの基本的な使い方について説明を受けた後、（株）LoiLo
の杉山浩二社長にロイロノートを使ったプレゼン資料の作り方などについて特別講義を受
けた。
　スマートフォンなどで操作の仕方に慣れている生徒が大半で、教員の予想を超え、短時
間で扱い方に習熟することができた。

②タブレットを使ってグループで話し合う
　「社会と情報」の授業を受けて、タブレットを使いながらグループでの話し合いを行っ
た。
　学校図書館やインターネットなどを活用して調べたことをグループで共有し、時代背景
や登場人物などについて理解を深めた。また、文章の内容についてグループで考えたこと
を説明するためのスライドを作成した。

③タブレットを使ってプレゼンする
　生徒一人一人のタブレットに発表者のスライドを映しながら、グループごとのプレゼン
をした。聞き手は、教科書や自分のノートなどと共にタブレットを手元に置いてプレゼン
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を聞くことができた。それによって、プレゼンの内容と教科書などとを見比べたり、聞き
ながら考えたことをノートに書き込んだりすることがスムーズに行うことができた。

　これまでの実践を通して得られた、国語科の授業の中でタブレットを活用する際の利点
をまとめると次のようになる。
　○インターネット、写真・動画、ワープロソフトなどの様々なデータを保存することが
できる。ノートやワークシートなどに記述したことや作品などを、写真やPDFのデー
タとして、一台のタブレットにまとめておくことで、教科書、ノート、便覧だけでな
く多様な情報をもとに考えることができる。また、そのような資料に書き込みをする
ことで、情報を自分のものとして取り扱うことができる。

　○個人で集めた資料や考えたことを生徒間で共有する。生徒間で通信する機能や共有の
フォルダを作成するなどの機能を使うことで、互いのもっている情報や資料などを共
有し、話し合いを効果的に進めることができる。

　○教科書・ノートなどとともに手元に並べて他のプレゼンを聞く。プレゼンの発表を聞
くなどの学習の際に、教科書や自分がまとめたノートなどと見比べたり、プレゼンを
聞きながら考えたことや分かったことなどをノートに書き込んだりすることがしやす
くなる。

　一方で、タブレットを活用する際の課題としては、次のようなものが指摘できる。
　●プレゼンの際、聞き手が話し手の方ではなく手元のタブレットを見てしまう。そのた
め、話し手が聞き手の反応を見ながら話すことができなかったり、聞き手が話し手の
表情や身振り手振りなどの非言語によるコミュニケーションが取りづらかったりする。
また、グループでの話合いの際も同様に、話し手から聞き手への一方向の情報伝達に
偏る傾向がある。双方向のコミュニケーションの大切さを意識させ、タブレットを活
用しながらも互いの顔を見て話し合うよう指導する必要がある。

　これまでの実践を通して、生徒たちはタブレットの操作に習熟し、活用の仕方を判断で
きるようになっている。本単元では、「タブレットを使うための授業」ではなく、「学習の
ねらいを実現するために、生徒が必要に応じてタブレットを活用しながら学習する授業」
を目指していく。

⚑⚓．指導と評価の計画（⚗時間扱い）
【第⚑時】

第⚓章

留意点学習活動評価規準と評価方法

・板書をノートに写させる。
・これまで読んだ芥川龍之介の作
品を確認する。

・語句の読み方を確認する。

○学習の課題、目指す姿（評価規
準）、単元全体の流れを確認し、
学習の見通しをもつ。

○学級全体で文章を音読する。
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【第⚒時】

 

・「羅生門は・・・・作品であ
る」の・・・を考えさせる。

○作品についての自分の考えを簡
潔にまとめる。

【生徒の考え例】
・一人の下人が盗人である老婆と出会い、盗人として吹っ切れてしまう
作品。
・下人がした悪事が正当化され、罪悪感が消える作品。
・下人の心や考え方が揺らぐ様を描いた作品。
・どのような人間も同じくもっている本性がリアルに表れている作品。
・人の善悪の価値観を描いた作品。
・生々しくて毒々しくて表現がえげつない作品。

・テレビ画面に映す。
・次回の授業から、作品をどのよ
うに読めば①〜⑤のような考えに
至るのかを考えていくことを確認
する。

○「羅生門」の主題についての⚕
つの考え（以下の①〜⑤）を示す。
①人間のエゴイズムを浮き彫りに
した。
②人間が頼りなく無力な存在であ
ることを描いた。
③羅生門が主役といえる。
④「自立への歩み」をたどる人間
の「自己解放の喜び」をうたうも
の
⑤その時の感情や無意識に支配さ
れて行動する人間とその人間によ
る社会の不安と危うさ

留意点学習活動評価規準と評価方法

・テレビ画面に映して確認する。

・本文を印刷したプリントの、自
分の選んだ考えに繋がる部分に線
を引かせる。
・その部分から考えたことや関連
する情報を書き込ませる。
・分からない事柄については、辞
書や便覧、各種の資料、タブレッ
トやスマートフォンなどを活用す
るように促す。
・考える際の参考となった資料は、
タブレットのフォルダに保存させ
る。

○学習の課題、目指す姿（評価規
準）、単元全体の流れを確認し、
本時の学習の見通しをもつ。

○「羅生門」の主題についての⚕
つの考えから一つを選び、文章を
どのように読むとそのような考え
に至るかを考える。
・考える際の観点を確認する。
「登場人物（言動・描写・心情）」
「場面の設定・情景描写」
「展開・構成（筋・心情の変化）」

〈知識・理解〉
読むことに必要な文や
文章の組立て、語句の
意味について理解して
いる。
【評価の方法】
ワークシート

【生徒に示す「羅生門」の主題についての⚕つの考え】
　①人間のエゴイズムを浮き彫りにした。
　②人間が頼りなく無力な存在であることを描いた。
　③羅生門が主役といえる。
　④「自立への歩み」をたどる人間の「自己解放の喜び」をうたうもの
　⑤その時の感情や無意識に支配されて行動する人間とその人間による
　　社会の不安と危うさ

【それぞれを選んだ生徒の数】
①⚗人　②⚕人　③⚑⚑人　④⚔人
⑤⚑⚒人
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【第⚓・⚔時】

【第⚕時】

 

第⚓章

留意点学習活動評価規準と評価方法

・テレビ画面に映して確認する。

・ノートの例をテレビ画面で示し、
これまでの学習で身に付けたこと
を活用して、ノートの整理の仕方
を工夫するように促す。
【例】　 人物相関図　ベン図　チ
ャート図　時系列で整理

・考える際の観点を板書で確認す
る。
「登場人物（言動・描写・心情）」
「場面の設定・情景描写」
「展開・構成（筋・心情の変化）」

・「下人は何歳くらいか？」とい
う問いを提示したり、生徒の書き
込みから整理する際の観点につい
ての具体例を挙げたりして、表現
に即して生徒が読みを深められる
ように促す。
・次回、同じ考えの人同士で話し
合う際に、お互いのノートをタブ
レットで共有することを伝える。

○学習の課題、目指す姿（評価規
準）、単元全体の流れを確認し、
本時の学習の見通しをもつ。

・前時に続いて、ワークシートへ
の書き込みを行うこと。考えたこ
とをノートで整理することを確認
する。

○「羅生門」の主題についての⚕
つの考えから自分の選んだものに
ついて、文章をどのように読むと
そのような考えに至るかを考える。

○文章に書かれたことをノートに
整理し、自分の考えをまとめる。
・整理したノートをタブレットに
画像として保存し、自分の考えを
説明できるようにする。

〈知識・理解〉
読むことに必要な文や
文章の組立て、語句の
意味について理解して
いる。
【評価の方法】
ワークシート

〈読む能力①〉
文章に描かれた人物、
情景、心情などを表現
に即して的確に捉えて
いる。
【評価の方法】
ワークシートやノート
への記述の確認

留意点学習活動評価規準と評価方法

・テレビ画面に映して確認する。
・学習のゴールまでのイメージが
明確にもてるようにする。
【ゴールのイメージ】
「人物」「場面」「構成・展開」
の観点を踏まえて、羅生門につい
ての自分の考え（評価）をまとめ
る。

・自分のノートを提示しながら話
し合うようにさせる。
・タブレットに保存したノートの
データを共有する。
・次時で他のものを選んだ人たち
に説明できるようにすることを確
認する。

○学習の課題、目指す姿（評価規
準）、単元全体の流れを確認し、
本時の学習の見通しをもつ。

○同じものを選んだ人同士（⚓〜
⚔人）でグループをつくり、お互
いの考えを交流する。

○交流を通して広がったり深まっ
たりした考えを、自分のノートに
書き加える。

〈読む能力①〉
文章に描かれた人物、
情景、心情などを表現
に即して的確に捉えて
いる。
【評価の方法】
ワークシートやノート
への記述の確認
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【第⚖時】

【第⚗時】（本時）

 

留意点学習活動評価規準と評価方法

・テレビ画面に映して確認する。

・ノートを提示しながら話し合う
ようにさせる。
・タブレットに保存したノートの
データを共有する。

・学習のゴールを確認する。
【ゴール】
「人物」「場面」「構成・展開」
の観点を踏まえて、羅生門につい
ての自分の考え（評価）をまとめる。

・個人やグループでの学習を振り
返らせ、次のようなことを挙げさ
せる。
「考えが分かれたこと」
「分からないこと」
「全体で確認したいこと」

○学習の課題、目指す姿（評価規
準）、単元全体の流れを確認し、
本時の学習の見通しをもつ。

○違うものを選んだ人同士でグルー
プをつくり、グループで考えたこ
とを説明し合う。

○次時に学級全体で話し合いたい
こととそれについての自分の考え
を整理する。

〈読む能力①〉
文章に描かれた人物、
情景、心情などを表現
に即して的確に捉えて
いる。
【評価の方法】
ワークシートやノート
への記述の確認

留意点学習活動評価規準と評価方法

・テレビ画面に映して確認する。
・授業の間　繰り返し

・必要に応じて個々の生徒や全体
に働きかけて、効果的に話合いが
進むよう促す。
・話合いが滞った場合には、生徒
のノートへの記述をタブレットで
提示しながら、全体に考えさせる。

・自分の考えには、次の事柄を盛
り込むことを確認する。
①「羅生門」について自分はどの
ような作品と考えているか（評価）。
②「人物」「場面」「構成・展開」
についての具体的な自分の考え
（解釈）。
・振り返りは、単元の学習を通し
ての自らの考えがどのように深ま
ったかが明確になるように、でき
るかぎり具体的に書くようにさせ
る。

○学習の課題、目指す姿（評価規
準）、単元全体の流れを確認し、
本時の学習の見通しをもつ。

○それぞれが学級全体で話題にし
たいことを出し合いながら話し合
うことで、「羅生門」の読み方につ
いて学級全体で検討する。
・同心円で中心を向き合って話し
合う。その際、司会は立てず、お
互いに発言者を選び合いながら進
める。

○「人物」「場面」「構成・展開」
の観点を踏まえて、羅生門につい
ての自分の考え（評価）をまとめ
るとともに、単元の学習全体の振
り返りをノートに書く。

〈読む能力②〉
文章の構成や展開を確
かめ、内容や表現の仕
方について評価してい
る。
【評価方法】
ノートへの記述の分析

〈関心・意欲・態度〉
文章についての様々な
読み方を検討すること
を通して、文章の内容
や表現の仕方について
評価しようとしている。
【評価方法】
振り返りの記述の分析
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⚑⚔．学習の評価について
〈知識・理解〉の評価

　第⚒時に文章を印刷したワークシートへの書き込みから評価する。生徒が活動している
際に机間指導を行い、生徒の記述を確認する。
　「全然、自分の意志に支配されているということを意識した。」という表現の「全然」
の使い方の現代との違いなど、生徒の気付きを取り上げ、全体にフィードバックすること
で、生徒一人一人が文の組み立てや語句の意味に着目して文章を読むよう、評価を指導に
生かすことを意識した。

〈読む能力①〉の評価

　第⚓・⚔時でまとめ、第⚕時で加筆・修正した生徒のノートから主に評価する。
　「登場人物（言動・描写・心情）」、「場面の設定・情景描写」、「展開・構成（筋・心情
の変化）」について、文章中のどのような記述からどのように捉えているかを見る。
　読み取りが不十分であったり、明らかな誤読であったりするものについては積極的に指
導する。机間指導の中で見付けた場合には、考えを説明させて周りの生徒から指摘させた
り、注目するべき表現に目を向けさせたりして、生徒自らが考えて的確に捉えていけるよ
うに工夫する。

〈読む能力②〉の評価

　単元の終末に書かせる振り返りの記述を分析して評価する。
　単元終末に、以下の事柄を書かせる。
　Ａ「人物」「場面」「構成・展開」の観点を踏まえて、羅生門についての自分の考え
（評価）をまとめた文章

　Ｂ単元全体の学習を通して自分が身に付けたことや学習の過程で考えたこと
　このＡの内容から、次の①から③ができているかどうかを確認する。
　① 「羅生門」について自分はどのような作品と考えているか（評価）を明確に書いてい
る。
　② 「人物」「場面」「構成・展開」についての自分の考え（解釈）を具体的に書いてい
る。
　③ ②の事柄が①の根拠として適切なものである。
　以上の事柄をすべて満たしているものをＢ（おおむね満足できる）の状況と判断する。

第⚓章

評価規準：読むことに必要な文や文章の組立て、語句の意味について理解している
評価の方法：ワークシートへの記述の確認

文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して的確に捉えている。
評価の方法：ワークシートやノートへの記述の確認

文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価している。
評価方法：ノートや振り返りの記述の分析
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Ａ（十分満足できる）状況と判断するものとしては、例えば以下のようなものが考えられ
る。
　①について、自分なりの新しい見方を示しているもの。
　②について、「人物」「場面」「構成・展開」について様々な見方を示した上で自分の考
えを書いているもの。

〈関心・意欲・態度〉の評価

　単元の終末に書かせる振り返りの記述を分析して評価する。
　単元終末に書かせる文章のＡとＢの内容から、次の①と②ができているかどうかを確認
する。
　① 本単元の学習のねらい（「羅生門」の内容や表現の仕方について評価する）を捉えて
いる。
　② 学習のねらいを意識し、その実現を目指して学習活動に取り組んでいる。
　以上の事柄をすべて満たしているものをＢ（おおむね満足できる）の状況と判断する。
Ａ（十分満足できる）状況と判断するものとしては、例えば以下のようなものが考えられ
る。
　①について、「文章の内容や表現の仕方を評価する」とは具体的にどのようなことか、自
分なりの考えをもっている。
　②について、自分なりの課題をもって、学習活動に取り組んでいるもの。単元の学習を
通して、新たな気付きを得ているもの。

文章についての様々な読み方を検討することを通して、文章の内容や表現の仕方に
ついて評価しようとしている。
評価方法：振り返りの記述の分析
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　本題材では、詩と音楽が一体となって生まれる日本の歌曲の美しさを味わうことをねら
いとしている。そこで本時の学習を通してつけたい力は「歌詞の内容や曲想などを生かし
た表現を工夫し、どのように歌うかについて自分の思いや願いをもつ」である。力をつけ
るために主に次の⚔つを中心に取り組んだ。
① ＜課題を落としこむ＞
　　　「何を」「どのように表現するのか」子どもたちに分かりやすい課題にするために、具
体的な活動が見えるよう工夫して提示した。特に本時のつけたい力は「思いや願いを
もつ」という具体が見えにくい。そこで「自分の思いが聴き手に伝わるように表現を
工夫しよう」と具体的な活動が見える課題表記とした。

　　　さらに「思いや願い」と「表現の工夫」との関連はともすると表現の工夫に重点が
かかり、課題の内容にぶれが出てしまうのではないかと考え、「何のために」「どのよ
うな活動をするのか」を板書の工夫や学習カードへの書き込みなどにより明確化を図
った。子どもたち一人ひとりは、自分の課題を具体的につかみ、意欲的にかつ楽しみ
ながら解決に取り組むことができた。

② ＜日本の歌曲を一人で歌う＞
　　　日本の歌曲への思い入れは学習が進むにつれ深まってきた。指導者の考え以上に子
どもたちが日本の歌曲を好きになり，豊かな表現を求めて意欲的に取り組んでいた。
鑑賞を核として日本の歌曲の良さを感じ取ることを丁寧に指導したことが表現意欲に
もつながったと考える。この学習を機会にさらに「日本の音楽」そのものへの関心を
高めたい。

③ ＜学習をさらに深めるための学習カードの工夫と活用・評価＞　　（写真　ウ・エ）
　　　今回の学習カードは「歌詞の意味がわからないとのびのび歌えない。」という子ど
もたちからの声で，再構成したものである。楽曲全体を音としてつかむために楽譜，
情景を想像し理解するために歌詞と場面ごとの写真や挿絵、そして自分の思いを書き
込むための「ふきだし」など，これらの内容をすべて見開きで視覚化できるように工
夫した。子どもたちは，自分の思いを書き込むことで課題と解決方法を視覚化し，そ
れをもとに活動した。表現を見直し再度書き込み，表現を高めていった。

　　　このように学習カードは学習過程の道筋であるとともに履歴でもある。「こんなに
できるようになった」と工夫したり表現したりした学びを視覚化することで表現への
自信や次への意欲をもつことができた。子どもたちは気づきや工夫，考えを書き込み，
表現を高めることに役立っていた。

　　　さらに学習カードは，支援の書き込みにより指導者と学習者との「対話」を生んだ。

第⚓章

小学校指導案＜音楽＞
〜日本の歌曲の美しさを味わう〜

川崎市立田島小学校　鈴木　優子
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活動中は，一人ひとりの見取りや全員への十分な支援は難しい。このカードでの対話
は，力をつけることにも心をつなぐことにも効果的であったと考える。

④ ＜一人で歌う>
　　　一人で歌うことには日常的に取り組んでいるので，どの子どもも一人での表現を楽
しんでいた。一人で表現することはともすると自己満足に陥ることも考えられる。そ
こで「聴き手に伝わるように」と相手意識のもてる課題とした。友達と共に高めあう
活動が自然に生まれ，個から集団へと学びの場を広げる姿が多くみられた。課題を意
識し，自分の力がついていくことを実感できる学びであった。

資料　学習カード

 
ウ

エ
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⚑　実践に向けての課題意識 

　国際化、情報化社会を生きる子どもたちに学校で育てる学力は、『覚えた知識をペーパ
ーテストで再現する学力』ではない。『教科を超えた「リテラシー」（問題解決能力）』
である。その学力を身につけさせるために学習指導要領の各教科における目標や内容が決
められている。その目標を実現でき、生徒に確かな学力がついたかどうかを確かめるもの
が学習評価である。
　学習評価というと、要録や通知表に記載される目標に準拠した評価（各教科における学
習状況を分析的にとらえた観点別学習状況の評価と、総括的にとらえた評定）をまず思い
浮かべることだろう。しかし、評価＝結果のみではない。平成⚒⚒年⚓月⚒⚔日の中央教育審
議会初等中等教育分科会教育課程部会で、『児童生徒の学習評価のあり方についての概要』
が出され、その中で学習評価の改善が課題とされた。

　この概要の趣旨に沿う形で、学習指導要領が改訂され、また、「小学校、中学校、 高等
学校及び特別支援学校における児童生徒の学習評価及指導要録の改善等について（通知）」
（平成⚒⚒年⚕月⚑⚑日）が出され、現在の学習指導と学習評価における課題が明確になった
と言えよう。
　特に注意しなければならないことは、繰り返すが「評価のための学習」ではなく、また、
学習した成果を測定することや評定することが目的ではなく、生徒に学力を付けさせるた
めの評価であり、我々教師にとっては、生徒の学習状況から授業改善を進めるための資料
として機能する評価であるという、学習評価の本質が示されている点である。
　私たち教師が教科指導で生徒を評価するための資料は大きく分けて二つである。授業に
おけるワークシート（ノート）・発言の様子・小テスト等の日常の評価と定期テストとで
ある。まずはこの⚔月に⚑年間の「授業配当時数」とそれに合わせた「学習評価（領域別）
計画」を作成した。

第⚓章

中学校研究実践
〜『テストが変われば授業が変わる』〜

生徒に学力をつけるテストとは
茅ヶ崎市立浜須賀中学校　小林　美佐子

　学習評価とは次のような側面から大切である。
①教員にとって
　　一人一人の児童生徒に確かな学力がついたかどうか確かめるとともに、授業の内
容や進め方が妥当であったかをふり返るためのもの。
②児童生徒にとって
　　自らの学習状況に気付き、その後の発達や成長の糧とするためのもの。
③保護者にとって
　　評価結果を知ることで、家庭における児童生徒の学習を促す資料とするためのもの。
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平成⚒⚖年度第⚓学年　領域別の配当時間数と学習評価（領域別）計画

　「Ａ話すこと・聞くこと」において、「話すこと」の領域の学習評価を定期テストで見取
ることは難しい。日常の授業の中で見取り、日常の評価とするべきである。しかし、知
識・理解に関わる内容に限れば可能ではある。
　「Ｂ書くこと」については定期テストの中でもやはり出題したい。昨年度（平成⚒⚖年度）
の県立高校の入試の問題に国語科で二問（⚖⚐字と⚘⚐字）出題されているだけでなく、社会
科で三問（⚒⚕字、⚗⚐字、⚘⚐字）、理科で二問（どちらも⚒⚕字）記述問題が出題されている。
ただ、試験時間は限られているので、日常の授業で、複数回じっくり書かせたものを日常
の評価として重視したい。
　「Ｃ読むこと」の大半は、定期テストで見取ることができる。この領域は他の領域ほど
日常の評価を重くみなくてもよいだろう。
　今回の提案では上記の表に基づいて、一番配当時間の多い「Ｃ読むこと」に限定して評
価のあり方を探る。また、「読むこと」は定期テストにおける評価の割合が必然的に大きく
なる。従って、定期テストで「読むこと」を評価するにはどういう問題を作成すればよい
のかを研究の中心的な課題とする。テスト問題のあり方を研究することで国語科の学力を
育てるための学習評価について考え、目標の明確化、評価基準の妥当性を図り、日々の授
業の改善に役立てたいと考えた。

⚒　実践の概要 
　市内の国語教師、若手の教師⚔名とベテランの教師⚔名の⚘人グループで研究を進める
ことにした。グループ研究は、互いの実践の交流を通して、より確かで効果のある指導の
あり方を追究・共有することができ、研究成果を自校だけでなく、市内に波及できると考
えたからである。各自の実践を基に次のように研究を進めた。
　第⚑回研究会（⚑月）…「指導と評価の一体化」について話し合い、評価から指導へと
いう逆向きの研究「テストが変われば授業が変わる」という研究課題を決めた。
　第⚒回研究会（⚓月）…学習評価についての課題（評価論）について学んだ。評価の目

合計知識・理解の評価関心・意欲・態度の評価領域の学習評価配当
時間領域 定期テスト日常の評価定期テスト日常の評価定期テスト日常の評価

⚒⚐⚓⚓（⚕）⚖⚘⚑⚕Ａ話すこと・
　聞くこと

⚒⚐⚓⚓（⚕）⚖⚘⚒⚐Ｂ書くこと

⚒⚐⚕⚓（⚕）⚘⚔⚓⚕Ｃ読むこと

⚒⚐⚕⚓（⚕）⚘⚔事項

（⚙）（⚒）（⚑）（⚒）（⚔）（⚒）⚑⚕・伝統的な言
語文化

（⚘）（⚒）（⚑）（⚒）（⚔）（⚑）⚑⚐・言語につい
て知識理解

（⚓）（⚑）（⚑）（⚑）（⚑）⚑⚐・書写

⚑⚐⚐⚑⚐⚕合計



− 182 −

的は、評定することだけではなく、生徒に学力を付けさせることであり、我々教師にとっ
ては、授業改善を進めるための資料にすることという、学習評価の本質を確認した。その
後、各自が持ち寄った学年末テストに出題した「読むこと」の領域で作成した問題を検討
した。
  第⚓回研究会（⚖月）…第⚒回の課題を基に作成したテスト問題を再度検討した。その
中で、問いの文章の確かさ、配点、学習目標自体の妥当性、作成した問題が評価する上で
適切かどうか等、様々な課題が明らかになった。テスト問題の妥当性の検証を重ねること
が「生徒に学力を付ける、到達目標を明確にした授業づくり」につながるということの共
通理解を図ることができた。

⚓　具体的な取り組み
　（⚑）定期テスト作成手順の見直し
　　これまでテストの作成は単元の学習が終わり、テスト実施の直前に行っていた。授業
を行った上で、目標がどのくらい身に付いているか、行った学習活動を中心に、少し応
用問題を交えて作問するという方法である。
　　しかし、今回は次の手順でテスト問題を作成した。
　①教科書の教材の学習目標を確認し、学習指導要領のどの内容にあたるかを考える。
　②目標実現のための学習活動と評価する方法を決める。
　③評価基準を決める。
　　つまり、その教材の授業に入る前に、評価の資料としての定期テストの問題と評価基
準を決めておくという手順である。光村教科書の⚓年にある『握手』（井上ひさし）で
次のように行った。
　（⚒）「握手」のテスト作成手順　資料Ｇ
　①教科書の学習目標を確認する
　・作品に描かれた登場人物の生き方や考え方を読み、人間や社会に対して自分の意見を
もつ。

　・登場人物の言葉やエピソードからその人物像を捉え、内容を理解する。
　②学習目標を学習指導要領の内容と照らし合わせる
　・文章の構成や展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、内容の理解に役立
てること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ（⚑）イ

　・文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ（⚑）ウ
　③学習目標を決める
　　今回は②の二つ目の内容を取り上げ、目標を「目的や意図に応じ、文章の展開の仕方
や場面や登場人物の設定の仕方などを評価しながら読む力」とした。
　④学習活動を決める
　・ルロイ修道士の人物像が表れている描写（言葉や行動）を抜き出し、人物像を捉え、
交流する。（一人→⚔人→全体）

　・批評文を書き、交流する
　　批評文を書く活動を通して、作品を評価する視点を明確にし、書いた批評文を読み合

第⚓章



− 183 −

い交流することで、読み方や見方の違いを知ることができ、人間や社会に対する考えを
深められると考えた。
　⑤学習活動（批評文を⚓回書く）の流れ
　・批評文の書き方、（観点や構成・批評の言葉等）を学習する。
　・『握手』の批評文を書く。
　・定期テストの初めて読む文章「バスに乗って」（『小学五年生』重松清）で⚒回目の
批評文を書く。

　・三度目の批評文を教科書の小説「蝉の声」（浅田次郎）で書く。
　・批評文を読み合い、交流する。
　・学習をふりかえる。
　⑥評価の資料
　・ワークシート⚓種類、テストの記述、ふりかえり
　⑦評価基準
　「握手」「バスに乗って」「蝉の声」の三作品ともに同じ評価基準にする。
　・⚑段落目に評価の観点と評価の言葉が入っている・・・＋⚒点
　・⚒段落構成・・・＋⚒点
　・⚒段落目の内容は評価の根拠になる叙述を含んで、具体的にその良さが書かれている
・・・＋⚒点

　・良さが二つ以上具体的にあるいは多面的に深く掘り下げられ書かれている・・・＋⚒
点

　・⚑⚐⚐字〜⚑⚕⚐字で書く・・・＋⚒点
　・他の作品と妥当な比較をしている・・・＋⚒点
　・誤字脱字、ひらがなばかりの文章・・・各−⚑点
　これらの⚖項目を合計して点数をつけ、「Ｂ］は⚖〜⚘点、「Ａ」は⚑⚐点以上とした。
　　このように、指導計画を立てる際に、学習指導とともに、テストによる評価も一緒に
考えることで、指導と評価の一体化がなされると感じた。
　　テストが変われば授業が変わる。テストは小さな入り口のように見えて、授業改善の
大きな鍵になると考えた。
　（⚓）テスト問題作成から見えてきた課題
　　グループ研究で持ち寄ったテストを検討し、次のような課題があげられた。
　①テスト直しの効果的なあり方・・・資料Ａ
　　テスト時にはわからなかったことも、テスト直しを通して理解が深まったり、間違え
た原因を分析させることで自分の学習方法の問題点や、今後の改善方法を考えるきっか
けになるテスト直しにするにはどうしたらいいか。
　②テスト前後の活動とつなげる・・・資料Ｂ
　　「握手」における批評文への取り組みのように、テストを独立したものと捉えずに、
学習の一環として位置づけることも一つのテストのあり方であろう。
　③設問の数・・・資料Ｃ・Ｄ・Ｅ
　　光村教科書の⚑年「にじの見える橋」（杉みき子）、⚒年「アイスプラネット」（椎名
　誠）、教育出版教科書の⚒年「夏の葬列」（山川方夫）で、それぞれの設問が⚑⚕問、⚑⚒
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問、⚙問とかなり多い。文学的文章を詳細な読解より、半分の⚕〜⚖問に絞って思考力
を問う問題にした方が良いのではないか。
　④設問の配点や観点の表示・・・資料Ｃ・Ｄ・Ｅ
　　満点は⚑⚐⚐点であるとか、⚑問⚒点であるという固定概念に捕らわれてしまっている現
状や、資料Ｅのエとオの問題を同じ⚒点にしているように設問の難易度による配点のあ
り方にも課題がある。また、どの観点の評価なのか、その設問が何点なのか等、表示さ
れていないのも課題である。
　⑤記述問題の採点の揺れ・・・資料Ｂ
　　学力学習状況テストのＢ問題や入試に多くなってきた記述問題だが、字数の設定や、
キーワードの提示等条件をどうつけるか、採点基準の揺れをどうするか等が話題になっ
た。資料Ｂの問七の記述は、解答用紙の下に基準のチェック欄を作ったので、揺れずに
採点できた。生徒も授業の中で書いた批評文と同じ基準なので、採点に納得していた。
　⑥設問の文のわかりやすさや、正確さ・・・資料Ｄ・Ｆ
　　資料Ｄ、問二「ぼくの気持ちをふまえて答えなさい。」というのは「気持ちを書きな
さい。」ではいけないのか。資料Ｆの四、「それぞれの足踏みの違いについて、まとめな
さい。」というのは要約するのか。何字くらいで書くのか等、設問の不的確さも課題と
なった。
　⑦選択肢の多様性
　　選択肢は空欄と同じ数、あるいは余らせるように作ることが多いが、逆に、⚕つの空
欄に⚔つの選択肢を与え、一つは自分で答えを書かせるという形にする方法や、選択肢
に正答を二つ入れておき、選んだ理由を書かせる等の方が難易度が上がるだろうという
意見もあがった。

⚔　成果と今後
　この共同研究で目指したことは、これまで私たちが「正しい」と思い込んできた『経験
則』に基づくテストではなく、授業を通して学力が確かに生徒に身に付いたかを検証でき
るテスト、結果を生徒のためだけではなく、私たち教師が授業改善を行う資料として活用
できるテストとはどのようなものであるべきかを追究することであった。
　研究を通して、テストを含めた学習評価について再確認する中で、テストは⚑⚐⚐点満点で
なければならないという意識や、平均点を生徒に知らせるという考えを払拭することがで
きた。また、生徒の解答を評価する私たち自身の評価能力を高めることの必要性も明確に
なった。「テストが変われば授業が変わる」という考え方に基づいて、学力を育てるテス
トと授業のあり方についてさらに研究を進めていきたい。

第⚓章
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第⚑章　総　則

（名　称） 
第⚑条　この法人は，公益財団法人 日本教材文化研究財団
と称する。

（事務所） 
第⚒条　この法人は，主たる事務所を，東京都新宿区に置
く。 
　⚒　この法人は，理事会の決議を経て，必要な地に従たる
事務所を設置することができる。これを変更または廃止
する場合も同様とする。

第⚒章　目的及び事業  

（目　的）
第⚓条　この法人は，学校教育，社会教育及び家庭教育にお
ける教育方法に関する調査研究を行うとともに，学習指導
の改善に資する教材・サービス等の開発利用をはかり，も
ってわが国の教育の振興に寄与することを目的とする。

（事　業） 
第⚔条　この法人は，前条の目的を達成するために，次の各
号の事業を行う。 

　　（⚑）学校教育，社会教育及び家庭教育における学力形
成に役立つ指導方法の調査研究と教材開発

　　（⚒）家庭の教育力の向上がはかれる教材やサービスの
調査研究と普及公開

　　（⚓）前二号に掲げる研究成果の発表及びその普及啓蒙
　　（⚔）教育方法に関する国内外の研究成果の収集及び一

般の利用に供すること
　　（⚕）他団体の検定試験問題及びその試験に関係する教

材の監修
　　（⚖）その他，目的を達成するために必要な事業
　⚒　前項の事業は，日本全国において行うものとする。

第⚓章　資産及び会計

（基本財産） 
第⚕条　この法人の目的である事業を行うために不可欠な別
表の財産は，この法人の基本財産とする。
　⚒　基本財産は，この法人の目的を達成するために理事長
が管理しなければならず，基本財産の一部を処分しよう
とするとき及び基本財産から除外しようとするときは，
あらかじめ理事会及び評議員会の承認を要する。

（事業年度）
第⚖条　この法人の事業年度は，毎年⚔月⚑日に始まり翌年
⚓月31日に終わる。

（事業計画及び収支予算）
第⚗条　この法人の事業計画書，収支予算書並びに資金調達
及び設備投資の見込みを記載した書類については，毎事業
年度開始の日の前日までに，理事長が作成し，理事会の承
認を受けなければならない。これを変更する場合も同様と
する。
　⚒　前項の書類については，主たる事務所に，当該事業年
度が終了するまでの間備え置き，一般の閲覧に供するも
のとする。

（事業報告及び決算）
第⚘条　この法人の事業報告及び決算については，毎事業年
度終了後⚓箇月以内に，理事長が次の各号の書類を作成し，

監事の監査を受けた上で，理事会の承認を受けなければな
らない。承認を受けた書類のうち，第⚑号，第⚓号，第⚔
号及び第⚖号の書類については，定時評議員会に提出し，
第⚑号の書類についてはその内容を報告し，その他の書類
については，承認を受けなければならない。

　　（⚑）事業報告
　　（⚒）事業報告の附属明細書
　　（⚓）貸借対照表
　　（⚔）正味財産増減計算書
　　（⚕）貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書
　　（⚖）財産目録
　⚒　第⚑項の規定により報告または承認された書類のほか，
次の各号の書類を主たる事務所に⚕年間備え置き，個人
の住所に関する記載を除き一般の閲覧に供するとともに，
定款を主たる事務所に備え置き，一般の閲覧に供するも
のとする。

　　（⚑）監査報告
　　（⚒）理事及び監事並びに評議員の名簿
　　（⚓）理事及び監事並びに評議員の報酬等の支給の基準

を記載した書類
　　（⚔）運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに

関する数値のうち重要なものを記載した書類

（公益目的取得財産残額の算定）
第⚙条　理事長は，公益社団法人及び公益財団法人の認定等
に関する法律施行規則第48条の規定に基づき，毎事業年度，
当該事業年度の末日における公益目的取得財産残額を算定
し，前条第⚒項第⚔号の書類に記載するものとする。

第⚔章　評議員

（評議員）
第10条　この法人に，評議員16名以上21名以内を置く。

（評議員の選任及び解任）
第11条　評議員の選任及び解任は，評議員選定委員会におい
て行う。

　⚒　評議員選定委員会は，評議員⚑名，監事⚑名，事務局
員⚑名，次項の定めに基づいて選任された外部委員⚒名
の合計⚕名で構成する。

　⚓　評議員選定委員会の外部委員は，次のいずれにも該当
しない者を理事会において選任する。

　　（⚑）この法人または関連団体（主要な取引先及び重要
な利害関係を有する団体を含む。以下同じ。）の業
務を執行する者または使用人

　　（⚒）過去に前号に規定する者となったことがある者
　　（⚓）第⚑号または第⚒号に該当する者の配偶者，三親

等内の親族， 使用人（過去に使用人となった者も含
む。）

　⚔　評議員選定委員会に提出する評議員候補者は，理事会
または評議員会がそれぞれ推薦することができる。評議
員選定委員会の運営についての詳細は理事会において定
める。

　⚕　評議員選定委員会に評議員候補者を推薦する場合には，
次に掲げる事項のほか，当該候補者を評議員として適任
と判断した理由を委員に説明しなければならない。

　　（⚑）当該候補者の経歴
　　（⚒）当該候補者を候補者とした理由
　　（⚓）当該候補者とこの法人及び役員等（理事，監事及

び評議員）との関係
　　（⚔）当該候補者の兼職状況
　⚖　評議員選定委員会の決議は，委員の過半数が出席し，

公益財団法人　日本教材文化研究財団　定款
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その過半数をもって行う。ただし，外部委員の⚑名以上
が出席し，かつ，外部委員の⚑名以上が賛成することを
要する。

　⚗　評議員選定委員会は，第10条で定める評議員の定数を
欠くこととなるときに備えて，補欠の評議員を選任する
ことができる。

　⚘　前項の場合には，評議員選定委員会は，次の各号の事
項も併せて決定しなければならない。

　　（⚑）当該候補者が補欠の評議員である旨
　　（⚒）当該候補者を⚑人または⚒人以上の特定の評議員

の補欠の評議員として選任するときは，その旨及び
当該特定の評議員の氏名

　　（⚓）同一の評議員（⚒人以上の評議員の補欠として選
任した場合にあっては，当該⚒人以上の評議員）に
つき⚒人以上の補欠の評議員を選任するときは，当
該補欠の評議員相互間の優先順位

　⚙　第⚗項の補欠の評議員の選任に係る決議は，当該決議
後⚔年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関す
る定時評議員会の終結の時まで，その効力を有する。

（評議員の任期）
第12条　評議員の任期は，選任後⚔年以内に終了する事業年
度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結のときま
でとする。また，再任を妨げない。
　⚒　前項の規定にかかわらず，任期の満了前に退任した評
議員の補欠として選任された評議員の任期は，退任した
評議員の任期の満了するときまでとする。

　⚓　評議員は，第10条に定める定数に足りなくなるときは，
任期の満了または辞任により退任した後も，新たに選任
された評議員が就任するまで，なお評議員としての権利
義務を有する。

（評議員に対する報酬等）
第13条　評議員に対して，各年度の総額が500万円を超えな
い範囲で，評議員会において定める報酬等を支給すること
ができる。
　⚒　前項の規定にかかわらず，評議員には費用を弁償する
ことができる。

第⚕章　評議員会

（構　成）
第14条　評議員会は，すべての評議員をもって構成する。

（権　限）
第15条　評議員会は，次の各号の事項について決議する。
　　（⚑）理事及び監事の選任及び解任
　　（⚒）理事及び監事の報酬等の額
　　（⚓）評議員に対する報酬等の支給の基準
　　（⚔）貸借対照表及び正味財産増減計算書の承認
　　（⚕）定款の変更
　　（⚖）残余財産の処分
　　（⚗）基本財産の処分または除外の承認
　　（⚘）その他評議員会で決議するものとして法令または

この定款で定められた事項

（開　催）
第16条　評議員会は，定時評議員会として毎事業年度終了後
⚓箇月以内に⚑回開催するほか，臨時評議員会として必要
がある場合に開催する。

（招　集）
第17条　評議員会は，法令に別段の定めがある場合を除き，
理事会の決議に基づき理事長が招集する。

　⚒　評議員は，理事長に対して，評議員会の目的である事
項及び招集の理由を示して，評議員会の招集を請求する
ことができる。

（議　長）
第18条　評議員会の議長は理事長とする。
　⚒　理事長が欠けたときまたは理事長に事故があるときは，
評議員の互選によって定める。

（決　議）
第19条　評議員会の決議は，決議について特別の利害関係を
有する評議員を除く評議員の過半数が出席し，その過半数
をもって行う。

　⚒　前項の規定にかかわらず，次の各号の決議は，決議に
ついて特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の⚓
分の⚒以上に当たる多数をもって行わなければならない。

　　（⚑）監事の解任
　　（⚒）評議員に対する報酬等の支給の基準
　　（⚓）定款の変更
　　（⚔）基本財産の処分または除外の承認
　　（⚕）その他法令で定められた事項
　⚓　理事または監事を選任する議案を決議するに際しては，
各候補者ごとに第⚑項の決議を行わなければならない。
理事または監事の候補者の合計数が第21条に定める定数
を上回る場合には，過半数の賛成を得た候補者の中から
得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任する
こととする。

（議事録）
第20条　評議員会の議事については，法令で定めるところに
より，議事録を作成する。

　⚒　議長は，前項の議事録に記名押印する。

第⚖章　役　員

（役員の設置）
第21条　この法人に，次の役員を置く。
　　（⚑）理事　⚗名以上12名以内
　　（⚒）監事　⚒名または⚓名
　⚒　理事のうち⚑名を理事長とする。
　⚓　理事長以外の理事のうち，⚑名を専務理事及び⚒名を
常務理事とする。

　⚔　第⚒項の理事長をもって一般社団法人及び一般財団法
人に関する法律（平成18年法律第48号）に規定する代表
理事とし，第⚓項の専務理事及び常務理事をもって同法
第197条で準用する同法第91条第1項に規定する業務執行
理事（理事会の決議により法人の業務を執行する理事と
して選定された理事をいう。以下同じ。）とする。

（役員の選任）
第22条　理事及び監事は，評議員会の決議によって選任する。
　⚒　理事長及び専務理事並びに常務理事は，理事会の決議
によって理事の中から選定する。

（理事の職務及び権限）
第23条　理事は，理事会を構成し，法令及びこの定款で定め
るところにより，職務を執行する。

　⚒　理事長は，法令及びこの定款で定めるところにより，
この法人の業務を代表し，その業務を執行する。

　⚓　専務理事は，理事長を補佐する。 
　⚔　常務理事は，理事長及び専務理事を補佐し，理事会の
議決に基づき，日常の事務に従事する。 

　⚕　理事長及び専務理事並びに常務理事は，毎事業年度に
⚔箇月を超える間隔で⚒回以上，自己の職務の執行の状
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況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務及び権限）
第24条　監事は，理事の職務の執行を監査し，法令で定める
ところにより，監査報告を作成する。
　⚒　監事は，いつでも，理事及び事務局員に対して事業の
報告を求め，この法人の業務及び財産の状況の調査をす
ることができる。

（役員の任期）
第25条　理事の任期は，選任後⚒年以内に終了する事業年度
のうち最終のものに関する定時評議員会の終結のときまで
とする。
　⚒　監事の任期は，選任後⚒年以内に終了する事業年度の
うち最終のものに関する定時評議員会の終結のときまで
とする。

　⚓　前項の規定にかかわらず，任期の満了前に退任した理
事または監事の補欠として選任された理事または監事の
任期は，前任者の任期の満了するときまでとする。

　⚔　理事または監事については，再任を妨げない。
　⚕　理事または監事が第21条に定める定数に足りなくなる
ときまたは欠けたときは，任期の満了または辞任により
退任した後も，それぞれ新たに選任された理事または監
事が就任するまで，なお理事または監事としての権利義
務を有する。

（役員の解任）
第26条　理事または監事が，次の各号のいずれかに該当する
ときは，評議員会の決議によって解任することができる。
　　（⚑）職務上の義務に違反し，または職務を怠ったとき
　　（⚒） 心身の故障のため，職務の執行に支障がありまた

はこれに堪えないとき

（役員に対する報酬等）
第27条　理事及び監事に対して，各年度の総額が300万円を
超えない範囲で，評議員会において定める報酬等を支給す
ることができる。
　⚒　前項の規定にかかわらず，理事及び監事には費用を弁
償することができる。

第⚗章　理事会

（構　成）
第28条　理事会は，すべての理事をもって構成する。

（権　限）
第29条　理事会は，次の各号の職務を行う。
　　（⚑）この法人の業務執行の決定      
　　（⚒）理事の職務の執行の監督
　　（⚓）理事長及び専務理事並びに常務理事の選定及び解

職

（招　集）
第30条　理事会は，理事長が招集するものとする。
　⚒　理事長が欠けたときまたは理事長に事故があるときは，
各理事が理事会を招集する。

（議　長）
第31条　理事会の議長は，理事長とする。
　⚒　理事長が欠けたときまたは理事長に事故があるときは，
専務理事が理事会の議長となる。

 

（決　議）
第32条　理事会の決議は，決議について特別の利害関係を有
する理事を除く理事の過半数が出席し，その過半数をもっ
て行う。

　⚒　前項の規定にかかわらず，一般社団法人及び一般財団
法人に関する法律第197条において準用する同法第96条
の要件を満たしたときは，理事会の決議があったものと
みなす。

（議事録）
第33条　理事会の議事については，法令で定めるところによ
り，議事録を作成する。

　⚒　出席した理事長及び監事は，前項の議事録に記名押印
する。ただし，理事長の選定を行う理事会については，
他の出席した理事も記名押印する。

第⚘章　定款の変更及び解散

（定款の変更）
第34条　この定款は，評議員会の決議によって変更すること
ができる。

　⚒　前項の規定は，この定款の第⚓条及び第⚔条並びに第
11条についても適用する。

（解　散）
第35条　この法人は，基本財産の滅失によるこの法人の目的
である事業の成功の不能，その他法令で定められた事由に
よって解散する。

（公益認定の取消し等に伴う贈与）
第36条　この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合ま
たは合併により法人が消滅する場合（その権利義務を承継
する法人が公益法人であるときを除く。）には，評議員会
の決議を経て，公益目的取得財産残額に相当する額の財産
を，当該公益認定の取消しの日または当該合併の日から⚑
箇月以内に，公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関
する法律第⚕条第17号に掲げる法人または国若しくは地方
公共団体に贈与するものとする。

（残余財産の帰属）
第37条　この法人が清算をする場合において有する残余財産
は，評議員会の決議を経て，公益社団法人及び公益財団法
人の認定等に関する法律第⚕条第17号に掲げる法人または
国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。

第⚙章　公告の方法

（公告の方法）
第38条　この法人の公告は，電子公告による方法により行う。
　⚒　事故その他やむを得ない事由によって前項の電子公告
を行うことができない場合は，官報に掲載する方法によ
り行う。

第10章　事務局その他

（事務局）
第39条　この法人に事務局を設置する。
　⚒　事務局には，事務局長及び所要の職員を置く。
　⚓　事務局長及び重要な職員は，理事長が理事会の承認を
得て任免する。

　⚔　前項以外の職員は，理事長が任免する。
　⚕　事務局の組織，内部管理に必要な規則その他について
は，理事会が定める。
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（委　任）
第40条　この定款に定めるもののほか，この定款の施行につ
いて必要な事項は，理事会の決議を経て，理事長が定める。

附　則

　⚑　この定款は，一般社団法人及び一般財団法人に関する
法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関す
る法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第
106条第⚑項に定める公益法人の設立の登記の日から施
行する。

　⚒　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益
社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行
に伴う関係法律の整備等に関する法律第106条第⚑項に
定める特例民法法人の解散の登記と，公益法人の設立の
登記を行ったときは，第⚖条の規定にかかわらず，解散
の登記の日の前日を事業年度の末日とし，設立の登記の
日を事業年度の開始日とする。

　⚓　第22条の規定にかかわらず，この法人の最初の理事長
は杉山㖊茂，専務理事は新免利也，常務理事は星村平和
及び中井武文とする。

　⚔　第11条の規定にかかわらず，この法人の最初の評議員
は，旧主務官庁の認可を受けて，評議員選定委員会にお
いて行うところにより，次に掲げるものとする。

　　　有田　和正　　　　　尾田　幸雄
　　　梶田　叡一　　　　　角屋　重樹
　　　亀井　浩明　　　　　北島　義斉
　　　木村　治美　　　　　佐島　群巳
　　　佐野　金吾　　　　　清水　厚実
　　　田中　博之　　　　　玉井美知子
　　　中川　栄次　　　　　中里　至正
　　　中洌　正堯　　　　　波多野義郎
　　　原田　智仁　　　　　宮本　茂雄
　　　山極　　隆　　　　　大倉　公喜

　⚕　昭和45年の法人設立時の理事及び監事は，次のとおり
とする。

　　　理事　（理事長）　 平澤　興
　　　理事　（専務理事）堀場正夫
　　　理事　（常務理事）鰺坂二夫
　　　理事　（常務理事）渡辺　茂
　　　理事　（常務理事）近藤達夫
　　　理事　　　　　　　平塚益徳
　　　理事　　　　　　　保田　與重郎
　　　理事　　　　　　　奥西　保
　　　理事　　　　　　　北島織衛
　　　理事　　　　　　　田中克己
　　　監事　　　　　　　高橋武夫
　　　監事　　　　　　　辰野千壽
　　　監事　　　　　　　工藤　清

賛助会員規約

第⚑条　公益財団法人日本教材文化研究財団の事業目的に賛
同し，事業その他運営を支援するものを賛助会員（以下「会
員」という）とする。

第⚒条　会員は，法人，団体または個人とし，次の各号に定
める賛助会費（以下「会員」という）を納めるものとする。
　　（⚑）法人および団体会員　　　一口30万円以上
　　（⚒）個人会員　　　　　　　　一口⚖万円以上
　　（⚓）個人準会員　　　　　　　一口⚖万円未満

第⚓条　会員になろうとするものは，会費を添えて入会届を
提出し，理事会の承認を受けなければならない。

第⚔条　会員は，この法人の事業を行う上に必要なことがら
について研究協議し，その遂行に協力するものとする。

第⚕条　会員は次の各号の事由によってその資格を失う。
　　（⚑）脱退
　　（⚒）禁治産および準禁治産並びに破産の宣告
　　（⚓）死亡，失踪宣告またはこの法人の解散
　　（⚔）除名

第⚖条　会員で脱退しようとするものは，書面で申し出なけ
ればならない。

第⚗条　会員が次の各号（⚑）に該当するときは，理事現在
数の⚔分の⚓以上出席した理事会の議決をもってこれを除
名することができる。

　　（⚑）会費を滞納したとき
　　（⚒）この法人の会員としての義務に違反したとき
　　（⚓）この法人の名誉を傷つけまたはこの法人の目的に

反する行為があったとき

第⚘条　既納の会費は，いかなる事由があってもこれを返還
しない。

第⚙条　各年度において納入された会費は，事業の充実およ
びその継続的かつ確実な実施のため，その半分を管理費に
使用する。
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内閣府所管

公益財団法人　日本教材文化研究財団
理事・監事・評議員

（平成28年⚘月31日現在）⑴　理事・監事名簿（敬称略）⚑⚓名
備　　　　考職務・専門分野就重就任年月日氏　名役　名

筑波大学名誉教授　全日本家庭教育研究会総裁法 人 の 代 表
業 務 の 総 理重平成⚒⚖年⚖月⚖日

（理事長就任 H.⚒⚖.⚓.⚗）村上　和雄理事長
（株）新学社執行役員事 務 総 括

事 業 運 営重平成⚒⚖年⚖月⚖日新免　利也専務理事
（株）新学社代表取締役会長財　 務重平成⚒⚖年⚖月⚖日中井　武文常務理事
元兵庫教育大学教授　国立教育政策研究所名誉所員社 会科教育重平成⚒⚖年⚖月⚖日星村　平和常務理事
広島大学名誉教授　日本体育大学教授理 科 教 育重平成⚒⚖年⚖月⚖日角屋　重樹理　事
大日本印刷（株）代表取締役社長財  務重平成⚒⚖年⚖月⚖日北島　義俊理　事
元早稲田大学教授　東京学芸大学名誉教授数 学 教 育重平成⚒⚖年⚖月⚖日杉山　㖊茂理　事
（株）新学社代表取締役社長財　 務重平成⚒⚖年⚖月⚖日中川　栄次理　事
元兵庫教育大学学長　兵庫教育大学名誉教授国 語教育学就平成⚒⚘年⚖月⚓日中洌　正堯理　事
兵庫教育大学大学院教授社会科教育重平成⚒⚖年⚖月⚖日原田　智仁理　事
元文部省初中局長　国立教育政策研究所名誉所員教 育 行 政

教 育 法 規重平成⚒⚖年⚖月⚖日菱村　幸彦理　事
（株）新学社執行役員財  務重平成⚒⚖年⚖月⚖日中合　英幸監　事
大日本印刷（株）常務執行役員財  務就平成⚒⚖年⚖月⚖日古谷　滋海監　事

（⚕⚐音順）

⑵　評議員名簿（敬称略）⚑⚘名
備　　　　考担当職務就重就任年月日氏　名役　名

東京大学大学院教授教育心理学・発達心理学
学 校 教 育 学就平成⚒⚕年⚑⚒月⚑⚑日秋田喜代美評議員

京都教育大学大学院教授教 育 工 学
メ デ ィ ア 教 育重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日浅井　和行評議員

名古屋大学名誉教授　神奈川大学特別招聘教授教 育 課 程 論
教育評価・教育方法重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日安彦　忠彦評議員

元東京都教委指導部長　帝京大学名誉教授初 等 中 等 教 育
キ ャ リ ア 教 育重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日亀井　浩明評議員

大日本印刷（株）代表取締役副社長財　 務重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日北島　義斉評議員
共立女子大学名誉教授　エッセイスト英 文 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日木村　治美評議員
筑波大学人間系教授認知心理学・発達心理学

キ ャ リ ア 教 育重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日櫻井　茂男評議員
元東京家政学院中・高等学校長　全国図書教材協議会会長社 会 科 教 育

教育課程・学校経営重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日佐野　金吾評議員
日本教材学会副会長　学校法人福山大学理事長教 育 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日清水　厚実評議員
筑波大学人間系教授数 学 教 育 学

評 価 論重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日清水　美憲評議員
元国立教育政策研究所総括研究官　東洋大学教授国 語 教 育

教 育 方 法 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日下田　好行評議員
熊本大学大学院教授教育工学・情報教育

教育メディア学就平成⚒⚕年⚑⚒月⚑⚑日鈴木　克明評議員
横浜国立大学名誉教授国 語 科 教 育 学

教 育 方 法 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日髙木　展郎評議員
早稲田大学教職大学院教授教 育 工 学

教 育 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日田中　博之評議員
立教大学教授フ ラ ン ス 思 想

言 語 論重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日前田　英樹評議員
広島大学大学院教授英語教育学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日松浦　伸和評議員
大阪教育大学教授社会科教育学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日峯　　明秀評議員
筑波大学人間系教授道 徳 教 育 論

家 庭 教 育 論重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日吉田　武男評議員
（⚕⚐音順）



調査研究シリーズ 66

育成する言語能力を明確にした
国語科の評価に関する研究
平成28年⚙月30日発行

編　集／公益財団法人　日本教材文化研究財団
発行人／新免　利也（専務理事）
発行所／公益財団法人　日本教材文化研究財団
　　　　〒162-0841　東京都新宿区払方町⚑⚔番地⚑
　　　　電話 03-5225-0255　FAX 03-5225-0256
　　　　http://www.jfecr.or.jp

表紙デザイン（株）エスファクトリー 竹内則晶／印刷（株）天理時報社


	国00-まえがき
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